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はじめに

環境庁(当 時)は 、我が国 にお ける巨木 の現況 を把握するため、昭和63年 度 に

第4回 自然環境保全基礎 調査 の一環 として、初めて巨樹 ・巨木林調査 を実施いたし

ました。それ以降、現在まで10年 余 りが経過 しま したが、そ の間全国各地の自治

体や有志 の方々による巨木の調査 ・保全活動が活発化 してきました。それ らの一一つ

の現れ として、「巨木 を語ろう全国フォー ラム」が各地の自治体の努力で毎年開催

され、また巨木を愛する有志によ り 「全国巨樹 ・巨木林の会」が設立 された ことな

どは喜ば しい限 りです。 こうした活動の中か ら、新たな巨木が発見された り、逆に

残念なが ら枯死 した巨木 の情報な ども寄せ られるようにな りました。 このような情

報 を集約 し、前回調査以降の変化状況 を含めた巨木の現況を把握す るために、平成

11,12年 度 に巨樹 ・巨木 林フ ォロー ア ップ調査を実施いたしました。本報告書は・

この調査結果をまとめたものです。

今ある巨木のほとんどは、人間若しくは人間が形成してきた地域社会との関わり

あいの中で残ってきたものとも言えます。今後の巨木の保全の方向を考えた場合に、

人間及び地域社会との関係性は無視できないものであり、その現状をしっかり見据

えた上で保全方策を模索 していかなければなりません。これは巨木に限らず自然環

境の保全全般に共通することでもあります。

また、巨木は、地域 のシンボルにもな りうるものであ り、その大 きさに圧倒され

ることも事実ですが、単に大きさだけに意味があるのではなく、その存在 自体やそ

こに込め られた長い長い人と自然 との関わ りあいの歴史に意味があるものと考えて

います。

本調査を実施するに当たり、全国の市町村役場をはじめ多くの方々にご協力をい

ただきました。ご協力をいただいた皆様に厚くお礼を申し上げますとともに、本調

査結果が広く活用され、自然環境の保全に役立つよう心から願う次第であります。

平成13年3月

環境省自然環境局生物多様性センター



1.巨 樹 ・巨木 林 フ オ ロ ー ア ツ プ調 査 業 務 の 概 要

1.調 査 の 目的

本調査は、昭和63年 度に実施 した第4回 自然環境保全基礎調査巨樹 ・巨木林調査(以 下、「前回調査」

という。)で確認された巨樹 ・巨木林の現況ならびに新たに発見 された巨樹 ・巨木林の現況を把握 し、そ

の保全 に資することを目的として、全国の市町村及び巨樹 ・巨木林に関する調査研究等 を行 っている全

国巨樹 ・巨木林の会(会 長 伊藤秀三長崎大学名誉教授)の 会員 にアンケー ト調査を実施 し、集計 ・解析

とりまとめを行った。

前回調査は、各都道府県 に委託 して調査を行ったが、本調査は全国の市町村へ直接調査票を送付 し、回

答を依頼 した。

2.調 査 の 内容 。

本調査は、昭和63年 度に実施された前回調査の結果について、平成11・12年 度の現況に更新するとと

もに、新たに発見 された巨樹 ・巨木林を追加 して、我が国の巨樹 ・巨木林の現況を全国的な規模で把握

することが主な内容である。

なお、本調査における類型区分(単 木 ・樹林 ・並木)は 、前回調査に準 じた。

(1)聞 き取 り用 調 査 票 の 作 成

本調査では、3種 の調査票及びその 「記入方法」を作成した。(巻末資料p105参 照)

ア)追 跡調査票

前回調査された巨樹 ・巨木林55,798本 の現況について、その所在地である2,819市 町村に

該当巨樹 ・巨木林のデータの一部(下 記の項目)を 印刷 した追跡調査票を送付 し、現況の調査、変更

事項の記入及び返送を依頼 した。

追跡調査の項 目は、次の通 りである。

①調査の有無:調 査を行った、調査対象木を探したが見つけることができなかった、調査を行わな

かった

②基礎的項 目:ア.単 木 ・樹林 ・並木 の別 イ.独 特の呼称 ・名称 の有無 ウ.位置(所 在)エ.所

有者(管 理者)オ.巨 木測定値(樹 種名、幹周、主幹、株立本数)カ.健 全度

キ.独 特 の呼称 ・名称

③保護 の項 目:ア.保 護制度指定

④そ の他の項 目:ア.特 記事項(保 護対策事例等)

イ)巨 樹 ・巨木林調査票(以 下 、「新規調査票」 という。)

巨樹 ・巨木林調査 票 を、全 国 の3,252市 町村 と全国巨樹 ・巨木林 の会会 員 に送付 し、前回 調査

以降、新た に発見 された巨樹 ・巨木林 の現況 の調査、調査票へ の記入及び返送 を依頼 した。

新規調査 の項 目は、次 の通 りで ある。

① 基礎 的項 目:ア.単 木 ・樹林 ・並木の別 イ.独 特の呼称 ・名称 の有無 ウ.巨木(林)の 位置

工.林(並 木)内 の巨木本数 オ.所有者(管 理者)カ.巨 木測定値(樹 種名、幹周 、

主幹、株 立状況、樹高 、枝張)キ.樹 齢(林 齢)ク.巨 木(林)の 健全度 ケ.巨

木 の欠損 コ.計測位置

②保護 の項 目:ア.保 護 制度指定 イ.解 説板等 の有無
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③生態的項 目:ア.周 囲の状況 イ.根本(林 床)の 状況 ウ.動物生息 オ.着生植物等

④人文的項 目:ア.信 仰対象等 イ.故事 ・伝承 ウ.直接利用(樹 林)工 視 認性

⑤その他の項 目:ア.特 記事項

調査項 目は、前回調査票 と同じであるが、 ユ枚の調査票に巨木1本 について記入する点が前回 と

異なる。前回は、同じ場所 にある巨木は調査票1枚 で4本 まで記入できるようになっていたため、巨

木4本 に同 じコー ド番号(都 道府県コー ド+市 町村コー ド+対 照コー ド)が 付 くことなり、整理の上

で混乱が生 じていたため改善 したものである。

また、今回は新たに 「調査 日」に加え、「計測位置」欄を設けて幹周の計測位置を示すとともに、

そのスケッチや写真の添付を求めた。

調査対象基準は、次のとお りとした。

①調査対象基準(前 回調査 と同じ)

地上か ら約130cmの 位置での幹周(囲)が'300cm以 上の樹木。なお、地上から約130cm

の位置において幹が複数に分かれている場合には、個々の幹の幹周の合計が300cm以 上であり、

そのうちの主幹の幹周が200cm以 上のものとした。

②樹齢を重ねても幹周300cm以 上に育たない、あるいは育ちにくい樹種 も今回は調査対象とした。

ウ)追 跡調査票(一 般)

①対照コー ド番号 ②3次 メッシュコー ド ③樹種 ④独特の呼称 ⑤枯死年度

⑥枯死原因:a.大 風b.落 雷c.積 雪d.病 虫害e.そ の他の自然災害f人 為(勇 定等)g.不 明

全国巨樹 ・巨木林の会会員に追跡調査票(一 般用)を 送付 し、前回調査された巨樹 ・巨木林につ

いて、衰弱枯死及び開発等の理由で伐採されたものを確認 した場合には調査票に記入 し、返送するよ

うに依頼した。

(2)巨 樹 ・巨 木 林 計 測 マ ニ ュ アル の作 成

調査票を送付するにあたり、計測方法の統一を図るために、全国巨樹 ・巨木林の会に所属する学識経験

者 らか らなる計測方法検討委員会 を設 けて巨樹 ・巨木林計測マニュアル(以 下、「計測マニュアル」 とい

う。巻末資料p120参 照)を 作成 し、調査票に同封 した。

委員会では、樹齢を重ねても幹周300cm以 上に育たない、あるいは育ちにくい樹種 も 「巨樹の仲間」

として、調査対象とすべきとの意見が出され、計測マニュアルに該当する樹種を載せることとした。

①開催 日:平 成12年1月21日

②検討委員

委員長 伊藤秀三(長 崎大学名誉教授、全国巨樹 ・巨木林の会会長)

検討委員 平岡忠夫(画 家、巨樹の会主宰)

牧野和春(エ ッセイス ト、牧野出版代表取締役)

菅沼孝之(元 奈良女子大学教授)

欠席 井幡清生(石 川県巨樹の会会長)

代理出席 枝松 章(石 川県林業試験場)
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(3)巨 樹 計 測 講 習 会

本調査実施にあたり、調査における計測技術の向上を図るために、全国巨樹 ・巨木林の会会員を対象に

巨樹 ・巨木林保全の先進地である東京都奥多摩町で巨樹計測講習会を開催 した。

講i習会は、平成12年6月2～4日 に2グ ループ(延 べ42名 参加)が1泊2日 で参加 し、奥多摩町森林

館を会場として講習を行い、町内の巨木を教材に計測実習を行った。

◆講師 ・実習指導

平岡忠夫(画 家、巨樹の会主宰)

◆講師補佐

大野耕一、北山郁人、高橋礼重(3名 とも巨樹の会所属)

◆協力

奥多摩町、全国巨樹 ・巨木林の会、巨樹の会

(4)調 査 票 の発 送 ・回収

平成11年 度に、前回調査で巨樹 ・巨木林が確認された2,819市 町村 に追跡調査票及び巨樹 ・巨木林

調査票(新 規発見用)を 全国巨樹 ・巨木林の会会員あてに追跡調査票(一 般)及 び新規調査票を計測マ

ニュアル とともに発送した。また、平成12年 度には、前回調査で巨樹 ・巨木林が確認されなかった450

市町村に新規調査票及び計測マニュアルを発送し、回収 した。

また、平成12年10月 に調査票がまだ返送されていない1,849市 町村に、回答を促す葉書を送付し

た。

返送されてきた調査票及び添付資料(写 真 ・地図 ・その他資料)は 、平成12年12月 末 日で締め切 り、

各々市町村別に整理 した。添付資料は、巨木や計測位置の写真(調 査票に貼付されたものを含む)が345

市町村、巨木の位置を記 した地図が353市 町村、巨木に関する資料等が187市 町村で添付されていた。

また、調査票の欄外に記入 された伐採や枯死、合体木(異 なる樹種の木の幹が癒着 したもの)、計測不能

の理由等のコメントは備考欄に記載したが、その数は延べ1,341件 であった。

最終的に1,661市 町村及び全国巨樹 ・巨木林の会会員約50名 か ら回答があった。この1,661市

町村には 「該当する巨木無し」と回答 した143市 町村も含まれている(表1-2-1)。

なお、平成12年 度に噴火活動のために全島避難 となった東京都三宅村 については、追跡調査票が役場

から、新規調査票は1998年 に調査した全国巨樹 ・巨木林の会会員から提出された。

(5)調 査 票 の 確 認 ・修 正 作 業 等

平成11・12年 度 に回収 された調査票 について、記入漏れ等 を確認 し、不明 の点 については延べ160

市 町村へ287件 、全国巨樹 ・巨木林 の会会 員7名 へ20件 の問 い合 わせ を行 い、それぞれ201件(回

答 率73%)、12件(同60%)の 回答 を得 て調査票 を修正 した。

問い合 わせ をお こなった調査 項 目は、基 礎的項 目に限 り、位置 、所有 者(管 理者)、 巨木測定値(樹 種

名、幹周 、株立状況)、 健全度 、欠損 の状況等 とした。

調査年及び故事 ・伝承、枯死 ・伐採等 の年の完号 につ いては、西暦 に統一 した。

株立 ちの幹 周の計測 について、本調 査では個 々の幹 の幹周 の合 計値 を記 入する と したが、造 園工事 の歩

掛か りとおな じ0.7を 乗 じて記入 している ものがあ り、 これは もとの合計値 に戻 した。
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表1-2-1調 査票回収市町村数

都道府県名

北海道

青 県
山手県

自城県

火田県

山形県
口島県

茨城県

木県

馬県

埼玉県

葉県

東京都

神奈川県
ξ 県

官'県

ll県

県

山'県

長 県
岐 県

静岡県

愛知県
=重 県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山ロ県

徳島県

川県

愛媛県
高知県

福岡県

賀県

長崎県

熊 県

大分県
白崎県

鹿児島県

沖縄県

合計

市町村数★

212

67

59

71

69

44

90

85

49

70

92

80

63

37

112

35

41

35

64

120

99

74

88

69

50

44

44

88

47

50

39

59

78

86

56

50

43

70

53

97

49

79

94

58

44

96

53

3,252

調査票回収

市町村数

103

37

31

37

33

25

48

40

32

44

56

53

57

28

56

15

24

15

31

52

56

53

61

30

20

24

28

46

15

26

12

30

38

46

24

19

20

30

24

49

21

32

47

26

15

43

9

1,661

回収率

(%)

49%

55%

53%

52%

48%

57ｰ/d

53%

47%

65%

63%

61%

66%

90%

76%

50%

43%

59%

43%

48%

43%

57%

72%

69%

43%

40%

55%

64%

52%

32%

52%

31%

51%

49%

53%

43%

38%

47%

43%

45%

51%

43%

41%

50%

45%

34%

45%

17%

51%

追跡調査票
のみ回収市

町村

37

13

12

14

9

8

20

20

12

23

25

25

31

16

37

7

7

8

11

15

31

28

26

14

10

9

12

24

5

14

7

15

10

25

11

9

8

10

13

18

14

16

21

10

8

12

2

732

新規 ・追跡

調査票回収

市町村

23

17

17

16

11

15

24

15

16

18

25

24

21

10

17

7

16

5

13

30

16

20

21

9

7

14

10

16

7

7

3

11

14

16

11

10

10

8

8

19

6

13

16

13

7

21

5

658

新規調査票

のみ回収市

町村

16

6

0

6

7

1

3

2

0

3

4

2

5

2

2

0

0

0

3

2

4

4

6

4

2

0

3

6

2

1

1

2

5

2

0

0

0

4

2

5

0

1

5

2

0

5

1

131

巨樹・巨木林

の該当な しの

回答あり

27

1

2

1

6

1

2

3

4

0

2

2

0

0

0

1

1

2

4

5

5

1

8

3

1

1

3

1

1

4

1

2

9

3

2

0

2

8

1

7

1

2

5

1

0

5

2

143

前回巨木なし

で、今回新規調

査票の回収あり

11

2

0

4

7

0

1

1

0

0

1

0

2

0

1

0

0

0

0

2

2

1

4

2

0

0

2

2

0

0

1

0

3

1

0

0

0

0

0

4

0

1

3

0

0

3

1

62

☆前 回調査時の市町村数は3
,269
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(6)巨 樹 ・巨 木 林 デ ー タ ベ ー ス の作 成

前回調査の結果と今回の調査結果を比較するため、追跡調査票の各項目、新規調査票の各項 目について、

既存データベースの更新と新たなデータの入力を行った。

データは次の3種 からなる。

①未更新データ:追 跡調査票が返送されないため、前回データのままのもの

②更新データ:返 送された追跡調査票に基づき前回データを更新 したもの

③新規データ:巨 樹 ・巨木林調査票で報告され、今回データベースに加えられたもの

なお、前回調査では、各巨樹 ・巨木林の位置データを標準地域メッシュ ・システム(昭 和48年7月12

日付け行政管理庁告示第143号)に おける基準地域メッシュ(第3次 メッシュ、約1km× 約1km)コ

ー ドで調査票に記入したが、今回調査の新規データでは、住所の記入及び位置図の添付を求めるに留め、

基準地域メッシュコー ドの記入を求めなかった。

(7)確 認 計 測調 査 の 実施

前項の結果に基づき、主要25樹 種の全国最大級 クラス(各 樹種3本 程度)の 巨木 については、確認調

査 として、該当の巨木 にっいて、その報告者である市町村及び全国巨樹 ・巨木林の会会員あてに写真の

送付 と計測値の再確認を依頼した。 この結果追跡調査票の回答の無かった4市 町村か ら枯死等、また新

規調査票の回答があった4市 町村か ら再計測の結果数値の変更等の回答があったため、再度新たな該当

市町村に同様の依頼を行った。該当の巨木は89本 、確認の依頼は延べ81市 町村及び全国巨樹 ・巨木林

の会会員6名 であった。その結果40市 町村及び全国巨樹 ・巨木林の会会員5名 から46本 の巨木につい

て写真の送付、49本 の再計測値の報告があった。'

(8)巨 樹 ・巨木 林 の変 化 状 況 及 び現 況 の 解 析

確認調査の結果に基づき、必要に応 じて巨樹 ・巨木林データベースを訂正 し、前回調査の結果 と今回の

調査結果 とを比較 して、巨樹 ・巨木林の変化状況 と現況について把握 ・解析をした。特に、前回調査以

降に衰弱枯死及び開発等の理由で伐採された巨樹 ・巨木林について把握 した。

図1-2-1に 、本業務の作業手順を示 した。

データベースを用いて、全国レベルでの集計 ・解析を行なった。データの集計は、基礎的な集計(単 純

集計)及 び多項目にまたがる集計(ク ロス集計)を 行ない、巨木 と人との関わ り、あるいは巨木 と社会

との関わ りを中心に解析を行った。

主な集計項 目は次の通りである。

ア)単 純集計項 目(更 新データと新規データ、一部未更新データを加えた)

①基礎的項目:単 木 ・樹林 ・並木の別、独特の呼称、所有者、樹種、測定値、樹齢、健全度等

②保護の項目:保 護制度指定等

③生態的項 目:周 囲や根本の状況、動物生息、着生植物等

④人文的項 目:信 仰、故事 ・伝承、利用状況等

⑤その他の項 目:特 記事項

また、追跡調査票及び追跡調査票(一 般)か ら判明 した衰弱枯死及び開発等の理由で伐採された巨

樹 ・巨木林について、樹種 ・原因等を:解析した。

イ)ク ロス集計項目(更 新データと新規データ)

樹種 ・健全度と周囲の状況 ・保護制度指定 ・信仰等との関係
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以上の集計結果に基づき、巨木をめぐる環境及び巨木 と人との関わりあいについて解析し、実態を把握

した。

・図1-2-1情 報処理業務の作業手順

前回調査データベース

今回追跡調査が されな

かったデータ

(未更新データ)

今回追跡調査 したデータ

(更新データ)

今回新規に調査 した

データ

(新規データ)

データチ ェック

データ入力作業

データチェック

データ入力作業

樹木コー ド変換

都道府県コー ド変換

自由記載項 目の数値化

デ ータベース化

CD-R出 力

単純集計

(未更新 ・更新・新規データ)

ク ロス集 計 ・解 析

(更新 ・新 規デ ータ)

各種図表の作成

報告書作成
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Il.巨 樹 ・巨木 林 調 査(前 回 調 査)の 概 要

1.調 査 目的

前回調査(第4回 自然環境保全基礎調査巨樹 ・巨木林調査)は 、わが国における巨樹及び巨木林の現況

を把握するため昭和63年 度に全都道府県に委託して実施 した。この規模の全国調査としては、初めての

ものであった。

2.調 査 内 容

調査内容の概要 は以下の とお りであ った。

(1)調 査 対 象

調査対象 は、次の調査対 象基準 に該当する樹木 又は樹林 であった。

①調査対象基準

地上か ら約130cmの 位置で の幹周(囲)が300cm以 上の樹木。 なお、地上か ら約130cmの 位 置に

おいて幹が複数 に分 かれている場 合には、個 々の幹 の幹周の合計が300cm以 上で あ り、そ のうちの

主幹 の幹周が200cm以 上 のもの とした。

なお 、調査対象基準 に該当する樹木 について前回調査で は 「巨木 」 または 「巨樹」 と呼 んで いるが、 ,

前回調査報告 書で は これ を、 「巨木」 とい う言い方 で基 本的 に統 一 して いた。本 報告 書 も これ に準 じ

た。

②調査対象 の類型 区分

「単木」:巨 木 が単体 で生育 しているもの。

これ には、巨木 の周囲 には他 に樹 木が 生育 して いない場合 と、周 囲に も樹木 が生育 してい

るが 、 これ ら周囲一帯 には調査対象基準 以上の樹木 がない場合 とがある。

「樹林」:巨 木及び これ に準ず る樹木が複数生育 してお り、面 的な広が りをもつもの(社 叢等小規模

の ものも合む)。

「並木」:巨 木及び これ に準ず る樹木が複数生育 している ものの うち並木 をな して いる もの。

なお 、前 回調査報告書 では これ らの 「樹 林」及 び 「並木 」 を併せ て 「巨木 林」 と呼 ぶ こと

と した。 また、前回調査報告書 の中で使用 してい る 「林木 」 とい う言葉は、 「巨木林 」に属

する巨木 を意 味 してお り、「単木 」 と区別す る意味で用いていた。

(2)調 査 項 目

①基礎的項 目:ア.巨 木(林)の 位置 イ.単木 ・樹林 ・並木の別 ウ所 有者(管 理者)エ.樹 齢(林

齢)オ.林(並 木)内 の巨木 本数 力.巨 木 測定値(樹 種名、幹周(主 幹)、 樹高、枝

張 、株立状況)

②生態的項 目:ア.周 囲の状況 イ.根 元(林 床)の 状況 ウ.巨木 の欠損、エ.林木 の欠損、オ.動 物生息

力.着 生植物等、キ.巨 木(林)の 健 全度

③人文 的項 目:ア.信 仰対象等 イ.独 特の呼称 ・名称 工.故 事 ・伝承 の有無 オ視 認性 力.直 接

利用(樹 林)

④保護 の項 目:ア.保 護 制度指定 イ.解 説板等 の有無

⑤ その他の項 目:ア.特 記事項
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Ill.本編

1.本 調 査 の位 置 づ け ・

本調査 は、第4回 自然環境保全基礎調査巨樹 ・巨木林調査のデータの更新 を図るものであ り、調査の

位置づけは前回と変わらない。以下、本調査の位置づけについて第4回 自然環境保全基礎調査 巨樹 ・巨

木林調査報告書(1990)か ら引用する。

悠久の時によって育まれた巨樹 ・巨木林はわが国の森林、樹木の象徴的存在であ り、良好な景観を

形成 した り、野生鳥獣の営巣の場となるな ど、自然環境保全上重要な価値 を有するばか りでなく、年

輪等に過去 の気候や環境 の状況を記録 していることから、古気象等の研究素材 として学術的価値にも

大きいものがある。

さ らに、古 くか ら信仰の対象 とな り、あるいは地域のシンボルとして人々にやす らぎと潤いを与え

るなど、生活環境保全面からも重要な自然環境資源である。

日本人 と樹木との関係は古 く、文書的には日本書紀の国生み神話において国土 とともに木神が生 じ

たことか ら始まる。また、考古学的には縄文時代早期の遺跡と推定される福井県三方町の鳥浜遺跡か

ら豊富な木製品が出土 し、 日本人の木の文化が一万年以上も前か らすでにその姿を表わ していること

がわかる(山 田、1990)。

歴史的に日本人 と樹木 とのつなが りを考えた場合、木製品や燃料などの材 としての利用面の他、 ご

神木 ・神体木に代表される日本人の神感覚、桜、梅、松 といった精神的なつなが り、一里松などの境

界木 ・標木、記念樹 ・奇蹟などの言伝えなど、さまざまな面でつなが りを持っていることに気づく。

このような日本人と樹木とのつながりの最も具体的な現れが 「巨木」であるといえよう。

「巨木 」とは、学術用語で も専門用語でもなく、巨樹、大樹、老木、老樹 といった一連のイメージ

を与える言葉のひとつであり、一般的に杉な ら杉、楠なら楠 の樹木 としての概念に比較 して、樹高、

幹周、枝張 り等、群を抜いて巨大である木をもって 「巨木」と考えて差 し支えないとする人もいる。

また、巨木 はユ胃カ リな ど一部の樹種 を除けば、樹齢何百年、ときには一千年、二千年 という人間

の命 と比べれば悠久 とも言えるほどの驚異的な生命力をもっている。

今回の調査の結果、全国の巨木数は単木 の状態で28,800本 であったが(註:先 は前回調査の結果、

今回調査では単木は33,203本 であった)、 この調査での巨木の定義は、「地上1.3mの 高さでの幹周が

3m以 上のもの」を全て巨木としている。一般に 「巨木」として取 り扱われている樹木は幹周がこれよ

り大 きいものを指す場合が多いので、その数 もきわめて少ないと考えられる。

一般 に言われる 「巨木」の多くが民間伝承 を有 してお り、牧野(1989)は 巨木にまつわる民間伝承

を次のように分類 している。

①大王 ・木霊 ②守護神 ③境界木 ・標木 ④記念樹 ・木蹟 ⑤豊饒 ・生産

⑥ 占い ⑦雨乞い ⑧子育て ⑨相生い ⑩墓標 ・犠牲

⑪変異(逆 さと奇態)⑫ 浄土 ⑬その他

このような民間伝承には、人間と自然 との一体的な情感が基層に横たわってお り、その根源にはア

ニミズム的な対 自然感覚があるものと推察される(牧 野、1989)。

このよ うな点を踏まえて、巨樹 ・巨木林をめぐる環境を構成する要因を大きく分けると次の3つ に

分類することができる。

a.巨木そのものに関する要因(位 置、樹齢(林 齢)、幹周、樹高などの基礎項目)

b.自然的な環境要因(周 囲 ・根元(林 床)の 状況、欠損の状況、動植物生息状況な どの生態的項目)
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c.社会的な環境要因(信 仰対象 ・故事伝承の有無等の歴史的要因と視認性、利用等の人文的項目及び

保護制度の有無等の行政的項目)

これらの要因は、それぞれが独立 しているのではなく相互に密接な関係を持ち、その結果として現

在の巨樹 ・巨木林をめぐる環境が形成されているものと理解することができる。

巨樹 ・巨木林の実態を把握するためには、巨樹 ・巨木林の自然生態系における位置付けと、巨樹 ・

巨木林を合む生態系(い わば巨木環境と呼べる)の 人間社会系における位置付けを正 しく把握するこ

とが必要となる。

図一2(註:本 報告書では、下図3-1-1と なる)に 巨樹 ・巨木林 をめぐる環境を構成する要因につ

いて概念的に整理 したものを掲げた。

図一2(註:下 図3-1-1)に 基づくと巨樹 ・巨木林の実態を把握するためには、巨樹 ・巨木林の自

然生態系における位置付けと、巨樹 ・巨木林 を含む生態系(い わば巨木環境 ζ呼べる)の 人間社会系

における位置付けを正しく把握することが必要となる。

このようなことから、解析の基本的方針としては巨樹 ・巨木林をめぐる自然環境の実態の把握 と、

巨樹 ・巨木林と人との関わりあいの実態の把握を中心に行なった。

(引用終わ り)

図3-1-1巨 樹 ・巨木林をめぐる環境構成要因の相互関係概念図(再 掲)

顯雛 鞍 ・

舞 無

①
【自然環境要因]

灘騨
'葦

報'伽溜

巨囎 積

【社会環境要因】

ロ

購

鞭,・.

動物(鳥 ・獣類)

息状況

生植物
生息状況

健全度

⑧ ノ

根元の状況

周囲の状況

視認性

保護制度

信仰対象

故事 ・伝承

独特の名称 ・呼称

雛i

購
購

有者

(管理者)

[巨木環境1
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Z.項 目 別 集 計 結 果

Z.1基 礎 的 項 目

(1)巨 木 の 本 数

巨木 本数の集 計結果 を表3-2-1～3に 示す。各類型別 の巨木本数は、単木:33,203本 、樹林:29,248

本 、並木:2,005本 で あった。 各データ種 とも単木 ・樹林 ・並木 の割 合は、ほぼ 同じで単木 は半数 を超 え

た。

未 更新デー タ と更新デ ータか ら、枯死 や伐採等 で無 くな った巨木 を除き、新規 デー タを加 えた ものが、

後 出 の集計 ・解析 のベー スとなるデータである。

表3-2-1類 型別巨木本数

井咽

淋
並

無 口葱
△ 昌

データ 別★

未更新データ

%

13,692

12,669

846

9

27,216

50.3%

46.5%

3.1%

0.0%

100.0%

更新データ

0

13,574

11,199

914

4

25,691

52.8%

43.6%

3.6%

o.oRio

100.0%

新規データ

0

5,937

5,380

245

10

11,572

51.3%

46.5%

2.1%

0,1%

100.0%

合計

%

33,203

29,248

2,005

23

64,479

51.5%

45.4%

3.1%

o.oRio

100.0%

前回データ

a

51.6%

45.0%

3.4%

100.0%

★ 未更新データ 前回データ(1998年 調査)の ままのもの

更新データ:前 回データを今回の調査結果により更新したもの

新規データ:今 回の調査で新たに確認されたもの

表3-2-2デ ータ種別巨木本数

追 査の 数

デ ー タ の 男1
一一 タ 空 ★

データ勅

の.1

2

3

4

5

6

7

8

追 デ ー タの 訟計★★★

18,445

2,698

5,440

199

540

1,205

20

29

27,222

更 新 デ ータ

28,576

55,798

全データの 数

デ ータ 男1

データ

A運 査の 無の空 の数

B・ う ち 全=6(死)の 数

A-B

データ

C:調 査 の 無1,2,3の 和

D:う ち健全度=6(枯 死)の 数

C-D

新規データ

未更新 ・更新・新規データの合計数

27,222

6

27,216

26,583

892

25,691

11,572

64,479

★ 調査票が未提出のものを示す

★★調査の有魚の内訳は、12ペ ージ参照
★★★前回調査の巨木の本数 は55 ,798本
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表3-2-3都 道府県別本数

都道府県名

北海道..

青森県._

岩手県 .

宮城県...

秋巴県..

辿 形県

福島県...

茨城県._

栃 木県..

群馬県...

埼玉県

干葉県

東 京都.

神奈川県

新潟県

富山県。

石坦県..

.福井県...。.

山梨県 ..

長野県

.岐阜県..

静岡県,.

愛知県

三重県

滋賀県 ..

京都府

大阪府

兵庫県_

奈良県

和歌山県

鳥取県.

島根県.

岡山県 _

広島県

山口県

徳島県

香川県..

愛媛県

高知県

福岡県

佐 賀県

長 崎県

熊本県

大分県

宮崎県..

鹿児島県 .

沖縄県
ム 曇

.デ「タ種別★.
未更新データi更 新データ 新規データ

323...
2301 -
672;

361

572.....:.
588;.;.
209;

410'

228'

1,247

432

145

235

203

377:

462

246

198

616

215

348

1,609;

」,1～ 孚i.J

610;

懸.綴

1,295

・1彗;i

807:
..;

繋...,
474'
265
s2s
881;一一
..;...

159:

謙
770;.,.
707:

674;

947'

168'

648{
456'

587

271;J
434....;.
345

1,016

9タgi

658

732

1,376 ,

1,357',

463

1,149;

318

1,133:

546

473

呂7q二

501

1,610

608;

497:

434

414

162

737

258

402

234

371'

130

421;

333

490

215

256

266

733,

305

336・

301'

479'

35う 三

343,

58

649

217

133

210

576

2,276

131

180

89

157

28

219

333

233

270

465

451

521

827

768

695

458

241

27.216

263

92

125

306

232

115

597

89

33

208

178

98

44

141

ss

60

110

256

99

183

324

55

61

148

26

25691i11572

合計

878

693

2,122

991

1,565

1,265

803

3,274

2,288

.ユ ノ争01

1,586

2,662

3,799

780

2L62争

859

1,827

1,381

1,167

2,256

1,673

2,354

.コ 乳1.36

1,218

1,440

879

602

1,459

ユ,625

1,198

941

.1,5翠 β

476

1,167

833

1,218

554

750

721

1,454

855

1,040

.1乳45窒

1,302

」,1ユ 」

949

325

64.479
★ 未更新データ:前 回データ(1998年 調 査)の ままのもの

更新データ:前 回データを2000年 の調査により更新したもの

新規データ:2000年 の調査で新たに確認されたもの
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● 追 跡 調 査 票55,798件

ア)追 跡調査 の対象 は55,798本 で、 この中で回答 の無か った もの27,222本 か ら、健全度が 「6枯 死」

(前回報告書 で既 に枯死 と報告 されていた)で あった6本 を除いた27,216本 が未更新デー タとなる。

イ)回 答 のあ った28,576本 か ら、伐 採等です でに存在 しない もの及 び重複分 な どを除 くと、26,583本

(調査 の有 無の 「1、2、3」 の合計)と なる。

ウ)こ こか ら健全度 の 「6枯 死」892本 を除いた25,691本 が更新 デー タとなる。

伐採等 です で に存在 しな いもの とは、調査 の有無 の 「4(消 失)、5(伐 採)、6(新 規調 査票 と重複)、

7(再 計測 の結果 、300cm以 下 と判 明 し計測値 を記入 して いない もの)、8(全 国 巨樹 ・巨木林の会会

員か ら枯死 報告)で ある。

(註)調 査の有無欄の区分は、調査票では 「1～3」 であったが、調査票の整理 ・集計の際に下記の4～8を 加

えて区分した。

1:調 査に行った。

2:現 地調査の結果、見つけられず、不明の場合。社寺林などの中で、対象の1本 の木を特定出来ない場合も

含まれる。

3:調 査を行わなかった。

4:対 象となる巨樹 ・巨木林が現実にその場所にはない、他の市町村に移植 してしまった、切ってしまったら

しい等などで、調査票で該当欄を赤線等で消したもの、削除 抹消、除外等の書き込みのあったものである。

なお、前回調査で間違えて記載したもので、そもそもそのような巨木はない、というものも含まれる。

5:人 為的な伐採(自 然災害等の原因ではなく、建て替え ・開発等の人間の都合で切った場合)

*雷 による焼失、台風による倒木、マツクイムシ等の病虫害で枯れたもの(自 然災害で枯れ危険なので切

ったという場合も含む)、 また火事による延焼も、健全度の 「6.枯死」とする。切った原因が、自然災害か、

人間の都合によるものか、の違いで区分。また前回調査で健全度が 「枯死寸前」で、今回調査で 「伐採」

した場合は 「枯死」 とみなした。

6:追 跡調査票があるが、同じ木について新規調査票にも記入して提出してきた場合は、新規調査票のデータ

を用いることとしたため、更新データから除いた。同じ木かどうかの重複のチェックは、住所 ・社寺等の施

設や所在地の名称 ・所有者 ・樹種 ・幹周の値等を目安としたが、同一の巨木と断定できないものは重複 とみ

なさなかった。

7:追 跡調査の計測の結果、基準値(幹 周 り300cm)以 下と分かり、計測値が未記入(空 欄)の 場合。

*樹 種を問わず、300cm以 下のものでも数値が書いてあれば、そのままデータは残した。

8:同 じ木について、別々の報告者から 「枯れていない」「枯死」との相反する報告がなされた場合は、備考

欄に 「○年枯死との報告あり(× ×より)」と記載 し、本編の集計 ・解析のデータでは 「調査の有無の1.2.

3」 として扱い、後出2.6枯 死・伐採等の項(41ペ ージ)で は、「枯死」として扱った。
9

蓋2



● 新規 調 査 票11,572本

新規調査票 は、11,572本 分(新 規デー タ)で 、前記 の追跡調査票 の重複分1,205本 はここに含 めた。

ア)調査票の重複について

今回は、市町村 と全国巨樹 ・巨木林の会会員に調査票の提出を依頼したため、同じ木について、そ

れぞれ調査票が提出された例が散見されたが、整理中に気がっいた範囲で備考欄に註をつけ、その旨

を記 した。

イ)一 般か らの調査票について

本調査は、市町村及び全国巨樹 ・巨木林の会会員から提出された調査票 を用いることで進められた

が、一般市民の巨樹 ・巨木林への関心は高く、調査への問い合わせ、送付された調査票もかなりの数

に達 した。そ こで、このような市民からの調査票の扱いについては、該当市町村に調査票のコピーを

送 り、同意を得た上で、市町村から提出されたものと同様に取 り扱 うこととした。

24市 町村へ、446件 の調査票を送付 したところ、1町 役場か ら同意できない旨の連絡があったた

め、当該データ4件 は本調査のデータ(新 規データ)か ら除いた。

ウ)幹 周300cm以 下の巨樹の仲 間

今 回の調査では、樹齢 を重 ねて も幹周300cm以 上 に育たない、 あるいは育ちに くい樹 種 も 「巨樹

の仲間」 として調査票の提出を求 めた。

対 象 の樹種 は、 「巨樹 ・巨木林 計測マ ニュアル」 に次 の2つ の区分 の代表例 の リス トを載せ、 他 に

も気 づいたものがあれば調査票 を提 出す るよ うに求めた。

・幹周1m以 上を計測の対 象 とす るものとして、ツゲ科や ミカ ン科 など7科

・幹周2m以 上 を計測の対 象 とす るものとして、 ツバキ科やエ ゴノキ科 など22科

なお、以下の巨木の解析 は、 これ らの幹周300cm以 下の ものを含 めて行 った。
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表3-2-4都 道府県別巨木本数

都道府県名

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

干葉県
東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県
愛知県
三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山ロ県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県
福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

合 計

全市町村数 巨木有り★ 割合市町村数

212

67

12860%

5684%

59

71

59100%

6592%

69

44

5275%

44100%

90

85

8392%

8499%

49

70

49100%

70100%

92

80

8896%

7898%

63

37

63100%

37100%

112

35

10190%

3189%

41

35

41100%

3497%

64

120

6195%

9983%

99

74

9293%

7399%

88

69

7585%

6797%

50

44

50100%

4091

44

88

3784%

8495%

47

50

4391

4998%

39

59

3795%

5593%

78

86

4963%

8599%

56

50

5395%

4692%

43

70

4093%

5173%

53

97

53100%

7274%

49

79

4796%

6987%

94

58

8186%

5697%

44

96

44100%

7477%

53 3770%

3,252 2,88289%

単木測定 樹林測定 並木測定 無回答
数 数 数
本 本 本 本

537

486

332

189

9

16

0

2

8821,037

591229

201

171

2

0

565

891

895

335

105

29

0

10

589200

1,9201,235

14

117

0

2

1,1241,115

747608

49

46

0

0

1,212334

9901,612

40

so

Q

O

1,3532,418

74333

27

4

1

0

1,3891,117

491356

118

12

0

0

4441,365

3001,061

18

20

0

0

606541

1,0671,072

20

117

0

0

753896

1,0271,266

24

61

0

0

936

771

152

436

48

11

0

0

420

380

928

461

92

38

389

586

211

844

2

29

0

0

0

0

615

456

989

703

21

39

0

0

415

838

490

625

36

63

0

0

328

738

135

395

11

33

2

1

612

1,013

182

194

39

11

0

0

261

490

289

245

4

15

0

0

401

824

308

589

12

40

0

1

383

763

468

237

4

39

0

1

969

667

458

621

25

14

0

0

628

363

474

499

9

87

0

0

250 70 5 0

33,20329,2492,005 22

測定 巨木総

数★★

本

878

693

2,122

991

1,565

1,265

803

3,274

2,288

1,401

1,586

2,662

3,799

780

2,624

859

1,827

1,381

1,167

2,256

1,673

2,354

1,136

1,218

1,440

879

sot

1,459

1,625

1,198

941

1,526

476

1,167

833

1,218

554

750

721

1,454

855

1,040

1,452

1,302

1,111

949

325

64,479

★前回と今回の調査で巨樹 ・巨木林が確認された市町村の数

★㍉期定巨木総数 未更新 ・更新 ・新規データ
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(Z)巨 木 の 内 訳

表3-2-4は 、都道府県別 の巨木本数(未 更 新デー タ ・更新デー タ ・新 規デー タ)で ある。全国で測

定 され、報告 された巨木の総数は64,479本 であ り、巨木 の存在が記録 された市町村数 は全国で2,882に

及んだ。 この間、市町村合併等 もあ り単純 には比較 できないが巨木が確認 された市 町村が62増 えたこと

になる。

※前回調査で巨木があると報告された市町村数2,819+今 回新たに巨木が確認された市町村数62=2,882

表3-2-5は 、樹林 ・並木 におけ る測定 本数(調 査票 の提 出され た巨木 の本数)以 外の林全体 の巨木

の実測及 び推定本数 を示 した。実測本数 約3,000本 、推定本数約21,000本 には、前回調査の推定本数約

68,000本 との重複 本数 も含 まれ ると想定 され 、 この点 を勘案 してわが 国の 巨木 の本数 は約132,000～

156,000本 程度 と推測 される。

X64,000十68,000=132,00064,000十3,000十21,000十68,000=156,000

「推 定本数」 の算 出にあた り、幅の あるデータ につ いては、中間値 にお きか え、 並列記入 につ いて は、

最初の数字 を選択 した。

例:「6～8本 」は7本 、「1,200～1,600本 」は1400本 、「2,3本」は2本 とする。

表3-2-4か ら、測定巨木本数のが3,000本 を超 える県 は、茨城県、東京都で、2,000本 を超 える県

は 、岩 手県 、栃 木県 、千葉県 、新潟 県、 長野県 、静 岡県 であ り、前 回同様 に関東地方 で測定数 の多 い傾

向は変わ らない。

表3-2-6は 、市町村別の測定巨木本数の上位100位 であるが、上位3位 はいずれも山間部の巨木

林の調査結果が報告 されたものである。 また新規データの本数で5位 に都市部の東京都世田谷区が位置

しているのは注 目される。なお、島根県大東町 ・茨城県常陸太田市などのように未更新データがあるも

のの追跡調査票の返送がな く、新規調査票が提出されている場合には未更新データと新規データの重複

があるものと推測されるので注意されたい。

表3-2-7に 、実測 された巨木 の樹種別 の本数 を前回調査 の上位50種(今 回 は48種 に相 当)に つ

いて集計 し、その結果 の比較を示す。

実測 され た巨木 の うち最 も多か ったのはスギで あ り(14,869本)、 次 いでケヤキ(9,452本)、 クス ノ

キ(5,926本)、 イチ ョウ(4,855本)、 スダ ジイ(4,830本)の 順で、前回 と順位 は変わ らなか った。以

下、 タブノキ、マツ、ムクノキ、モ ミ、エ ノキ、 ミズナ ラ等 の樹種があが っている。

いずれの樹種 も本数が増えて いるが、今回の調査 で特 に大幅に増 えたのは、スギ とスダジイである。

なお、唯一本数 が減 ったのはマツで、後 出の表3-2-32・34・36の 枯死 ・伐採 等で無 くな った巨木 の

本数 をみ るとマ ツは226本 もある。

全デー タ を樹種別 に整理 した ところ約550種 であった。 しか し、表3-2-7で もサ クラとエ ドヒガ

ン ・ヤ マザ クラ ・ソ メイ ヨシ ノが見 られ るよ うに、属 と種 が明確 に区分 されて いなか った り、地域固有

の呼 び名や 明 らかな間違 い等 も含 まれて いた。

図3-2-1・2に 、実測 された巨木64,479本 の幹周別 の本数 を示す。 図3-2-1は 幹周10mま で

の巨木63,645本 で20cm区 分 のグ ラフであ る。 図3-2-2は 幹周10m以 上の巨木464本 で50cm

区分 のグ ラフで ある。
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表3-2-5林 内の巨木本数

(単位:)

都道府県名

ヒき道

宣 県

手県
由 県

火 県

多県

県

茨 県

県

馬県

埼玉県

泉

県

剰1県
,県

會 県

川県

県

県

県

岐 県

県

知県
=重 県

滋賀県
京 ・

大 府

兵 県
_県

山凛

鳥 県

艮県

山県

広 県

山ロ県

県

川県

媛県

高知県
幽岡県

賀県

崎県
熊 県

大分県
由崎県

鹿児 県
県

ム 巷

`定 触

★

878

693

2,122

991

1,565

1,265

803

3,274

2,288

1,401

1,586

2,662

3,799

780

2,624

859

1,827

1,381

1,167

2,256

1,673

2,354

1,136

1,218

1,440

879

602

1,459

1,625

1,198

941

1,526

476

1,167

833

1,218

554

750

721

1,454

855

1,040

1,452

1,302

1,111

949

325

64,479

林(並 木)内 の巨木本数勲

:ｮ1

70

19

68

66

20

43

48

220

71

74

33

102

37

49

139

102

132

0

107

174

31

96

324

21

70

182

31

46

216

14

31

39

39

24

14

2

0

3

87

68

22

46

16

24

3

22

3

3,048

2,213

33

159

5

15

343

305

17

13,138

110

22

121

56

0

100

125

0

20

48

410

5

142

32

1,330

10

146

40

49

1,138

11

21

142

73

5

12

39

10

58

50

89

13

390

52

89

5

0

10

21,201

ノ、暑

2,283

52

227

71

35

386

353

237

13,209

184

55

223

93

49

239

227

132

20

155

584

36

238

356

1,351

80

328

71

95

1,354

25

52

181

112

29

26

41

10

61

137

157

35

436

68

113

8

22

13

24,249

ム 嚢

3,161

745

2,349

1,062

1,600

1,651

1,156

3,511

15,497

1,585

1,641

2,885

3,892

829

2,863

1,086

1,959

1,401

1,322

2,840

1,709

2,592

1,492

2,569

1,520

1,207

673

1,554

2,979

1,223

993

1,707

588

1,196

859

1,259

564

811

858

1,611

890

1,476

1,520

1,415

1,119

971

338

88,728

☆測定巨木総数:未 更新 ・更新 ・新規データの合計

勅林(並 木)内 の巨木本数:測 定巨木総数以外に本数を調査したもの
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表3-2-6市 区町村別 巨木本数

(単位:本)

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

14

16

17

18

19

19

19

22

23

24

25

26

27

27

29

29

31

31

33

34

35

36

37

38

38

40

40

42

42

42

45

46

47

47

49

50

50

50

都道府県名

東京都

東京都

秋田県

熊本県

栃木県

静岡県

千葉県

石川県

茨城県

島根県

東京都

福岡県

静岡県

栃木県

奈良県

新潟県

京都府

石川県

秋田県

茨城県

千葉県

茨城県

京都府

千葉県

東京都

岩手県

茨城県

長野県

栃木県

東京都

東京都

長崎県

茨城県

静岡県

徳島県

滋賀県

長崎県

山形県

石川県

奈良県

大分県

北海道

岩手県

福井県

岩手県

長野県

福井県

福井県

島根県

青森県

岩手県

新潟県

市町村名

西多摩郡奥多摩町

三宅支庁御蔵島村

仙北郡角館町

熊本市

日光市

静岡市

八日市場市

金沢市

水戸市

大原郡大東町

世田谷区

福岡市

富士宮市

鹿沼市

宇陀郡大宇陀町

糸角川市

舞鶴市

加賀市

能代市

常陸太田市 ・

市川市

久慈郡里美村

京都市

市原市

文京区

盛岡市

鹿島市

佐久市

宇都宮市

港区

三宅支庁三宅村

長崎市

つ くば市

三島市

徳島市

犬上郡多賀町

佐世保市

山形市

小松市

吉野郡川上村

日田市

札幌市

陸前高田市

大野市

二戸市

長野市

福井市

鯖江市

松江市

弘前市

遠野市

南角沼郡六日町

未更新データ

141

327

78

225

121

196

196

192

173

69

151

151

2

136

134

133

130

120

118

117

更新データ

35

4

31

9

323

21

275

12

158

200

64

67

26

11

105

157

112

155

147

149

11

125

142

139

138

132

46

123

123

120

73

115

119

117

117

新規データ

856

645

413

198

211

9

101

208

45

127

104

102

145

157

57

44

136

22

1

84

3

49

6

1

総計

891

649

444

348

327

323

310

284

225

222

220

203

200

196

196

192

191

173

171

171

171

168

162

157

156

155

151

151

149

149

147

147

142

139

138

136

134

133

133

130

130

123

123

123

122

121

120

120

118

117

117

117
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順位

50

54

55

56

56

56

59

59

59

62

63

64

65

65

67

67

67

67

71

71

71

74

74

74

77

77

77

80

80

82

82

84

84

86

86

86

86

90

91

91

91

91

95

96

96

96

96

96

都道府県名

佐賀県

奈良県

福島県

群馬県

東京都

奈良県

富山県

徳島県

熊本県

静岡県

茨城県

鳥取県

奈良県

大分県

宮城県

山形県

新潟県

島根県

岩手県

茨城県

長野県

栃木県

福井県

宮崎県

長野県

岐阜県

奈良県

神奈川県

静岡県

秋田県

大分県

栃木県

石川県

千葉県

石川県

福井県

和歌山県

東京都

群馬県

新潟県

山梨県

徳島県

岐阜県

山形県

和歌山県

徳島県

大分県

鹿児島県

市町村名

佐賀市

宇陀郡室生村

会津若松市

桐生市

新宿区

桜井市

西礪波郡福光町

那賀郡木沢村

上益城郡矢部町

沼津市

東茨城郡茨城町

八頭郡八東町

吉野郡吉野町

玖珠郡玖珠町

白石市

最上郡金山町

東頸城郡松之山町

能義郡広瀬町

花巻市

鹿島郡旭村

更埴市

塩谷郡栗山村

三方郡美浜町

西都市

小諸市

大野郡白川村

御所市

小田原市

清水市

秋田市

大分市

那須郡馬頭町

珠洲市

千葉市

松任市

今立郡池田町

東牟婁郡那智勝浦町

大島支庁利島村

吾妻郡吾妻町

東頸城郡浦川原村

大月市

美馬郡一宇村

益田郡萩原町

酒田市

有田郡清水町

阿南市

玖珠郡九重町

熊毛郡屋久町

恰計

未更新データ 更新データ 新規データ

117

116

58

13

106

105

105

103

101

100

100

33

107

106

29

46

56

32

87

12

92

98

98

97

97

59

95

94

30

96

6

90

92

85

41

93

93j

18

82

49

94

1

75

55

44

68

12

87

7

1

67

38

90

5

2

8

52

91

74

　

631 28

91

3 88

引 31 82

ggl

89

891

2} 85 2

8gl
　

5,025i
　

5,1911 4,835

総計
117

116

115

107

107

107

106

106

106

105

104

103

101

101

100

100

100

100

99

99

99

98

98

98

97

97

97

96

96

95

95

94

94

93

93

93

93

92

91

91

91

91

90

89

89

89

89

89

15,051

*未 更新データ:前 回データ(1998年 調 査)の ままの もの

更新データ:前 回データを今回の調査結果 により更新したもの

新規データ:今 回の調査で新たに確認されたもの
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表3-2-7全 国の樹種別巨木総数

(単位:本)

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

樹種

スキ'

ケヤキ

クスノキ

イチョウ

スダ シ○イ シイノキ

タフ.ノキ,イヌク'ス

クロマツ,アカマツ

ムクノキ

モミ

エノキ

ミズナラ

カヤ

ヒノキ

トチノキ

カツラ

ブナ

イチイカ'シ

シラカシ

エド ヒカ○ン,アス●マヒカ'ン

アカがシ

ツカ',ト が

ハルニレ,ニレ

ア功

ツプラジイ

サワラ

ヤマザ クラ

サクラ

イヌマキ

ボルトノキ,モカ'シ

イチイ

クリ

ウラシ○ロカ.シ

如 力'ネモチ

カシ

シタ'レ サ・クラ

功ヤマキ

ソメイヨシノ

イプ キ,ヒ.ヤクシン

ヤマモモ

センダ ン

サィカチ

コナラ,ハハソ

が シσユマル

ハリギ リ,センノキ

アラカシ

カシワ

テ'イゴ

アペ マキ

その他の樹種(不 明含む)

合計

今回の本数

(2000年)

14,869

9,452

5,926

4,855

4,830

2,124

1,677

1,641

1,605

1,371

1,259

971

786

783

712

688

434

413

363

332

322

312

287

284

268

264

245

240

220

217

210

209

199

180

171

167

164

178

158

154

152

148

144

137

133

118

101

94

3,912

64,479

前回の本数

(1988年)

13,681

8,538

5,160

4,318

3,530

1,907

1,729

1,465

1,364

1,221

665

854

681

647

508

504

420

363

323

296

236

292

239

268

240

198

190

214

204

190

163

187

182

139

98

140

98

166

140

138

130

127

140

120

132

107

100

82

3,024

55,798

前回との増減

1,188

914

766

537

1.300

217

一52

176

241

150

594

117

105

136

204

184

14

50

40

36

86

20

48

16

28

66

55

26

16

27

47

22

17

41

73

27

66

12

18

16

22

21

4

17

1

11

1

12

888

*前 回調査報告書の表一3と の比較表だが、 「クロマツ ・アカマツ」、

イノキ」を比較のために1種 としたため、50種 が48種 とな っている。

rス ダ ジ イ ・シ
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図3-2-1幹 周(10m未 満)別 の本数[63,645本]
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図3-2-2幹 周(10m以 上)別 の本数[464本]
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(3)巨 木 の 大 き さ

実測 され た巨木 の幹周 か ら算出 した胸 高直 径(本 調査 では地上1.3mの 高 さで の直径 をい い、株立 ちで

幹 が複数 の もの は主幹 の胸高直 径 をい う。更新デ ー タ ・新規 データ)と 、樹高 の集 計結果(新 規 デー タ)

を表3-2-8・9に 示 す。 なお、「単木 ・樹林 ・並木 」の区分の記入 のなか った巨木 が更新 デー タで4

本、新規 データで10本 あ り、 これ らは下表 には含 まれて いない。

幹周が実測 され た巨木 の うち、今 回報告があった巨木本数は、37,249本 で あった。そ の内訳 をみる と、

胸高直径1～2mの ものは約29,000本 で78%で あった。次いで1m以 下の ものが約6,000本(15%)、

2～4.9mの ものが約2,500本(6.7%)と なってお り、5m以 上のものは32本(0.1%)で あった。

表3-2-8巨 木の胸高直径

胸高直径(m)

cm

x-0 .9

1～t9

2×2.9

3-V3.9

4-v4.9

5m以 上

OX313

(314627)

628-941

942-1255

1256-1569

(1570以 上)

ロ竺

A

更 データ

%

1,574

10,920

879

142

39

12

8

13,574

11.6%

80.4%

6.5%

1.0%

0.3%

0.1

0.1

100.0%

1,429

9,120

546

71

10

7

16

11,199

0

12.8%

81.4%

4.9%

0.6%

0.1

0.1

0.1

100.0%

並

%

124

742

40

3

5

914

13.6%

81.2%

4.4%

0.3%

0.0%

0.0%

0.5%

100.0%

ム 毒

3,127

20,782

1,465

216

49

19

29

25,687

%

12.2%

80.9%

5.7%

0.8%

0.2%

0.1

0.1%

100.0%

胸高直径(m)

cm

一vO.9

1～1.9

22.9

3.3.9

4-x-4.9

5m以 上

0-x-313

(314.627)

(628-941)

942-1255

1256-1569

1570以 上

無 ・答
ム …

新規データ

単

%

1,442

4,123

291

51

12

11

7

5,937

24.3%

69.4%

4.9%

0.9%

0.2%

0.2%

0.1

100.0%

林
%

1,115

3,853

372

28

4

2

6

5,380

20.7%

71.6%

6.9%

0.5%

0.1

o.oRio

0.1

100.0%

並

%

57

176

10

1

1

245

23.3%

71.8%

4.1

0.4%

0.0%

0.0%

0.4%

100.0%

ム 言

%

2,614

8,152

673

80

16

13

14

11,562

22.6%

70.5%

5.8%

0.7%

0.1%

0.1%

0.1

100.0%

胸高直径(m)

cm

～0 .9

1～1.9

2-2.9

3-v3.9

4-x-4.9

5m以 上

0-x-313

314.627

(628-941)

(942-1255)

1256-1569

1570以 上

無回答
ム 巷

・ 規 デ ー タ ★

単

%

3,016

15,043

1,170

193

51

23

15

19,511

15.5%

77.1

6.0%

1.0%

0.3%

0.1

0.1

100.0%

林

%

2,544

12,973

918

99

14

9

22

16,579

15.3%

78.2%

5.5%

o.svia

0.1%

0.1

0.1

100.0%

並

%

181

918

50

4

0

0

6

1,159

15.6%

79.2%

4.3%

0.3%

0.0%

0.0%

0,5%

100.0%

ム計

5,741

28,934

2,138

296

65

32

43

37,249

%

15.4%

77.7%

5.7%

0.8%

o.2Rio

0.1

0.1

100.0%

★ 「単木 ・樹林 ・並木」の区分の記入のなかったものは含まれていな い:更 新データ4本 、新規データ10本
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また、樹高について今 回報告 があった巨木 本数 は、10,706本 で あ り、20～29mの ものが4,749本 と

最 も多 く全体 の41%を 占めている。次いで10～19mの ものが3,519本 、30～39mが1,608本 の順であ

る。樹高が40mを 越す ものは346本 あ り、全体の3.2%程 度で ある。なお、報告 のあった樹高デー タの

うち、約2割(2,174本)は 実際に測定 され たデータであ るが 、残 り約8割(8,575本)に ついては推定

によるデータである(付 表 一1)。

表3-2-9巨 木の樹高(新 規データ)

高(m)

10m以

10-19

20-29

30-39

40-49

50m以 上

無 ・葱

合 碁

亀木

%

359

2,171

2,357

671

105

23

251

5,937

6.0%

36.6%

39.7%

11.3%

1.8%

0.4%

4.2%

100.0%

94

1,286

2,307

885

171

32

605

5,380

%

1.7%

23.9%

42.9%

16.4%

3.2%

0.6%

11.2%

100.0%

並木

%

27

58

83

52

14

1

10

245

11.0%

23.7%

33.9%

21.2%

5.7%

0.4%

4.1

100.0%

無 ・葱

%

2

4

2

0

2

0

0

10

20.0%

40.0%

20.0%

0.0%

20.0%

0.0%

0.0%

100.0%

合 曇

%

482

3,519

4,749

1,608

292

56

866

11,572

4.2%

30.4%

41.0%

13.9%

2.5%

0.5%

7.5%

100.0%

一方、調査の対 象 となった巨木(新 規データ)の 推定樹齢 を表3-2-10に 示 した。

表か ら明 らか なよ うに、巨木 推定樹齢 と しとしては300年 以上 と推定 されているものが19%と 最 も多

く、次いで、200～299年 の ものが多 い。 しか しなが ら、不 明あるいは無回答 の ものも25%程 度 あ り、

巨木 の樹齢を把握す ることが困難 であ ることがうかがわ れる。

樹種別 に推定樹齢 の分布 をみる と、 イチイ、カヤ、ス ギ、 ヒノキ は推定樹齢300年 以 上の ものが3割

以上 を占めてお り、他 の樹種 に比べて特徴 的であ るが 、前 回 と比較 する と全体 的 に推 定樹齢 の若 い割合

が増 えている(付 表一2)。

表3-2-10巨 木の推定樹齢

定

伝

無回答

a.99年 以 下

b.100-199

c。200-299年

d,300年 以 上

e.、

△ 言

一一 タ

件 %

8,132

155

1,069

1,707

2,231

2,923

415

3,025

11,572

70.3%

1.3%

9.2%

14.8%

19.3%

25.3%

3.6%

26.1

100.0%

前 ・ 一"一 タ

%

88.4%

1.1%

11.4%

18.8%

35.0%

22.1

11.6%

100.0%

★前回は推定以外の伝承を集計していない
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表3-2-11に は調査の対象となった巨木(更 新データ ・新規データ)の 所有者を示した

巨木 の所有者で最も多かったのが寺社で、全体の57%を 占めてお り、この割合は前回とほぼ同じであ

る。ただし、更新データは63%で 、新規データの44%に 対 して1.5倍 と大きく違う。一方個人は更新デ

ータは18%だ が、新規データでは、24%と 逆に多い。新規データの寺社の割合が減ったのは、前回調べ

やすい社寺 には 目配 りが十分になされ、今回はむ しろ前回調査で目の届きにくか った個人所有のものに

まで調査が及んだためと考えられる。

前回は、官公有の巨木は国、都道府県、市町村及びその他をあわせて全体の16%だ が、今回は20%で

ある。ただし、新規データだけみると、約30%に なる。

寺社の所有が多い ことは、後述の巨木の周囲の状況において社叢林が3割 近いこととも一致してお り・

巨木の生育する環境 として社叢林のように保護された林の存在が重要であることがうかがわれる。

新規データ11,572本 について樹種別に所有者の割合をみると、ほとんどの樹種で寺社あるいは個人所

有が大半を占めている傾向は、前回と変わらない。特にイチョウ、カシ、スギ、ヒノキは寺社が約7割 、

ミズナ ラとブナについては、国、都道府県の官公有のものが8割 以上を占めている点が特徴的である(付

表一3)。

表3-2-11巨 木の所有者

区分

国

都 道 ・県

市町村

その 公

社寺

個人

法人

不明

無回答
△ 言

更新データ

件 %

1,369

529

1.,351

952

16,167

4,544

318

333

181

25,691

5.3%

2.1

5.3%

3.7%

62.9%

17.7%

1.2%

1.3%

o.7era

新規データ

件 %

801

900

1,121

475

5,095

2,791

305

379

55

11,572

6.9%

7.8%

9.7%

4.1

44.0%

24.1

2.6%

3.3%

0.5%

総計

件 %

2,170

1,429

2,472

1,427

21,262

7,335

623

712

236

37,263

5.8%

3.8%

6.6%

3.8%

57.1

19.7%

1.7%

1.9%

0.6%

前回データ

%

5.1%

1.4%

4.9%

4.4%

57.5%

17.9%

壌.2%

1.7%

6.2%

★重複回答

(註)代 表的な24種 とその他 の樹種

集計 ・解析 の便宜 上、樹種 を次の25種 に集約区分 した。

ア コウ、イ チイ 、イチ ョウ、 エノキ、カ シ、 カツ ラ、カヤ、 クス ノキ 、ケヤ キ、サ クラ、サ ワラ、

シイ 、 スギ、 タブ ノキ 、ツガ 、 トチ ノキ 、ニ レ、 ヒノキ、 ブナ、ホル トノキ 、マツ、 ミズナ ラ、ム

ク ノキ、モ ミ、そ の他

例 え ば、次 の樹種名は、複数 の樹種 を集約 したものである。

・カ シ:ア カガシ、アラカ シ、イチイ ガシ、ウラジロカシ、シラカ シ等

・サ クラ:イ ヌザ クラ、エ ドヒガン、オオシマザ クラ、シダ レザ クラ、ソメイ ヨシノ、ヤマザ クラ等

・シイ:コ ジイ、スダジイ 、ツブラジイ等

・スギ:キ タヤマスギ、コウヨウザ ン、ヌマスギ、ラクウシ ョウ等

・マツ:ア カマッ、カ ラマツ、クロマ ツ、 ヒマ ラヤスギ、 ヒメコマツ、 リュウキ ュウマツ等
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(4)幹 周300cm以 下 の 巨 樹 の 仲 間

今 回の調査では、樹齢 を重ねて も幹周300cm以 上に育 たない、あるいは育ち に くい樹 種 も 「巨樹の仲

間」 として調査票 の提出 を求めた。

前 回のデー タをみた ところ、未更新データ、更新デー タに幹周(株 立ちの場合は主 幹の最大値)300cm

以下 のものがそ れぞれ146本 、234本 の計380本 、156種 があった。なお、新規 データでは、 この 「巨

樹 の仲間」の定義 を誤解 されたのか、幹周300cm以 下のクスノキ43本 やケヤキ23本 な ども含めて計523

本 の調査票が提出された。

これ らの未更新デー タ ・更新 データ ・新規デ ータの うち、計測マニ ュアル に挙 げた 「巨樹の仲間」 に該

当 したものは、幹周1m以 上を対象 と したものが12種30本 、幹周2m以 上を対象 とした ものが41種141

本 であった(表3-2-12・13)。 該当す る本数 とそ の幹周 の最大値 を整 理 した。なお 、 これ らの樹種

で幹周300cm以 上の巨木 の有無 を見 たところ、無 しが16種 で、有 りが37種 であった。

計測マニュアル に記載 した樹種以外 のもので、幹周300cm以 上の巨木が ない ものは、18種29本 であ

った(表3-2-14)。 すべて、新規 データであ った。

・表3-2-12幹 周3m以 下の 巨樹の仲間(対 象:幹 周1m以 上)

科

クスノキ科

クスノキ科

マメ科

ミカン科

ミカン科

ミカン科

ミカン科

ミカン科

ミカン科

ツゲ科

ツツジ科

ツツジ ξ

合碁

種名

ニッケイ

ヤブニツケイ

ネムノキ

カラスザンショウ

キハダ

ニッポンタチバナ

ヒロバ ノキハダ

ミカ ン

ユズ

ツゲ

アセビ

'
・ジ キ

幹周の最大値

(cm)
421

390

126

308

650

95

157

110

140

292

180

92

周3m以

()
5

3

2

2

0

1

1

2

2

7

3

2

30

幹周3m以 上

()
6

2

0

1

12

0

0

0

0

1

0

0

22

備考

ミカン科のすべて

n

u

n

//

n

ツツジ科で直立幹を

もつもの

u
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表3-2-13幹 周3m以 下の巨樹の仲間(対 象:幹 周2m以 上)

科

マ ツ 暑

マ ツ ξ

ヒノ

ヒノキ ξ

ヤナギ ξ

バノ

ブナ孝ξ

モ クレン2
いバ

ツバキ ξ

ツバキ 含

ツバ

ツバキ ξ

ツバキ ξ
いバ

バラ科

バ ー ξ

バ ラ ξ

バ 幽 ξ

バ ー 魯

バ ラ ξ

バ ラ ξ

バ ー 書

バ ラ ξ

バ ラ 書

ダ
ニガキ ξ

ウル シ ξ

シ ノ

シナノ

ミソハギ2

ミズキ2

ミズキ ξ

カキノキ 斗

カキノキ 魯

エゴノキ ξ

エゴノキ2

エゴノキ ξ

エ ゴノキ ξ

モクセイ ξ

スイカズラ2

Aξ …

種名

カラマツ

ゴヨウマツ

ズミサシ

ヒムロ

オオバヤナギ

シラカンバ

ウバメガシ

シキミ

カ

サザンカ

ツバキ

モ"コ ク

ヤエツバキ

ヤブツバキ

マツバ

アンズ

ヌザクー

ウメ

ウワミズザクラ

オオ シマ"ク ラ

オクチョウジザクラ

カスミザクラ

サ ザク ー

バクチノキ

リンボク

ユズリハ

ニワウルシ

ハゼノ

ヘラノ

ボダイジュ

サルスベリ

クマノミズキ

ミズキ

カキ

シ ノガキ

アサガラ

エゴノキ

オオバアサガラ

バクウンボク

アオダモ

サンゴジュ

周の 大値

cm

600

460

450

310

430

305

800

170

340

433

300

400

140

340

160

350

800

560

430

730

200

508

860

520

157

169

380

520

430

740

330

353

330

447

230

312

480

431

312

300

130

3m髭

5

4

0

2

1

0

5

2

4

2

13

12

1

9

3

1

6

5

3

7

1

4

4

3

1

2

2

2

0

8

7

2

2

15

1

0

0

0

0

0

2

141

周3m以 上

52

3

2

2

4

1

15

0

1

1

1

6

0

4

0

1

14

8

5

25

0

5

5

5

0

0

3

15

2

11

2

1

3

15

0

1

11

1

1

1

0

227

備考

ツバキ このすべて

1/

!/

11

ii

/!

u

エ ドヒガン系のサク

ラを除くサクラ属の

すべて

ii

11

11

n

ii

//

11

//

n

カキノキ科のすべて

11

エゴノキ 斗のすべて

n

//

u

26



表3-2-14幹 周3m以 下 だけの樹種(新 規デ ータ)

樹種名

イヌツゲ

オUlギ

り沢ツツジ

如キ

コ'ムノキ

コルクガ シ

サツキ

サラサ砂 レン

シクナゲ

シャシャンポ

ハチジ ョウクワ

ハンノキ

勅キネズ

ムロナシ

ヤマトアオダ モ

ヤマフゾ

リュウキュウハゼ

ワヒ.ヤクタ◎ン

△ 言

最 も大きい 周

(cm)

245

250

135

130

200

230

190

162

183

115

260

260

75

215

257

138

212

125

数

(本)

2

1

2

1

2

1

1

2

5

帽

3

1

1

1

1

2

1

1

29

★未更新 ・更新データには該当がなかった
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Z.2生 態 的 項 目

(1)巨 木 の 周 囲 の 状 況

巨木 につ いて、周 囲の状況 の集計結果(新 規 データ)を 表3-2-15に 示す。

巨木 の周 囲は、樹林 が7,337件(63%)と 前回(62%)同 様 に最 も多 く、次 いで道 路1,574件(14%)、

建 物群1,400件(12%)の 順で ある。樹林 の内訳 をみる と、社叢等 の小面積 のものが3β73件(29%)、

山林等大面積 の樹林 に位 置す る巨木は3,249件(28%)と ほぼ同 じである。 前回調査では社叢等が44%

と多 く、山林等 は半分 以下の16%の 割合で あった。 これ は、前 回調査 では比較的人 目につ きやす い社 叢

等 の巨木が多 く抽 出され、今回 は山間部 にも広 く調査が及んだ結果 と考 えられる。

表3-2-15巨 木周囲の状況

区分

樹林 小計

樹林(山 林等)

樹林(社 叢等)

樹林

公園

耕地

建物群

道路

水面

その他

無回答

合計

新規データ

件 %

7,337

3,249

3,373

715

421

865

1,400

1,574

130

1,139

1,114

11,572

63.4%

28.1

29.1

6.2%

3.6%

7.5%

12.1%

13.6%

1.1%

9.8%

9.6%

前回データ

%

62.1

16.3%

44.1

1.7%

5.0%

13.7%

21.8%

18.9%

2.2%

14.8%

6.8%

★重複回答
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表3-2-16に 巨木 について、根元(林 床)の 状況 の集計結果(新 規 データ)を 示す。

根元(林 床)の 状況 は、稚樹 ・低木等 が3,555件(31%)と 最 も多 く、次 いで、裸地が3,455件(30%)

草地等が3,313件(29%)の 順であ り、舗装は759件(6.6%)で ある。

前回 と比べ る と、裸地、草地等が減 り、稚樹 ・低木等 が増 えてい る。 これは、前 回調査 に比べ、山間部

の林内の巨木 の割合が増えた ことによる ものと推測 され る。

表3-2-16巨 木根 元の状況

区分

裸地

草地 ・地被類

稚樹 ・その他低木生育

ササその他やぶ

舗装 小計

舗装 砂利 ・砕石

舗 装 アスファルト・]ン列 一ト

舗装 その他

その他

無回答

合計

規データ

件 %

3,455

3,313

3,555

1,367

759

228

403

58

272

1,505

11,572

29.9%

28.6%

30.7%

11.8%

6.6%

2.0%

3.5%

0.5%

2.4%

13.0%

前回データ

%

45.7%

35.4%

24.1

16.0%

8.8%

2.1

3.4%

4.7%

0。8%

7.3%

★重複回答
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(Z)巨 木 の 生 態 的 状 況

巨樹 ・巨木林 における鳥類あるいは獣類の生息状況の集計結果(新 規データ)を 表3-2-17・18に 示

す。なお、セミ ・ハチ等の昆虫は獣類に含めた。

鳥類及び獣類の生息状況について生息が有 りと報告 されているのは、鳥類で8.5%、 獣類で4.1%と 少

ない。ただ し、前回はどちらも約3%と 少なかった。鳥類や獣類のように移動能力の大きな生物の生息に

関 しては今回のような1回 だけの調査ではなかなか生息状況を把握するまでには到 らず、経年的な調査

が必要であろう。

表3-2-17特 記すべき鳥類の生息状況 表3-2-18特 記すべき獣類の生息状況

区分

無 し

有 り

・明

無回答

合 計

新規データ

件 %

6,472

988

1,422

2,690

11,572

55.9%

8.5%

12.3%

23.2%

100.0%

前回データ

%

73.9%

3.0%

18.7%

4.4%

100.0%

区分

無し

有り

不明

無回答

合 計

新規データ

件 %

7,120

469

1,233

2,750

11,572

61.5%

4.1

10.7%

23.8%

100.0%

前回データ

%

70.1

2.7%

19.2%

7.9%

100.0%

表3-2-19に 巨樹 ・巨木林における着生植物等 の有無の集計結果(新 規データ)を 示す。着生植物

等があると報告 された巨木は、全体の34%と 、動物 に比べて高い割合を示 している。巨木 のように年数

を経てくるとツタやヤ ドリギのような着生植物 も多 くなることと、動物の生息状況に比べて着生植物等

の生息状況は把握 し易いことも理由の一つ と思われる。前回は45%と 多かったが、推定樹齢を比較する

と、今回は前回よりも樹齢の高いものが少なくなっていることもその一因であろう。

表3-2-19着 生植物等の有無

区分

無 し

有 り

無回答

合 計

新規データ

件 %

5,571

3,876

2,125

11,572

48.1

33.5%

18.4%

100.0%

前回データ

%

47.7%

44.8%

7.5%

100.0%

鳥類 の生息 に関 して代表 的な24種 の樹種別 の特徴 はあま り明瞭ではなかったが、 シイで41%、 ホル ト

ノキで39%が 生息 有 りと高 い割合 を示 した(付 表一4)。 前者は、御蔵島 のオオ ミズナギ ドリ、後者は小

笠原 の母島が ほ とん どを占めてお り、地域 の特性 と解釈すべきで ある。

獣 類 の生 息 に関 して樹種別 の特徴 は明瞭 ではなか ったが、カ ツラで20%が 生息有 りと最 も高い値であ

る(付 表一5)。

着 生植物 の有 無 につ いて、着 生植 物等 がな い割合 が高か った(60%以 上)も のは、前 回 同様イ チイ、

イチ ョウ、サ ワラ、マ ツで、 さ らにカヤ、スギ、ニ レ、 ヒノキが加わった(付 表一6)。

巨樹 ・巨木 林 に生息 してい る鳥類 あるいは獣類 について特 に種類 名が記入 して あったの は、鳥類917

件、獣 類320件 であ った。鳥 類及び獣類 の名前は重複 回答 であ り、個 々の種類 名 を抽 出す る と、鳥類 で

記入 が多か ったのは、 オオミズナギ ドリ(643件)、 フクロウ(76)、 アカゲ ラ(49)、 カ ラス(36)、 ク
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マ タカ(30)、 キ ッッキ(20)、 スズメ(14)、 メジロ(10)、 キ ジバ ト(10)、 ム ク ドリ(10)、 ウ グイス

(10)等 であった。

一方 、獣類で多か ったのは、 リス(エ ゾリス)(67件)、 ヘ ビ(65件)、 クマ(ヒ グマ)(61件)、 シカ

(エゾシカ)(61件)、 カモ シカ(40件)、 ムササ ビ(21件)、 タヌキ(10件)、 イ ノシシ(9件)、 キツ

ネ(7件)、 モモ ンガ(7件)等 で あった。
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(3)巨 木 の 健 全 性

単木及び樹林 ・並木 の欠損 の状況 と欠損の要 因の集計結果(新 規 データ)を 表3-2-20・21に 示す。

まず単木 につ いてみ る と、欠損 のない巨木3,100本(46%)に 対 し、欠損 のある巨木 は2,878本(43%)

で 欠損 のな い巨木 の方 がわずか に多い。前 回は、欠損 のな い巨木 の方が約2.3倍 もあったが、今回 はか

な り欠損 が多 い といえる。欠損 の内訳 をみる と、小枝枯損が1,034件 と最 も多 く、次いで大枝枯損が695

件 、空洞有 りが597件 の順 であ り、 この順 は前回 と変わ らない。欠損 の原 因は、不明が726件 と最 も多

く、次いで舅定等 による人為 的な原 因も412件 と多か った。大風 による もの438件 、病虫害.124件 、落

雷91件 、積雪88件 、そ の他 の自然災害 が290件 となっている。前回 と割合 を比べる と、大風が16%か

ら20%と 増えている。

次 に樹林 ・並木 についてみる と、欠損 のない林木2,538件 に対 し、欠損のあ る林木は3,422件 で、全体

の半数 に欠損が あ るこ とになる。前回 は、欠損の ある林木 は全体 の15%だ ったので、そ の割合 は3倍 に

なった。林木 の欠損の内訳 をみ る と、小枝枯損が1,299件 と最 も多 く、次 いで 空洞有 りが901件 、大枝

枯 損が796件 の順 であ り、空洞 の割合は単木の1.5倍 に当たる。欠損の原 因は、不明が716件 と最 も多

く、次 いでその他 の自然災害が378件 、大風 による もの307件 である。積雪113件 、勢定等 による人為

的な原 因99件 、病虫害47件 、落雷46件 とな ってお り、単木 と比べる と、そ の他 の 自然災害が約1.6倍 、

人為 的な原 因は1/3以 下であ る。 なお、林木 の欠損 についての調査 項 目は単木 と同じに した ため、前回

と異な って いる。

欠損 の原 因につ いて、前 回は単木、樹林 ・並木 ともその内訳 の構成割 合が良 く似 ていたが、今 回は樹林 ・

並木 で 人為的 な原 因の割合が 、極 端に少 な く、 これ は今回調査が あ ま り人 手 の入 らな い山間部 に及ん だ

ことが 関係 あると考 え られ る。

表3-2-20巨 木の欠損度

分

無 し

り

大
ノ、

頭頂音 折れ
立 折れ

内 ・回あ り

異凸なこぶあり
佃i口 竺

ム 曇

単木

規データ

件 %

3,100

2,878

695

1,034

298

107

597

147

766

6,744

46.0%

42.7%

10.3%

15.3%

4.4%

1.6%

8.9%

2.2%

11.4%

前回データ

%

49.7%

21.7%

17.4%

21.2%

6.8%

1.7%

10.6%

3.7%

18.0%

・並 ★★

規データ

件 %

2,538

3,422

796

1,299

162

96

901

168

722

6,682

38.0%

51.2%

11.9%

19.4%

2.4%

1.4%

13.5%

2.5%

10.8%

ム 量

規データ

牛 %

5,638

6,300

1,491

2,333

460

203

1,498

315

1,488

13,426

42.0%

46.9%

11.1%

17.4%

3.4%

1.5%

11.2%

2.3%

11.1%

★ 「有り」の内訳は重複回答

畑 樹林・並木の前回データは調査項目が異なるため掲載 していない
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表3-2-21巨 木 の欠損の要 因

区分

落爾

積雪

病虫害

その他 自然5``害

人為(曵 定等)
、

△ 言

単

新規データ
件 %

438

91

88

124

290

412

726

2,169

20.2%

4.2%

4.1

5.7%

13.4%

19.0%

33.5%

100.0%

前回データ

%

15.5%

4.4%

4.1

4.5%

19.9%

16.5%

35.1

100.0%

樹林 ・並木

新規データ

件 %

307

46

113

47

378

99

716

1,706

18.0%

2.7%

6.6%

2.8%

22.2%

5.8%

42.0%

100.0%

前回データ

%

18.3%

5.8%

6.0%

7.5%

25.1

10.0%

27.2%

100.0%

☆重複回答

健全度(未 更新データ ・更新デー タ ・新規データ)の 集計結果 を表3-2-22に 示 す。

健全度(合 計)は 良が48,050件 、不 良が13,072件 であ り、今 回報告 のあった巨木 の75%は 健全度が

良 とされているが、不良 のものは20%で あ る。前回 は、 良が75%、 不 良が17%だ った ので 、や や不良

が増えた。 これは、更新データで不 良が25%、 新規データで19%と 多 くなったためである。

健全度 が不 良の場合 の内訳 を更新 デ ータでみる と、一部枯損 が4,868件(19%)と 他の項 目に比べて

圧 倒的 に多 く、枯死寸前 と報告 され ている ものは913件(3.6%)、 病 虫害有 りと報告 されて いるものは

116件(0.5%)で あった。新規デ ータで は、一部枯損が1,559件(14%)で 、枯死寸前 と報告 されてい

る ものは142件(1.2%)、 病虫害有 りと報告 されているものは57件(0.5%)で あった。

表3-2-22巨 木の健全度

枯死 ・

一 。枯

虫害

その

明
ム 碁

20,509

4,644

324

3,888

145

25

262

2,176

27,216

データ

%

75.4%

17.1%

1.2%

14.3%

0.5%

0.1%

1.0%

8.0%

100.0%

更 データ

%

19,002

6,290

913

4,868

116

28

365

423

25,691

74.0%

24.5%

3.6%

18.9%

0.5%

0.1%

1.4%

1.6%

100.0%

規データ

%

8,539

2,138

142

1,559

57

14

366

936

11,572

73.8%

18.5%

1.2%

13.5%

0.5%

0.1%

3.2%

8.1%

100.0%

ム 曇

%

48,050

13,072

1,379

10,315

318

67

993

3,535

64,479

74.5%

20.3%

2.1%

16.0%

0.5%

0.1%

1.5%

5.5%

100.0%

1・ デ ー タ

%

75.2%

17.0%

1.2%

14.3%

0.5%

0.1%

1.0%

8.0%

100.0%

*「 不良」の内訳は重複回答

また、健全度 を樹種別 に見 る と、サ ク ラでは前回同様に特 に健全度不 良の割合が高 く、更新データで52%、

新規 デー タで32%、 未更新 データ との合計では44%と 著 しく高い割合 を示 している。次 いで、合計 では

前 回同様 にイチイ、カ シ、カツ ラ、 シイ 、タ ブ ノキ、ニ レ、ミズナ ラ、ム クノキ等 で も健全度が不 良の

割合 が20%以 上 にのぼってお り、 さ らに今 回エ ノキ、カヤ、 ケヤキ、サ ワラにお いて健全度 が不良 の割

合が20%程 度で あった。 これ らの樹種では5本 に1本 以上は健全度 が不 良であることが明 らかになった

(付表一7)。
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2.3人 文 的 項 目

(1)信 仰 対 象 と して の 巨 木

信仰対象等 の集 計結果(未 更新 データ ・更新データ ・新規デー タ)を 表3-2-23に 示す。

信仰対象等 の有無 についてみ る と、 「無 し」が42,020件(65%)と 多いが、信仰対象物(社 、ほ こら、

鳥居 、 しめ縄等)が ある ものが13,984件(22%)、 禁忌(タ ブー等)が ある場合が751件(1.2%)、 巨

木 に まつわ る祭事等 がある場合 が1,353件(2.1%)と なってお り、何等か のか たちで人 との結び付 きが

強 い巨木 は16,088件 報告 されている。内訳 の割合では、前回 との差 はあま りみ られな いが、 「無 し」が

1.6ポ イ ン ト増 えた。

信仰対象 の有 無 について、樹種 別の差 異はあま り明瞭ではないが 、 アコウ、ツガ、 ブナでは信仰の対象

とな って いない ものが8割 を超 えてお り、一方ス ギは信仰 の対 象 とな って いる ものが前 回 と同 じく3割

近 い ことが、特徴的 である(付 表一8)。

表3-2-23信 仰対象等の有無

分
≡ 対 無し

≡ 対 り

魅忌(タ ブー)り

り

無n
、曇

データ

件 %

17,800

6,088

346

589

1,324

1,961

27,216

65.4%

22.4%

1.3%

2.2%

4.9%

7.2%

更 データ

%

16,927

5,606

345

583

1,237

1,858

25,691

65.9%

21.8%

1.3%

2.3%

4.8%

7.2%

規データ

件 %

7,293

2,290

60

177

426

1,520

11.572

63.0%

19.8(殉

0.5%

1.5%

3.7%

13.1%

ム ー
口

f

42,020

13,984

751

1,353

2,987

5,339

64,479

%

65.2%

21.7%

1.2%

2.1

4.6%

8.3%

1・ デ ー タ

%

63.6%

21.6%

1.2%

2.1%

4.7%

6,7%

*「 有り」の内訳は重複回答

(2)巨 木 の 呼 称 ・名 称

巨木 に関す る独特 の呼称 ・名称 等の有無の集 計結果(未 更新デー タ ・更新 データ ・新規 デー タ)を 表3

-2-24に 示す。

独特 の呼称 ・名称 の有無につ いてみる と、「無 し」が49,344件(77%)、 「有 り」が10,259件(16%)

で、 「無 し」が 「有 り」 の約5倍 とな った。前 向 と比べ る と、 「有 り」が若干 多 くなった。特 に新規 デー

タで は24%と 大変 多い。

樹 種別 にみ る と、前回 同様 にイ チイ、サ クラ、マ ツで独特 の呼称 ・名称が[有 り]と されて いる割合が

高い(30～40%)。 なお、新規デ ータでみる と、 シイが60%、 トチ ノキ とホル トノキが35、36%と 高い。

シイは 、'伊豆諸 島の スダ ジイ の樹 林の多 くが○○ の森 との名称が あ る ことによる。 これ らの樹種 は いず

れ も人 との関わ りが深い ことが うかがわれる く付表一9)。

表3-2-24独 特の呼称 ・名称の有無

し

り

、日

目竺

△ 計

データ

%

20,668

3,618

1,065

1,865

27,216

75.9%

13.3%

3.9%

6.9%

100.0%

データ

O

20,208

3,905

1,285

293

25,691

78.7%

15.2%

5.0%

1.1%

100.0%

規デ ータ

0

8,468

2,736

358

10

11,572

73.2%

23.6%

3.1

0.1

100.0%

△ 曇

0

49,344

10,259

2,708

2,168

64,479

76.5%

15.9%

4.2%

3.4%

100.0%

舳 ・デ ータ

0

75.6%

13.1%

4.4%

6.9%

100.0%
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(3)巨 木 の 故 事 ・伝 承

巨木の故事 ・伝承有無 の集計結果(未 更新デー タ ・更新デー タ ・新規データ)を 表3-2-25に 示す。

故事 ・伝 承の有無 についてみ ると、 「無 し」が47,573件(74%)、 「有 り」が3,621件(5,6%)で 、大

半 の巨木 に関 しては 故事 ・伝承等 は ない とされて い る。 前回 と比べ る と、故事 ・伝 承 があ る割合 は変わ

らない。

表3-2-25巨 木 に関する故事 ・伝承の有無

x分

佃 し

り

・明

口装

A量

更 データ

件 %

20,483

1,508

3,262

1,963

27,216

75.3%

5.5%

12.0%

7.2%

100.0%

データ

件 %

18,963

1,604

3,232

1,892

25,691

73.8%

6.2%

12.6%

7.4%

100.0%

規データ

件 %

8,127

509

1,409

1,527

11,572

70.2%

4.4%

12.2%

13.2%

100.0%

A§

47,573

3,621

7,903

5,382

64,479

%

73.8%

5.6%

12.3%

8.3%

100.0%

昌
・デ ー タ

%

74.6%

6.0%

12.3%

4.1%

100.0%

(4)巨 木 の 視 認 性

巨木 の視認性 に関する集 計結果(新 規 デー タ)を 表3-2-26に 示す。

巨木 の視認性 についてみる と、 「遠方 か らも目立 つ」巨木 は2,113件(18%)、 「付近 に行 けば目立つ」

巨木 が6,238件(54%)で 、 「直前まで見えない」巨木 は1,770件(15%)で あった。

前回 と比べる と、 「遠方か らも目立 つ」巨木 の割合が32%か ら18%と 減ったが、 「付近 に行 けば目立つ」

巨木の割合 は48%か ら54%、 「直前まで見 えない」巨木 の割合は13%か ら15%と 増 えて いる。 巨木 の

視認性 は、 巨木 の大 き さのみ な らず 周囲の状 況 に も大 き く左右 され る と思われ るが 、 「遠 方か らも目立

つ」巨木 の割合 の減少 は、今回 の調 査が山間部 の樹林 に及 んだ ことも関係 ある と考 え られ る。単 木 と樹

林 を比較す る と、 「遠方か らも目立 っ」巨木 は単 木 の方 が多 く、 「直 前 まで見 えな い」 巨木 は樹林 が多か

った。

表3-2-26類 型別巨木の視認性

分

遠方からも目、つ

・し に'一 け`ま 、つ

直1ま で見えない

無 ・葱

ム 書

単

f %

1,361

3,015

772

789

5,937

11.8%

26.1%

6.7%

6.8%

51.3%

規データ

{

672

3,074

984

650

5,380

%

5.8%

26.6%

8.5%

5.6%

46.5%

並木

牛%

77

144

12

12

245

0.7%

1.2%

0.1%

0.1%

2.1

明

件%

3

5

2

0

10

0.0%

0.0%

0,0%

0.0%

0.1

ム §

件 %

2,113

6,238

1,770

1,451

11,572

18.3%

53.9%

15.3%

12.5%

100.0%

前回データ

%

32.1%

47.5%

13.4%

7.0%

100.0%

費不明は
、単木 ・樹林 ・並木の区分の記入がなかったもの
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(5)巨 木 の 直 接 利 用(樹 林)

巨木 の直接利用(樹 林)の 集計結果(新 規デー タ)を 表3-2-27に 示す。

直接利用 の有無 にっいてみ ると、「無 し」が8,805件(76%)、 「有 り」が644件(5.5%)で 、「無 し」

が 「有 り」の約14倍 である。前回は、 「無 し」の割合が65%、 「有 り」が7.3%だ ったので・ 巨木の直接

利 用は 「無 し」が増 えて いることにな る。

巨木林 を何 等 か の形で 利用 して いる ものの内訳 をみ る と、観光 ・レク リエー シ ョン ・公 園が481件

(4.2%)と 最 も多 く、次いで林業的利用124件(1.1%)、 そ の他材木の直接利用39件(0.3%)の 順で

あった。前回 の観光 ・レク リエー ション ・公 園の割 合は5.2%だ ったので、少 な くな った こ とになる。今

回 の調査で は、利用 の実績が ない山間部の巨木が多 く記録 されたことも関連す る と見 られ る。

表3-2-27巨 木林 の直接利用の有無

区分

特に無し

痢

その他林木の直 利用

観 光 ・レ刎 工一ション・公

無 ・答

そ の ★★

△ 計

規データ

件 %

8,805

124

39

481

2,162

11,572

76.1

1.1%

0.3%

4.2%

18.7%

前回データ

%

64.7%

1.9%

0.2%

5.2%

27.2%

2.3%

★重複回答

★★前回調査では 「その他」があった
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2.4保 護 の 項 目

(1)巨 木 の 保 護 指 定

単木及 び樹林の保護制度 の指定 に関する集計結果(更 新データ ・新規 デー タ)を 表3-2-28に 示す。

保護制度 の指定がないものは19,586件(53%)、 何等かの形 で保護制度があるものは16,400件(44%)

で、「無 し」が 「有 り」を上 回って いる。ただ し、新規データでは、逆 に 「有 り」(48%)が 「無 し」(44%)

をわずか だが上回 っている。前回 は、 「無 し」が50%で あま り変 わ らないが、「有 り」が29%だ ったので

今回はそ の約1.5倍 とな った。 これ は、今 回の調査 は回答者 が市町村 で あるため、保護 制度 につ いては

詳 しく把握 していることが影響 した と考え られる。

保護 制度別 にみる と、天然 記念物等 の指定が5,329件(14%)と 最 も多 く、次 いでそ の他 制度4,634

件(12%)、 自然公 園4,229件(11%)、 風致地 区 ・緑地保全地 区等2,009件(5.4%)な どの順 であっ

た 。前 回 と比べ る と、いず れ も件数 が増 えているが 、 この順 は変わ らない。新規 デー タでは、 自然公 園

が23%と 更新データ(6.3%)の4倍 近 いことが特徴 的で ある。

表3-2-28巨 木の保護制度指定の有無

分

保護 無し

保護 り(小 昌)

天然記念 等
餌…ハ

自然彊 保全地

保由 ・'参 考保護 等
ノ:、

風致地 等

その他

・明

無 ・竺

A曇

データ

%

14,555

10,826

4,384

1,609

344

740

454

1,368

3,580

158

310

25,691

56.7%

42.1

17.1%

6.3%

1.3%

2.9%

1.8%

5.3%

13.9%

0.6%

1.2%

100.0%

規データ

%

5,031

5,574

945

2,620

191

171

179

641

1,054

108

967

11,572

43.5%

48.2%

8.2%

22.6%

1.7%

1.5%

1.5%

5.5%

9.1

0.9%

8.4%

100.0%

合曇

%

19,586

16,400

5,329

4,229

535

911

633

2,009

4,634

266

1,277

37,263

52.6%

44.0%

14.3%

11.3%

1.4%

2.4%

1.7%

5.4%

12.4%

0.7%

3.4%

100.0%

1・ デ ー タ

0

50.2%

28.7%

12.1%

4.5%

0.5%

1.6%

1.0%

2.6%

9.1

1.2%

21.2%

100.0%

*「 有り」の内訳は重複回答

巨木の大きさによって保護制度指定の状況(更 新データ ・新規データ)を 整理したのが、表3-2-29

である。胸高直径が2m以 上(幹 周628cm以 上)の ものについては保護制度指定があるものの方が多く、

これは前回と変わらない。一方、胸高直径が2m以 下の樹木については、単木 ・樹林 ・並木 とも保護制

度の指定がない方が多い。ただし、新規データでは樹林では、胸高直径が1m(幹 周314cm以 上)か ら

1.9mで 保護制度指定があるものの方がわずかだが多い。更新データでは指定無しの方が多いが、新規

データでは指定有 りの方が多 く、約2倍 となっている。前回は、並木で保護制度の指定あるものの方が

多 く、樹林では保護制度有無の割合はほぼ同じだった。

さらに、樹種別に保護制度の指定の有無について整理すると、イチイ、カヤ、サクラは天然記念物等の

指定がある割合が25%以 上と高い(付 表一10)。 また、ブナ、ミズナラでは自然公園内にある割合が70%

以上と高いことが特徴的である。これ らの傾向は、前回と変わらない。なお新規データでは、ッガも自

然公園の指定の割合が大変高い。
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表3-2-29胸 高直径別の保護制度指定の有無

更新 ・新規データの合計

胸高渣径 区分

cm

^'0 .9

t^一1.9

2^'2.9

3^一3.9

4～49

5m以 上

口

OX313

314^一627

sea-say

942-1255

1256-1569

1570以

'、

合 計 (件)

更新 ・新規データ (保護制度の有無 ※不明を除く》

単木

保護無し

ss

1.817

8.918

416

49

7

s

5

11.218

9.639も

47.29%

2.21%

o.2s%

0.049も

0.03%

0.03%

59.48%

保護有り

ss

1.039

5.679

723

134

42

16

9

7642

5.5196

30.11%

3.83%

0.7196

o.22x

o.oa%

o.os%

40.52%

18,860

樹林

保護無し

%

1.134

6.335

234

15

2

0

7

7.727

7.10%

39.66%

1.46%

o.os%

0.01%

o.oo%

o.oa%

48.37%

保護有り

%

1.303

6171

sso

78

12

9

15

8.248

8.16%

38.63%

4.13%

0.4996

o.oa%

0.06%

0.099ら

51.63%

15,975

並木

保護無し

%

104

5胴

19

1

0

0

1

636

9.15%

44.949も

t67%

o.os%

0.0096

o.oo%

0.09%

55.94%

保護有り

x

71

394

29

3

0

0

4

501

s.zax

34.65%

2.559も

0.269も

o.oo%

o.oo%

0.35%

44.0696

1,137

合計

保護無し

%

3.055

15.764

sss

65

9

s

13

19.581

8.4g9ら

43.82%

1.86%

O.18%

0.03%

0.029も

0.0496

54.43%

保護有り

%

2.413

12.244

1.412

215

54

25

28

16.391

6.71%

34.04%

3.93%

o.so%

0.15%

0.07%

0.089も

45.57%

35.972

前回データ

合計

無し
%

58.6796

1.8496

0.13%

0.019も

0.019ら

so.ss%

り

x

34.30%

4.52%

0.729も

o.isx

o.osx

39.479も

34,192

脅前回調査では1m以 下の巨木は 臼～1 .9」 に含まれていた
●前回調査では、 「無回答」は集計していない

更新データの合計

胸高喧径 区分

:cm

～09

1～t9

2^一2.9

3^一3.9

4^一4.9

5m馳

闘

(0^一313

314627)

628-941)

942-1255

1256-1569

1570鴨

'、

含 計 (件)

更新データ (保護制度の有無 ※不明を除く)

単木

保護無し

x

1.036

s.sos

308

33

5

1

3

7.991

766%

48.81%

2.28%

o.za%

o.oa%

0.01%

0.02%

59.05%

保護有り

%

532

4.283

567

Los

34

11

5

5.541

3.93%

31.65%

4.19%

0.81%

0.25%

o.osx

o.oa%

40.95%

13,532

樹林

保護無し

x

ass

5.101

19り

14

1

0

4

s.oeo

7.04%

46.67%

1.75%

0.139も

0.01%

0.00%

o.oa%

55.62%

保護有り
x

610

3.818

343

52

9

7

12

4.851

5.58%

34.93%

3.1496

0.48%

0.0896

o.os%

0.11%

44.3896

10,931

並木

保獲無し

x

73

393

17

0

0

0

1

484

7.99%

43.00%

1.86%

o.oox

o.oox

0.009ら

o.〉 〉%

52.95%

保護有り

%

51

349

23

3

0

0

4

430

5.58%

38.18%

2.5296

0.33%

0.0096

0.00%

o.4496

47.05%

914

合計

保護無し

x

1.878

12.099

516

47

s

1

8

14.555

7.40%

47.689も

2.03%

0.19%

0.02%

o.oox

0.039b

57.3696

保護有り

%

1.193

8.450

933

164

43

18

21

XO.822

4.70%

33.30%

3.68%

o.ss%

o.ｻx

0.07%

0,08%

42.64%

25,377

新規データの合計 ii

胸高直径 区分

cm

～0 .9

1～t9

2^一2.9

3^一3.9

4^一4.9

5m鞠

a

'、

OX313

314^一627

628-941

942-1255

1256-1569

1570嚇

合 計 (件》

新規データ (保謹制度の有無 ※不明を除く)

単木

保護無し

ss

781

2.313

108

16

2

5

z

3.227

14.66%

43.41%

2.03%

0.30%

o.oax

o.osx

o.oa%

60.57%

保護有り

%

507

1.396

156

25

8

5

4

2.101

9.529も

26.2096

2.93%

0.479も

0.15%

o.os%

0.08%

39.43%

5,328

樹林
保護無し

365

1.234

43

1

1

0

3

1647

7.24%

24.46%

0.85%

0.02%

0.02%

o.oo%

o.osx

32.65%

保護有り

%

693

2.353

317

26

3

z

3

3.397

13.7496

46.65%

6.28%

0.52%

o.osx

o.oa%

o.os%

67.35%

5,044

並木

保護無し

31

118

z

1

0

0

0

152

%

13.90%

52.91%

0.90%

0.4596

0.009も

o.oo%

o.oo%

68.16%

保護有り

20

45

s

0

0

0

0

71

%

8.97%

20.18%

2.69%

o.oox

0.0096

0.00%

0.00%

31.84%

223

合計

保護無し

1.177

3.665

153

18

3

5

5

5.026

x

11.11%

34.5996

1.44%

0.17%

0.03%

o.os%

0.05%

47.44%

保護有り

1.220

3.794

479

51

11

7

7

5.569

%

11.51%

35.8196

4.52%

o.aax

0.10%

O.07%

0,0796

52.56%

10.595



(2)巨 木 に 関 す る 解 説 板 等 の 有 無

巨木 に関す る解 説板等 の有無 につ いて の集 計結 果(新 規 デー タ)を 表3-2-30に 示す。集 計結果 を

み ると、「無 し」が8,344件(72%)、 「有 り」が2,195件(19%)で あった。 前回は、 「無 し」が70%

だ った ので ほぼ同 じだが、 「有 り」は25%だ ったので、かな り少なくなった ことにな る。

「有 り」 の内訳 をみる と、樹名板が1,160件(10%)と 最 も多 く、次 いで、解説板841件(7.3%)、

そ の他240件(2.1%)、 石標96件(0.8%)の 順 であった。前回は、解説板 が12%で 樹名板 の11%よ

りも多か ったが、順位が入れ替 わった。

表3-2一 ・30巨 木に関する解説板等の有無

区分

無 し

り 小 言

石 一

その

無回答
A釜

規 一一 タ

件 %

8,344

2,195

1,160

841

96

240

1,033

11.572

72.1

19.0%

10.0%

7.3%

0.8%

2.1%

8.9%

100.0%

前回データ

%

7.0.6%

22.5%

10.7%

11.7%

1.5%

1.6%

7.0%

100.0%

*「 有 り」の内訳は重複回答
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Z.5そ の 他 の 項 目

(1)特 記 事 項

巨木 の保護 に関す る特記事 項 の集 計結果(更 新 デ ータ ・新規デ ータ)を 表3-2-31に 示す 。集計結

果 をみ る と、 「特記事項無 し」が24,889件(67%)、 「有 り」が9,867件(27%)で あった。 「有 り」 の

内訳は、更新 データでは30%だ が、新規 デー タでは18%と 少ない。なお前回は 「有 り」が23%、 「無 し」

が70%で あった。

「特記事 項有 り」 の内訳 をみる と、定期的な下刈 り ・清掃が7,019件(19%)と 最 も多 く、次 いで枯

損部 の削除 ・枝 下ろ しが3,115件(8.4%)、 保護柵設置が1,737件(4.7%)な どの順で あった。 この順

位 は、 前回 も、今 回 の更 新デ ー タ ・新規 デー タ とも変 わ らな い。なお、定期 的な下刈 り ・清掃 は、更新

デー タでは22%と 高いが、新規データでは13%と 少ない。

保護 に関す る特 記事 項 の有 無 に関 して、樹 種別 にみ ると(付 表一11)、 前回 同様 に保護 に関す る特記

事項 が少 ない(「 無 し」が80%以 上)も のは アコウ ・ツガ ・ブナで、今回は トチノキ ・ボル トノキが加わ

った。

表3-2一 ・31巨 木の保 護に関する特記事項

分

し

り 小.

護 塾摺
嗣旧L§ 几

認 晋
・施肥

定 な メ1り ・

枯 1・ う し

運

その

無 ・

A一

一一 タ

件 %

17,257

7,816

1,475

49

347

598

5,518

2,502

14

416

618

25,691

67.2%

30.4%

5.7%

0.2%

1.4%

2.3%

21.5%

9.7%

0.1

1.6%

2.4%

100.0%

一一 タ

件 %

7,632

2,051

262

10

90

146

1,501

613

3

192

1,889

11,572

66.0%

17.7%

2.3%

0.1%

0.8%

1.3%

13.0%

5.3%

0.0%

1.7%

16.3%

100.0%

A曇

件 %

24,889

9,867

1,737

59

437

744

7,019

3,115

17

608

2,507

37,263

66.8%

26.5%

4.7%

0.2%

1.2%

2.0%

18.8%

8.4%

0,0%

1.6%

6.7%

100.0%

前 回一一 タ

%

69.6%

23.0%

4.0%

0.3%

1.0%

1.9%

16.2%

7.4%

0,0%

1.7%

7.4%

100.0%

*r有 り」の内訳は重複回答
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Z.6枯 死 ・伐 採 等

前回調査のデータについて、巨木の現況を把握するために追跡調査票の回答を該当市町村及び全国巨

樹 ・巨木林の会会員に依頼 した ところ、下記の通 り 「枯死、伐採、消失等」の報告があった。 なお・全

国巨樹 ・巨木林の会会員向けの追跡調査票(一 般)に は、前回調査 された巨樹 ・巨木林について、衰弱

枯死及び開発等の理由で伐採 されたものを確認した場合に 「樹種 ・枯死年度 ・枯死原因」の報告を求め

た。 しか し、市町村向けの追跡調査票には、枯死 ・伐採等について特に 「枯死年度 ・枯死原因」の記載を

求めなかったので、以下の通 り得られたデータは限られている。

(1)枯 死

枯死は、立ち枯れの他、雷 による焼失、台風による倒木、マツクイムシ等の病虫害で枯れたもの(自 然

災害で枯れ危険なので切ったという場合 も含む)等 をいい、伐採 した原因が人間の都合 によらないもの

を含む。健全度の 「6.枯死」は、未更新データに6件 、更新データに892件 が報告された。また調査の

有無の 「8(全国巨樹 ・巨木林の会会員から枯死報告)」29件 も枯死に含まれ、計927件 である。

*「8(全 国巨樹 ・巨木林の会会員か ら枯死報告)」 は、同じ木について、別々の人から 「枯れていない」「枯死」

との相反する報告がなされた場合は、健全度が 「6.枯死」以外でも 「枯死」として扱った。

表3-2-32(次 ペー ジ)は 、県別 ・樹種別の枯死 した巨木 の内訳を示す。

県別 内訳では、全都道府県 に及び、最 も多いのが熊本県 のスギ16件 を含 む57件 、次 いで新潟県 のマ

ツ22件 及び スギ17件 を含 む53件 、大分県 のスギ20件 を含む48件 、千葉県 のシイ11件 を含む35件 、

宮崎県のスギ とタブノキ各7件 の34件 と続 く。枯死の原 因つ いて記載の多かった2県 を見 ると、熊本県

で は37件(そ の うちスギ15件)、 大分県では32件(そ のうち スギ18件)が 台風 によるものであった。

新潟県は記載 の件数が少ないが、その うち7件 が台風 による ものであった。

表3-2-33は 、枯 死 の原 因つ いて記載 のあった297件 の原 因別件数 の内訳で ある。台風及び強風に

よるもの198件 、病虫害 によるもの55件 、落雷 によるもの10件 等である。

表3-2-33枯 死 した巨木の原因

原

風 ・強風

病虫害

落崩

雪害

火事

老 ・ れ

危険のため 曳採

災害

地 も り

△計

件
198

55

10

8

8

7

7

3

1

297

図3-2-3は 、県別 の分布 を、図3-2-4は 枯死 の中か らそ の原 因が台風及 び強風 のもの198件

の分布 であ る。なお、 図3-2-3～7の 分布 は、今 回追跡調 査 の回答 が あった市 町村 に限 られ た もの

であ り、全国分布 を示す ものではない。
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表3-2-32 県別・樹種別枯死した巨木

樹租

北海道

森県

岩手県

城

秋田県

山形県

福島県

茨城

栃木県

群馬県

埼玉県

葉

東京郁

剰1県

新潟県

富山県

石川県

橿 県

山梨県

闘
岐阜県

静岡県

愛知県

三 県

滋賀県

京郁府

大阪府

兵庫県

豪良唄

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山ロ県

穂島県

香川県

愛鰻県

高知県

福岡県

佐賀県
一崎 県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県
鴨縄 県

合計

アコウ

1

1

3

i

6

イチイ

1

1

イチョウ

1

2

1

2

1

5

1

i

1

3

z

2

1

1

1

2

3

3

z

35

エノキ

1

z

z

1

1

1

3

1

1

2

1

i

1

1

3

5

z

1

2

1

1

2

z

1

3

2

1

1

46

カシ

1

1

i

1

z

2

i

z

z

i

2

2

8

z

2

z

32

カツラ

1

1

カヤ

z

1

3

クスノキ

1

i

1

1

2

2

1

z

2

4

2

19

ケヤキ

z

2

1

7

4

1

12

8

6

z

5

3

8

2

6

5

z

1

1

5

1

2

1

1

z

1

1

5

3

100

サクラ

1

3

1

3

1

3

z

2

1

i

1

1

1

21

サワラ

1

1

2

シイ

5

1

11

1

2

a

z

z

i

1

4

1

1

1

t

z

1

1

39

スギ

3

1

4

12

z

5

1

7

1

3

1

17

10

7

4

i

i

4

1

4

12

7

9

1

1

4

1

2

1

5

16

20

7

3

178

タブノキ

2

3

z

3

1

1

z

1

2

5

z

4

7

35

ツガ

1

2

3

{単位:本}

トチノキ

1

1

i

1

4

ニレ

1

i

2

ヒノキ

2

1

1

2

4

1

t

12
●樹種は我が国の代表的な24種 及びその他に集約したもの

ブナ

9

1

2

12

ボルト!串

1

t

3

5

2

1

1

2

1

17

マツ

s

6

9

4

8

15

1

2

2

z

22

s

1

羽.

4

1

5

s

3

i

7

2

4

19

z

11

3

a

4

2

1

2

9

177

ミズナラ

4

1

5

ムクノキ

1

3

1

1

1

5

1

4

2

t

z

2

6

3

z

1

7

1

1

45

モミ

1

1

1

1

3

3

2

1

1

1

i

3

2

i

1

23

その他

2

1

3

4

3

1

3

3

1

5

1

2

z

2

5

5

3

4

3

1

1

1

1

3

4

1

1

1

i

1

5

i

6

6

4

4

8

5

108

不明

1

1

合計

8

7

n

16

19

23

ze

25

19

8

24

35

zo

14

53

19

31

13

29

21

z

19

19

15

26

5

e

27

20

16

5

27

〉〉

29

10

3

7

12

9

29

9

16

57

48

34

21

14

927



図3-2-3枯 死 した巨木分布図

○図中の点は、該当する巨木のある第3次 メッシュ

(約1kmx約1km)の 位置を示しており、1つ の

点に複数の該当木が含まれることもある。

○この分布は、今回追跡調査の回答があった市町村

に限られたものであり、全国分布を示すものではな

い。なお、徳島県は前回調査で位置を示す基準地域

メッシュコー ド未記入のデータが多く、この分布図

では1本 も表示されていない。

ダ
●

'

●

4
●

・ ●● 竃驚

8
● ● ●

●

Q

no

"(t

●

● ●

o●

● ●・ ら ●
窟

● も

,

」

● ● ●●

●

　

。:博 ・
●

、 ∂

●

●

●

● ●

●

ノ

0

.亀 ・1'.

譜 ●・
M

.鐸
● ●

　

1・ ●

'乳

●噺

,メ

.'も!

'o

プ ・
じ 、

げ

'◎

6詳
■

専∂

0 iso 300 0

。 々 ガ
Kilometers

(第6回 自然環境保全基礎調査 巨樹 ・巨木林フォローアップ調査)

43



図3-2-4台 風・強風で枯死した巨木分布図

○図中の点は、該当する巨木のある第3次 メッシュ

(約1km× 約1km)の 位置を示 しており、1つ の

点に複数の該当木が含まれることもある。

○この分布は、今回追跡調査の回答があった市町村

に限られたものであ り、全国分布を示すものではな

い。なお、徳島県は前回調査で位置を示す基準地域

メッシュコー ド未記入のデータが多く,、この分布図

では1本 も表示されていない。
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樹種別 内訳は、最 も多 いスギが34都 県で178件 、マツも33県 で177件 と、共 に全国の大半 に及んで

いる。次いで、 ケヤキが29都 府県で100件 、以下エ ノキ46件 、ム クノキ45件 、シイ39件 、イチ ョウ

及びタブ ノキで35件 と続 く。上位 の3種 で、全体 の半数近 くを占めた。

スギで は、94件 の うち台風 による もの75件 、大風 と記載 のあ った もの3件 、落雷 によ るもの6件 等

で あった。マ ツで は、53件 のうち マツクイムシが原 因で枯死あ るいは伐採 した もの40件 、病虫 害 と記

載のあったもの7件 、台風 による もの4件 等 であった。ケヤキでは、25件 の うち台風 による もの20件 、

地滑 り等 の災害 と記載 のあった もの2件 等であった。なお、エ ノキで6件 、ムクノキで12件 、 シイで5

件、イチ ョウで10件 が台風 による ものであった。

枯死 した年 を記載 した ものは件数が少ないので、明確 には言えないが、スギ(42件)と ケヤキ(22件)

では1991年 の台風19号 のよるものが23件 、5件 と際立 って いた(付 表一12)。

限 られたデータでは あるが、マツはマ ツクイムシによる ものが75%、 スギやケヤキで は台風 ・大風 によ

る ものが共に80%と 極 めて高い割 合 を示 した。巨樹 ・巨木 林は樹 高が高い ことか ら、風 の影響 を受 けや

すいことが推測 され る。

枯死 した巨樹 ・巨木林 について、保護指定 制度 の有無 をみた ところ385件(42%)が 有 り、509件(55%)

が無 し、14件 が不明、19件 が無回答 であった。
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(Z)伐 採 等

伐採等 は、前回調査 された巨樹 ・巨木林の うちすでに伐 られて しまった巨木等で、調査 の有無の 「5(伐

採)」 で、更新データに540件 が報告 された。

「5(伐 採)」 は、人為 的な伐採(自 然災害等 の原因で はな く、建て替 え ・開発等 による もの)の こ と

だ が、調査 票 の記入方 法 にお いて 「枯死 と伐採 」 について特 に説 明 を して いなか った ので、巨木 を伐 採

した場合 に、 その原 因に よって 「自然災害等 に起 因する伐採」 と 「建て替 えな ど人 の都 合で伐採」 とが

混 同 されて いる もの と考 え られ る。 ここで は調査 票の該 当の欄 に 「伐採 」 と記載 して あった もの を集 計

した。

っ ま り、 ここで伐採 と消失(次 項)を 分 けてはい るが、その中 には 当然前記 の 「枯 死」 も含 まれている

と考 えるべ きで 、前項 の 「枯 死 」は調査者 が明 らか に枯死 と認 めた もので、 この項 の 「伐採」 は原 因に

かか わ らず伐採 した もの という違 いである。

表3-2-34(次 ページ)は 、「5(伐 採)」 の540件 の県別 ・樹種別の内訳を示す 。

県別 内訳 は、最 も多 いのが新潟県でケヤキ15件 及 びスギ14件 を含む39件 、次 いで埼玉県のケヤキ24

件 を含 む32件 、静 岡県 のスギ14件 を含む30件 である。愛媛県 ・宮崎県 ・沖縄県 は該 当が0件 であっ

た。図3-2-5は 、県別の分布 を示す。

樹種別 内訳は、最 も多 いケヤキが27都 府県 で180件 、スギが30府 県で107件 と共に全国の大半でみ

られ、 この2種 で全体 の半数 を超す。次いでマ ツが16県 で35件 と続 く。ケヤキは、東北か ら東海 の東

日本 に多 い傾 向がみ られ た。該 当の無 い樹種は、 アコウ ・イチイ ・サ ワラ ・ツガであった。

伐 採 した巨樹 ・巨木 林について、保護 指定制度 の有無 をみた ところ101件(19%)が 有 り、426件(79%)

が無 し、9件 が不明、4件 が無 回答で あった。保護指定制度の有 無が伐採 に対 してなん らかの歯止めにな

って いる ことが うかがわれる。

伐採 の原 因つ いて記載 のあった48件 についてそ の内訳 をみると、表3-2-35の 通 りである。再開発 ・

区画整理 に関る もの12件 、道路拡幅等 に伴 うもの10件 、ダム建設 ・河川改修 に伴 うもの8件 等である。

表3-2-35伐 採された巨木の原因

原

再

道路建設

ダ ム ・河川

危険のため

日照等の苦情

土地売

校庭整備

火災

合計

件
12

10

8

6

5

2

2

1

1

1

48
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斜
刈

表3-2-34県 別 ・樹種別伐採 された巨木

樹種
勝

北淘道
慮

岩 県

秋田県

,県

福島県

城駐

栃木颯

馬

埼玉県

東京郁

川

斬潟県

石川呉

山梨景

岐息県

醒知県

滋賀県

大阪府

員庫

奈良県

歌

鳥取県

岡山県

山口県

香川県

高知県

佐賀県

餌本県

大分

宮崎県

鹿1

合計

アコウ イチイ イチ ョウ

3

2

1

1

1

1

3

1

1

z

1

1

1

z

i

3

1

z

1

29

エノキ

3

1

1

2

1

z

1

1

1

1

1

1

1

17

カシ

1

1

1

1

4

カツラ

1

1

3

s

カヤ

1

1

1

2

1

1

1

8

クスノキ

1

1

4

2

1

z

1

4

6

3

z

3

30

ケヤキ

4

7

3

19

7

1

17

9

11

24

a

21

3

15

1

S

4

1

4

6

t

4

2

t

3

2

1

180

サクラ

1

2

3

サワラ シイ

3

5

1

4

3

2

z

20

`巣位 ・本)

スギ

10

2

3

z

4

z

1

s

2

2

14

S

4

1

3

3

14

2

3

1

S

2

4

1

3

2

3

1

1

z

107

タブノキ

4

2

2

1

5

2

2

1

i

20

ツガ トチノキ

1

1

ニレ

1

1

ヒノキ

1

1

1

3

ブナ

1

1

ボルトノ専

1

1

1

1

4

マツ

4

s

2

1

1

5

3

1

2

1

1

2

t

1

3

1

3S

Q樹租は我が国の代表的な24租 及びその他に蔑約したもの

ミズナラ

2

2

ムクノキ

2

t

1

1

1

1

2

3

1

z

1S

モミ

1

z

1

1

3

1

1

2

2

1

16

その他

1

2

2

1

2

3

1

1

z

1

4

1

1

1

1

z

1

2

2

2

3

2

1

39

不明

1

1

合計

4

20

18

17

25

19

s

28

19

27

32

22

ze

6

39

7

23

7

1

16

6

30

s

2

6

7

1

4

7

S

14

12

4

12

z

21

z

3

10

6

4

t

7

4

S40



図3-2-5伐 採された巨木分布図

○図中の点は、該当する巨木のある第3次 メッシュ

(約1km× 約1km)の 位置を示 してお り、1つ の

点に複数の該当木が含まれることもある。

○この分布は、今回追跡調査の回答があった市町村

に限られたものであり、全国分布を示すものではな

い。なお、徳島県は前回調査で位置を示す基準地域

メッシュコー ド未記入のデータが多く、この分布図

では1本 も表示されていない。
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(3)消 失 等

消失等 は、す でに存在 しない巨木等で、調査 の有無 の 「4(消 失)」 で、更新 デー タに199件 が報告

された。

「4(消 失)」 は、対象 となる巨樹 ・巨木林が現実 にそ の場所 には存在 しない、現存 しな い、他 の市 町

村 に移 植 して しまった もの、切 って しまった らしい等な どで、 また調査票で該 当 の欄 を赤線等 で消 した

もの、該 当無 し、削 除、抹消 、除外等 の書 き込み の あった もの をい う。なお、他 市 町村 内にある と判 明

し調査 対象 としなか った もの、他市町村 へ移 植 した もの、重複 して記載 され ていた ことが判 明 した もの

4件 の計6件 も含 まれ る。

表3-2-36は 、重複等 の6件 を除いた193件 の県別 ・樹種別 の内訳 を示す

県別 内訳は、27都 道府県 に及び、最 も多 いのが千葉県の シイ13件 を含む30件 、次 いで宮崎県 の28

件、石川県の23件 と続 く。 図3-2-6は 、193件 の県別 の分布 を示す。

樹種別 内訳 は、最 も多い シイが33件 、スギが28件 、次いで、クスノキ24件 、ケヤキ21件 、イチ ョ

ウ18件 である。該当の無 い樹種 は、イチイ ・カヤ ・サ ワラ ・ニ レ ・ボル トノキ、 ミズナ ラであった。

193本 につ いて、保護指 定制度 の有無 をみ たところ77件(40%)が 有 り、110件(57%)が 無 し、3

件が不明、3件 が無回答 であった。
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表3-2-36 県別・樹種別消失した巨木
`単位:本 ⊃

北潟道

森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

椙島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

葉県

東京郁

神豪川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県
二重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌 県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛壌県

高知県

福岡県

佐賀県
'崎

熊本県

大分県

宮簡県

旋児島県

縄県

合計

アコウ

1

1

イチイ イチョウ

z

1

1

2

1

1

3

1

3

1

!

1

18

エノキ

1

1

i

3

カシ

1

1

カツラ

1

1

カヤ クスノキ

3

3

1

5

1

11

24

ケヤキ

2

3

4

1

2

3

1

4

t

21

サクラ

1

1

3

5

サワラ シイ

1

13

6

4

z

1

z

1

1

1

z

33

スギ

1

7

2

3

1

1

1

3

2

7

28

タブノキ

z

1

t

1

5

ツガ

1

1

トチノキ

z

4

6

ニレ ・ヒノキ

1

1

ブナ

1

1

ボルトノや マツ

1

1

3

2

4

1

z

14

ミズナラ ムクノキ

3

1

z

1

7

モミ

1

1

2

その他

2

1

1

2

4

3

1

2

1

z

2

21

不明 合計

b

z

3

4

s

2

30

10

1

3

1

23

7

9

15

3

4

〉 〉

z

2

8

1

3

3

7

28

1

193

曾樹種は我が国の代表的な24稻 及びその他に鮪 したもの



図3-2-6消 失した巨木分布図

灯

○図中の点は、該当する巨木のある第3次 メッシュ

(約1km× 約1km)の 位置を示 しており、1つ の

点に複数の該当木が含まれることもある。

○この分布は、今回追跡調査の回答があった市町村

に限られたものであり、全国分布を示すものではな

い。なお、徳島県は前回調査で位置を示す基準地域

メッシュコー ド未記入のデータが多く、この分布図

では1本 も表示されていない。
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(4)前 回 調 査 以 降 に な く な っ た 巨 樹 ・巨 木 林

前回調査以 降に無 くなった巨木 は、前項の枯死927件 及び伐採540件 、消失等(デ ー タ重複等 の6件

を除 く)193件 の計1,660件 で ある。そ の樹種別 内訳は、最 も多 いはスギ313件 、次 いでケヤキ301件 、

マ ツ226件 で、 この3種 で半数 を超 える。以下 、 シイ92件 、イチ ョウ82件 、、クス ノキ73件 、ムクノ

キ67件 、エ ノキ66件 、タブ ノキ60件 と続 く(表3-2-37)。

表3-2-38は 県別 の集計表、 図3-2-7は 県別 の分布 を示す。

付表一12は 、枯死 ・伐採 ・消失 のおきた年 につ いて記載のあった272件 についての内訳 である。

1,660件 は、回答 のあ った追跡調査票28,576本 の5.8%に 当たる。

表3-2-37樹 種別枯死 ・伐採 ・消失等の巨木本数

★

区分

ア コウ

イチイ

チ ョウ

エ ノキ

カシ

カ いラ

カヤ

クスノキ

ケヤキ

サクラ

サワラ

シイ

スギ

タブノキ

ツガ

トチノキ

ニ レ

ヒノキ

ブナ

ホル トノキ

マ い

ミズナラ

ムクノキ

モ ミ

その他

不明
△ 言

枯死

6

1

35

46

32

1

3

19

100

21

2

39

178

35

3

4

2

12

12

17

177

5

45

23

108

1

927

伐採等

29

17

4

5

8

30

180

3

20

107

20

1

1

3

1

4

35

2

15

15

39

1

540

消失

1

18

3

1

1

24

21

5

33

28

5

1

6

1

1

14

7

2

21

193

1/

合計

7

1

82

66

37

7

11

73

30堪

29

2

92

313

60

4

11

3

16

14

21

226

7

67

40

168

2

1,660

★樹種は我が国の代表的な24種 及びその他に集約したもの
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表3-2-38県 別枯死 ・伐採 ・消失等の巨木本数

都道府県

区分

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県
三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山ロ県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県
合計

枯死

8

7

17

16

19

23

28

25

19

8

24

35

20

14

53

19

31

13

29

21

2

19

19

15

26

5

8

27

20

16

5

27

11

29

10

3

7

12

9

29

9

16

57

48

34

21

14

927

伐採

4

20

18

17

25

19

6

28

19

27

32

22

28

6

39

7

23

7

1

16

6

30

6

2

6

7

1

4

7

5

14

12

4

12

2

21

2

3

10

6

4

1

7

4

540

消失

5

2

3

4

5

2

30

10

1

3

1

23

7

9

15

3

4

11

2

2

8

1

3

3

7

28

1

193

、

合計

12

32

35

35

47

42

34

57

43

35

58

87

58

20

95

27

77

20

30

44

8

58

40

20

36

12

20

31

29

23

27

39

15

42

12

24

9

12

15

39

15

20

59

62

62

26

14

1,660
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図 ・3-2-7枯 死 ・伐採 ・消失 した 巨木分布図

○図中の点は、該当する巨木のある第3次 メッシュ

(約1km× 約1km)の 位置を示 してお り、1つ の

点に複数の該当木が含まれることもある。

○この分布は、今回追跡調査の回答があった市町村

に限られたものであり、全国分布を示すものではな

い。なお、徳島県は前回調査で位置を示す基準地域

メッシュコー ド未記入のデータが多く、この分布図

では1本 も表示されていない。
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3.項 目間 集 計結 果

ここでは今回調査された巨木の健全度 と人との関係を主として検討 した。

巨木の健全度と周囲の状況 とのクロス集計結果(新 規データ)を 表3-3-1に 示 した。健全度が 「良」

の件数が合計件数に占める割合をみると、樹林が81%で 、山林あるいは社叢林で もほぼ同じ割合(80～

81%)で あった。全体的には75～82%(無 回答 を除く)の 範囲に有 り、周囲の状況によって巨木の健全

度が大きく影響を受 ける傾向は明瞭 とはいえない。この傾向は、前回とほぼ同じである。 しかし、単木

と樹林・並木の 「良」の割合を比較すると、「耕地」では単木が12ポ イント、「水面」では樹林・並木が23

ポイントの差と、「良」の件数が占める割合が高い。前者は、人目につきやすいので管理もしやすいこと、

後者は周囲が水辺であることが巨木にとって好ましい環境であることがうかがわれる。

巨木の健全度 と保護制度の有無 とのクロス集計結果(更 新データ ・新規データ)を 表3-3-2に 示 し

た。健全度が 「良」の件数が合計件数に占める割合をみると、自然環境保全地域の場合に82%と 最も高

い値を示 し、次いで保安林 ・学習参考保護林等79%の 順であった。天然記念物等の指定の場合に健全度

が良の割合は68%で 、この値は他の制度に比べると最 も低い。なお、新規データでは自然環境保全地域

が94%が 健全度が良で、際立って高い。

前回は、健全度が 「良」の件数が合計件数に占める割合は、自然公園、都市公園一83%で あったが78%、

74%と 下がった。保護指定無しの場合 も前回は83%、 今回は78%で 、全体的に前回に比べて健全度が

「良」の割合が低 くなった。

巨木 の健全度 と信仰対象等 の有無 とのク ロス集計結果(更 新デー タ ・新 規 デー タ)を 表3-3-3に 示

した。健全度が 「良」 の件数が合 計件 数 に占める割合 をみ ると、信仰等 の対 象がない場合78%、 あ る場

合 に74%で あった。前回 よ り、 どち らも3～5ポ イ ン ト少ない。禁忌(タ ブー)有 りとされている場合

の健全度が 「良」の割合だけは、前回 よ りも3ポ イ ン ト多 い。

巨木の健全度 と保護等に関する特記事項 とのクロス集計結果(更 新データ ・新規データ)を 表3-3-

4に 示 した。健全度が 「良」の件数が合計件数に占める割合をみると、保護等に関する特記事項がない

場合が78%で 、特記事項がある場合が74%で あった。

保護に関する特記事項ごとにみると、該当件数が少ないものの買取運動で82%と 高く、次いで避雷針

設置で80%、 定期的な下刈 り ・清掃で76%と 高い。支柱の設置は健全度が良の割合が50%で 、健全度

が悪くなつてか ら支柱の設置等の対策が とられていることがうかがわれる。前回と比べると、全体的に

健全度の 「良」の割合が低 くなっている。
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i表3-3-1巨 木の健全度と周囲の状況との関係

ま

周囲の状況

健全度

'、 日

1、

地

その
鉦 口

△

新規データ 健全度(※ 無回答を除く)

単木

1,995

187

468

1.340

192

467

845

ago

55

842

219

5,425

、

516

50

128

338

54

125

200

235

22

182

42

1,376

'、

2,511

237

596

1.678

246

592

1,045

1,045

77

1.024

261

6,801

ム の

0.T9

0.79

079

o.so

0.78

o.7s

0.81

o.7e

0.71

o.s2

0.84

o.ao

樹林・並木

3,705

362

2,036

1.307

112

175

271

361

48

83

216

4,971

839

76

490

273

42

85

ss

136

3

16

36

1,225

'、

4,544

438

2,526

1.580

154

260

339

497

51

99

252

6,196

△ 昌

o.s2

0.83

0.81

0.83

0.73

o.s7

0.80

0.73

0.94

o.aa

o.as

o.ao

合計

5,700

549

2,504

2.647

304

642

1,胴6

1,171

103

925

435

10,396

1,355

126

618

sii

96

210

268

371

25

198

78

2,601

合計

7.055

675

3,122

3.258

400

852

1,384

1.542

128

1,123

513

12,997

54.3%

5.2%

24.0%

25.1g'o

3.1%

s.s%

10.6%

11.9%

1.0%

8.696

3.9%

100.03'0

良1台計

0.81

0.81

o.so

o.sy

0,76

0.75

0.81

0.76

o.ao

o.s2

0.85

o.ao

1ロ ー

良1合計

0.82

0,81

o.a2

o.a2

o.7s

0.79

o.so

0.77

0.76

o.s2

o.a2

禽前回調査では
、 「無回答」は集計していない



い
刈

表3-3-2巨 木の健全度と保護制度指定の有無との関係

一

保匝制度指定

健全度

し
巳 、

嬢

飲ハ

殻

∠、

、

口臨

A

健全度(※ 無回答を除く)

琳
良

a

8.491

5,549

1.759

599

58

152

184

951

2,310

82

183

14.223

59.746

39.0ｰYo

12.4%

4.2%

o.as%

1.1%

1.3%

8.7%

18.2%

0.6ｰk

i.3%

100,0%

不良

2.591

1.951

927

ass

17

48

38

217

851

33

44

4.588

58.5%

42.5%

20.2ｰx'0

4.3%

o.a%

1.0%

0.8%

4.7%

14.2%

0.79も

1.096

100.0%

樹 ・並木

6,558

8,487

1,833

2.817

381

554

285

542

1,220

123

281

13.308

49.35'a

48.8%

13.8%

19.7ｰ%

2.9%

4.296

2,1%

4.1%

9.2%

0.9%

2.0%

電00.0%

不良

1,895

2,031

737

887

78

135

125

215

373

23

49

3.775

44.9%

53.8%

19.5%

18.2%

2.0%

3.8%

3.39b

5.7%

9.9%

0.8%

1.3%

1000%

合
良

15,049
'12
,038

3,592

3,218

437

708

489

1,493

3,530

20s

444

27.529

54.7%

43.7%

13.0%

羽.796

1.8%

2:6%

1.7%

5.490

12.8%

0.7%

1.8%

1000%

不良

4.288

3.982

1,884

882

93

183

181

432

1,024

58

93

8.361

51.3%

47.696

19.9%

10.5%

t1%

2.296

1.9%

5.296

12.2%

0.7%

1.1%

100.0%

合計

19.335

18.018

5,258

4.098

53U

889

830

1,925

4,554

281

537

35.890

53.996

44.69も

14.6%

11.4%

1.5ｰ16

2.5%

1.8%

5.4ｰ16

12.7%

0.746

1.5%

100.046

良ノ合計

0.78

0.75

0.88

0.78

0.82

079

0.74

0.78

0.78

0.79

0.83

077

ロ ー

{v合 計

0.83

oso

0.75

0.83

0.75

0.82

0.83

0.81

0.88

0.82

0.82
●前圓醐査では

.「 無回管」は銀計していない一
保瞳制度指定

健全度

1

`'、

殻

殻く

航

'、

i

、

口公

s

健全度(※ 無 口答を除く)

単木

良
%

5.982

3.948

1.388

418

41

116

141

503

1.735

40

13

9,941

60.296

39,79'0

13.9%

4.29'0

o.a%

12%

1.4ｰYo

5.1%

17.5%

o.4%

01%

100.0%

不良
%

1.971

1.513

737

157

14

40

29

144

509

21

10

3,494

58.4%

43.3%

2t1%

4.5%

0.4%

1.1ｰ.6

0.8%

4.1%

14.890

0.8%

0.3%

100.0ｰk

樹 ・並木

良
%

5.077

3.875

1.578

800

221

449

224

458

994

82

Los

9,057

56.1%

42.8%

17.4%

8.8%

2.4%

5.0%

2.5%

5.1%

11.0%

o.s%

1.2%

100.0%

不a
%

1.418

1.338

672

229

87

114

80

189

298

12

18

2.772

51.2%

48.3%

24.2%

8.3%

2.490

4.1%

2.296

8.8%

10.8%

o.a%

0.8%

100.0%

合

%

11059

7.821

2.982

1.218

282

585

385

981

2729

122

118

18,998

58.2%

41.296

15.8%

6.4う6

1.4%

3.0%

看9%

5.1%

14.4%

0.8%

0.896

100.0%

不良

%

3.389

2.851

1.409

388

81

154

89

333

807

33

28

6,288

54.1%

45.5%

22.596

8.240

1.3ｰtb

2.5%

1.4%

5.3%

12.9%

0.5%

0.4%

100.0%

合計

%

14.448

り0672

4.371

1.802

343

719

454

1.294

3.538

155

144

25,284

57.2%,

42.2%

17.39'a

6.39も

t.ax

2.8ｰk

18%

5.1ｰ6

14.0%

0.6%

0.8%

100.0%

良ノ合計

o.ｻ

0.73

0.68

0.78

0.76

0.79

0.80

0.74

o.n

079

0.82

0.75一
保匝制度指定

健全度

5、

合

撲く

.卍 愉

z、

、

ロ獄

A

健全度(※無回答を除く》
琳

良

s

2.509

1.803

373

183

15

38

43

aae

575

42

170

4,282

58.8ｰk

37.40

8.70Yo

4.3%

0.4%

0.8ｰk

1.0%

to.sx

13.40

1.0%

4.0%

100.0%

不康

%

820

438

190

38

3

e

7

73

142

12

34

1,092

58.896

40.1%

17.4%

3.5%

0.3%

O.7%

0.8%

6.7%

13.0%

11%

3.1"6

100.0%

・並木

1.481

2.812

257

1.817

180

Los

81

84

228

41

158

4,249

34.9%

81.5%

s.o%

42.8%

3.8%

2.596

1.4%

2.096

5.3%

1.0%

3.7%

100.0%

不良
%

277

893

65

458

9

21

85

26

75

11

33

1,003

27.896

89.196

8.5ｰk

45.7ｰk

0,9%

2.1%

s.sx

2.6%

7.59も

1.1%

3.3%

100.096

合

良
5s

3.990

4.215

830

2.000

175

141

104

532

801

83

328

8,531

48.896

49.4%

7.4%

23.4%

2.1%

1.7%

1.2%

s.2%

9.4%

1.096

3.8%

100.O%

不度

897

1.131

255

498

12

29

72

99

217

23

87

2,095

%

42.856

54.0%

12.2%

23.7%

0.8%

t.ax

3.4%

4.7ｰ16

to.ax

1.1%

3.2%

100.09ら

合計
%

4.887

5.348

885

2,498

187
"170

178

831

1018

108

393

10.828

48.0ｰ%

50.3%

8.3%

23.5%

1.8%

1.89'0

1.7ｰd,

5.9%

9.B%

1.0%

3.7%

100.096

良1合計

0.82

0.79

071

0.80

0.94

0.83

o.ss

0.84

0.79

O.78

0.83

0.80



表3-3-3巨 木の健全度と信仰対象等の有無との関係

更 ・ データの△

信仰対象

健全度

一 り

一`

、 り

:g

口筑 ☆

ム ロ

単木
良

10,699

2,354

ire

179

675

421

14,506

73.8%

16.2%

1.246

1.2%

4.7%

2.9%

100.0%

不良

%

3,172

983

59

78

291

118

4,701

67.53'0

20.9ｰ

1.3%

1.7ｰYo

sz%

2.5%

100.0%

健全度 ※無・答を除く

樹林 ・並木

良

%

7.902

3,372

125

353

550

1,497

13,799

57.30Yo

24.49'0

0.9%

2.6%

4.0%

10.8%

100.0%

不良

2.180

1.049

41

り23

130

410

3,933

55.4%

26.7%

1.0%

3.1

3.39b

10.4%

100.0%

合計

良

18,601

5,726

303

532

1,225

1,918

28,305
禽前回調査では.「 無 回答」 は集計 していない

65.7%

20.2%

1.1%

1.996

4.3%

s.e%

100.0%

不良

%

5.352

2,032

100

201

421

528

8,634

62.0%

23.5%

1.2%

2.3%

4.9%

s.i%

100.0%

合計

%

23,953

7,758

403

733

1,646

2.446

36,939

64.8%

z1.o%

1.1%

2.0%

4.5ｰ10

6.6%

100.0%

良ノ合計

0.78

0.74

0.75

0.73

0.74

0.78

o.n

前 ロ ー 一

良1合計

0.83

0.78

0.72

0.76

0.77

0.81

…DD

給 信仰対象

健全度

り
一`

、 り

、日

ロ2監

A

単木

良

90

7,588

1,688

151

141

433

178

10,179

74.5%

16.6%

1.5%

1.4%

4.39'0

1.7ｰ/a

100.0%

不良
0

2,460

752

53

63

227

37

3,592

68.5%

20.9%

1.59'0

1.8%

6.3%

1.0%

100.0ｰ/a

樹林 ・並木

健全度 ※無回答を除く

良

%

5,228

2,353

106

276

454

1,040

9,457

55.3%

24.9%

1.1%

2.9%

4.8%

11.0%

100.0%

不良

%

1,537

763

34

101

119

347

2,901

53.0%

26.3%

1.2%

3.5%

4.1

12.0%

100.0%

合計

良

%

12,816

4,041

257

417

667

i,2is

19,636

65.3%

20.6%

1.3%

2.1

4.5%

6.2%

100.0%

不良
0

3,997

1,515

87

164

346

384

6,493

61.6%

23.3%

1.3%

2.5%

5.3%

5.9%

100.0%

合計

%

16,813

5,556

344

581

1,233

1,602

26,129

64.3%

21.3%

1.3%

2.2%

4.7%

6.1

100.0%

良1合計

0.76

0.73

0.75

0.72

0.72

0.76

0.75

D

信仰対象

健全度

無し
自`

タブ ー り

`

、日

口笠

A

単木

良

%

3,111

666

27

38

242

243

4,327

71.9%

15.4%

0.6%

0.9%

5.6%

5.6%

100.0%

不良

%

712

231

6

15

64

81

1,109

64.2%

20.8%

0.5%

1.4%

5.8%

7.3%

100.0%

健全度 ※無回答を除く

樹林 ・並木

良

%

2,674

1,019

19

77

96

457

4,342

61.6%

23.5%

0.4%

1.8%

2.2%

10.5%

100.0%

不良

%

643

286

7

22

11

63

1,032

62.3%

27.7%

0.7%

2.1

1.1%

6.1

100.0%

合計

良

%

5,785

1,685

46

115

338

700

8,669

66.7%

19.4%

0.5ｰ/a

1.3%

3.9%

8.1

100.0%

不良

%

1,355

517

13

37

75

144

2,141

63.3%

24.1

0.6%

1.7%

3.5%

6.7%

100.0%

合計

%

7,140

2,202

59

152

413

844

10,810

66.0%

20.4%

0.5%

1.4%

3.8%

7.8%

100.0%

良1合計

o.si

0.77

0.78

076

o.s2

0.83

o.eo



いo

表3-3-4 巨木の健全度と特記事項との関係

1㎞1・轍 データの舘11

特記事項

健全度

.し

り'、

鞭 ・施
・な 知 り ・

こ・ う し

の.

o匁

ム

健全度(※ 無回答を除く》

琳
良

0

10.219

3.595

598

19

123

302

2.448

t,oso

9

229

454

14.288

7t6%

25.2%

4.2ｰ6

0.190

0.9%

2.1ｰb

17.2ｰ6

7.4%

0.140

1.8ｰ10

3.2ｰ/ｰ

100.0%

不良
0

3,028

1,424

348

e

183

187

808

517

2

130

154

4.608

85.7%

30.9%

7.6%

0.19'a

3.5%

4.1%

17.5

11.2ｰk

o.o%

2.8%

3.3%

100.0%

樹林 ・並木

良
a

8,894

3,857

519

29

99

zoo

2.895

1,000

5

192

777

13.328

88.7%

27.4%

3.9ｰk

02%

0.7%

1.5%

21.7%

7.59'0

0.0%

1.4%

5.8%

100.0%

不良
0

2,514

1,177

250

8

58

48

859

533

t

es

佃2

3.793

68.3%

31.0

6.89'0

o,2%

1.5%

1.3%

22.8ｰk

14.1%

o.o%

1.7%

2.7ｰk

100.0ｰk

合

良
a

19,113 89.3%

7,252

1、斜5

48

222

503

5.343

2,050

14

421

1.231

27.596

28.396

4.0%

0.2%

0.8%

1.8'6

19.4ｰ.6

7.4%

0.196

1.5%

4.5%

100.O%

不哀

5,542

2、601

598

12

2り9

235

1,687

1,050

3

195

258

8.399

88.04'0

31.096

7.1%

0.1%

2.8%

i.a%

19.8%

12。5%

O.0%

2.3%

3.0%

100.0%

合計
e

24.855

9.853

1,713

80

441

738

7,010

3,100

17

818

1.487

35.995

88.59'a

27.490

4.8%

0.2%

1.2%

2.1%

18.5%

8.6%

00%

1.7%

4.1%

100.0%

劇 合計

0.78

0.74

0.85

0.80

o.so

0.88

0.78

0.88

0.82

0.88

0.83

0.77

ロ ー

良1合計

0.83

o.ｻ

0.72

0.81

0.81

0.75

0.81

0.73

0.83

0.88

081
禽前回調査では

,「 無回谷」は集計していない

暉 新データ u

特記事項

健全度

`、

u.

1・

口

s

健全度(※ 無 ・答を除く)

琳
良

%

7157

2.ess

474

18

91

232

1.784

771

7

153

119

9,941

72.0%

28.8%

4.8%

0.2%

o.s%

2.3%

17.9%

7.8%

01%

1.596

1.2%

100.0%

不良
%

2.371

1.088

288

e

117

147

827

395

1

83

35

3,494

87.9%

31.1%

7.7%

02%

3.3ｰk

4.2%

17.9%

個.3%

00%

2.4%

1.0ｰ%

100.0%

樹林 ・並木

痕
%

5.788

3.088

480

23

88

174

2.att

875

5

128

203

9,057

63.9'S'o

33.9%

5.3%

0.3%

109も

1.9%

28.8%

9.7%

0.1%

t4%

2.2%

100.0%

不良

%

1.797

957

232

a

51

43

872

439

1

54

18

2,772

84.85'0

34.5ｰk

8.4%

0.1%

1.8%

1.6%

24.2%

15.8%

o.o%

1.996

06%

100.0%

合

%

12.945

5.731

954

39

179

408

4.195

t.648

12

279

322

18,998

88.1%

30.2%

5.0%

0.2%

0.9ｰ%

z.t%

22.1%

8.796

0.1%

1.5%

1.7ｰ%

100.0%

不良

%

4.188

2.045

500

10

188

190

1.299

834

z

137

53

s,2ee

88.5%

32.896

8.0%

0.2%

2.7%

3.0%

20.7%

13.396

0.0%

2.2%

o.a%

100.0%

合計

x

17.113

7.778

1.454

49

347

598

5.494

2.480

14

418

375

25,284

677%

30.8ｰG

5.846

o.2x

1.4%

2.446

21.796

98%

0.1%

1.896

1.5%

100.0%

良ノ合計

076

074

ose

0.80

o.s2

0.88

0.78

ose

0.88

0.67

o.es

0.75

il鰍 データ ii

特記事項

健全度

ua.

ll

口竺

D

健全度(※ 無回答を除く)
琳

%

s.os2

930

122

3

32

70

884

279

2

78

335

4,327

70.8ｰk

21.5%

2.8%

0.1%

0.7%

t6%

15.3%

8.4%

0.046

1.8ｰ6

7.7%

100.0%

不良

ss

857

338

80

0

48

40

181

122

1

47

斜9

1,羽2

59.1ｰk

30.2%

7.296

0.0%

4.196

3.6%

18.3ｰ%

個.0%

01%

4.2ｰNo

10795

100.Ob

・並木

良

3.108

591

39

e

11

27

484

125

0

88

574

4,271

72.7%

13.8%

0.94E

0.1%

0.346

0.8%

斜.3%

2.9%

o.ox

1.5%

13,4%

100.09も

不食
x

717

zzo

18

z

5

5

187

94

a

1¶

84

1,021

70.2%

21.5%

1.896

0.2%

0.5%

0.5%

18.3ｰt6

9.296

0.09b

1.1%

8.2%

100.O%

合計

康
%

6.168

1.521

161

9

43

97

1.148

404

2

142

909

8,598

71.7%

17.7%

1.946

0.196

0.5%

1.196

13.4%

4.7%

0.0%

1.7%

10.8%

100.096

不良
x

t.374

558

88

z

51

45

388

218
1

58

203

2。信3

84.4%

26.19b

4.896

0.196

2.456

2.196

17.396

10.1%

o.ox

2.7%

9.5ｰ%

100.096

合計

7.542

2.077

259

個
94

142

1.518

820

3

200

1斜2

10,731

%

70.3%

19.4%

2.4%

0.1%

0.9%

1.3%

14.146

5.8%

o.ox

1.99b

to.ax

100.0%

良1合計

0.82

0.73

0.62

0.82

o.ae

ose

0.76

0.85

0.67

0.71

0.82

0.80



4.解 析 結 果

4.1巨 樹 ・巨 木 林 の 分 布 特 性

幹周 の特 に大 きい巨木 の分布特性 をみる と以下 のようで あった。

まず 、樹種 にかかわ らず幹周(株 立 ちの ものは主幹の幹周)が12m以 上の巨木 を抽 出 した(表3-4

-1) 。なお 、前回 は沖縄県 か ら報告 され たガジ ュマル は特異 な形状 の幹 であるため表 に掲 げてい なか っ

たが、今 回は掲 げた。

12m以 上の巨木117本 の都道府県別 内訳 にみ ると、39都 府県に分布 し、その中で鹿児島県が13本 と

最 も多 く、次いで山形県 、静岡県、福 岡県が各7本 、青森県が6本 、岐阜県 、沖縄県が各5本 と続 く・

樹 種別 内訳 をみる と、 出現す る樹種は10種 で、クス ノキが48本 、スギ24本 、イチ ョウ18本 で この3

種 で全体の3/4を 占め、以下カツ ラ11本 、ガジュマル 及びケヤキが5本 、アコウ ・スダジイが2本 ・イ

チイガ シ ・トチ ノキが1本 である。 この中で今 回の調査で新 たに確認された巨木 は、16本 で ある・・

参考 まで に表3-4-2に 、株 立ちの巨木 について、樹種 にかかわ らず幹周20m以 上 のもの を抽 出 し

た。19本 の うち、今回 の調査で新たに確 認 された巨木は、4本 である。

なお、以下 の表3-4-1～4で は、天然 記念物指定 の もの を除 き、所有者が個人 ・法人 ・不 明 の場合

にはその所在地 の表示 を限定 した。

60
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表3-4-1全 国最大級クラスの巨木(幹 周12m以 上!117本) [その1]

都道府県

冑森県

岩手県

秋田県

山形県

福島県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

所在地★

冑森市大字宮田字山下

西津軽郡深浦町北金ヶ沢字塩見形356北 金ケ沢塩見形

西津軽郡深浦町大字岩坂字湯野

上北郡七戸町字銀南木16番 地3

上北郡百石町字下谷地9

上北郡十和田湖町銀杏木16・2

久慈市門前1・111長 泉寺

山本郡ニツ井町

仙北郡太田町川ロ山国有林179林 班

東根市大字東根元東根本丸9206-10東 根小学校校庭

最上市金山神室山

最上郡最上町

最上郡真室川町高坂ダム入ロ近く

最上郡真室川町女甑山東側山麓

最上郡真室川町及位女甑山東斜面

飽海郡平田町大字小林字村中63

安達郡岩代町杉沢字平97

南会津郡下郷町中山

耶麻郡猪苗代町本町 天子神社

新田郡尾島町堀 ロ223,蔵 寺

入間郡越生町大字上谷630付 近

市川市八幡4丁 目八幡神社

富津市東大和田興源寺

安房郡天津小湊町清澄

御蔵島村南郷

御蔵島村ポロ沢

厚木市下荻野1114日 吉神社

足柄上郡山北町

足柄下郡湯河原町宮下355-2五 所神社

糸魚川市白山社

五泉市

東蒲原郡三川村岩谷

南魚沼郡塩沢町大字君沢851薬 照寺

樹種名

イチョウ

イチョウ

イチョウ

イチョウ

イチョウ

イチョウ

イチョウ

イチョウ

スギ

ケヤキ

加ラ

加ラ

加ラ

加ラ

加ラ

スギ

スギ

ケ性

ケヤキ

イチョウ

クスノキ

イチョウ

クスノキ

スギ

スダ ジ ィ

スダ ジ ィ

イチョウ

スギ

クスノキ

スギ

イチョウ

スギ

加ラ

幹周
(cm)

1,470

2,200

1,200

1,290

1,410

1,450

1,470

1,250

1,240

1,560

1,250

2,000

1,630

1,340

1,215

1,300

1,280

1,200

1,540

1,400

主幹鼎

(cm)

t500'

1,200

1,250

1,505

1,379

1,220

1,432

1,200

1,560

1,330

1,200

1,931

1,350

独特の呼称

宮田のイチ ョウー2

北金ヶ沢のイチョウ

石動(イ鵡ギ》の夫婦イチョウ

子安イチョウ

根岸のイチ ョウ

法量のイチ ョウ

長泉寺の大公孫樹(お おいちょう)

五輪台のイチ ョウ

オブ山の大杉

東根の大ケヤキ

金山川の大力ツラ神室瀬のカツラ

巨木群

権現山の大カツラ

女甑山の大カツラ

小林不動杉

杉沢の大スギ

八幡ケヤキ

天子のケヤキ

浄蔵寺の大イチョウ

大クスノキ

千本銀杏

環の大クス

千年杉(清 澄の大スギ)

御蔵島の大ジイ 南郷巨樹の森

ポロ沢巨樹の森

明神の楠

杉之当の大スギ

乳銀杏

将軍杉

薬照寺の大カツラ

保護制度

(A:国 指定、B:都 道府県 指定、C=市 町 ・指 定)

天然記念物等

天然記念物等B

天然記念物等C

天然記念物等B

天然記念物等B

天然記念物等A

天然 己念物等A

簸

自然公園Cその他制度

天然記念物等

自然公園B保安林 ・学術参考保護林等その他制度

無

自然公園C

自然公園C

天然記念物等C

天然記念物等Aその他制度BC

その他制度BC

その他制度BC

天然記念物等C

天然記念物等B自然公園C

天然記念物等A

天然記念物等B

天然記念物等

自然公園A

自然公園A

その他制度㏄

天然記念物等A自然公園B

その他制度CA

天然記念物等B

天然記念物等B

天然記念物等

天然記念物等B

新規

確認

0

0

0

0

0

0

O

O

0

0

0



表3-4-1全 国最大級クラスの巨木(幹 周12m以 上1117本) [その2]

都道府県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

大阪府

兵庫県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

徳島県

所在地費

魚津市

氷見市朝日本町

石川郡白峰村太田大道谷

大野市下打波13号19番 白山神社

中巨摩郡若草町

上伊那郡箕輪町大字中箕輪

下伊那郡根羽村月瀬

郡上郡白鳥町石徹白

郡上郡白鳥町石徹白

恵那郡加子母村小郷

恵那郡上矢作町大船山 大船神社

大野郡丹生川村 下保千光寺

静岡市郷島浅間神社

浜松市八幡町

熱海市来の宮神社

伊東市馬場町1丁 目16葛 見神社

賀茂郡東伊豆町奈良本国有林

賀茂郡河津町来ノ宮神社

田方郡函南町平井1116天 地神社

蒲郡市清田町下新屋

飯南郡飯高町赤楠水屋神社

南牟婁郡御浜町引作神社

門真市三ツ島1374三 ツ島神社

篠山市藤坂

養父郡関宮町大久保字ムネ畑1505番 地の3

伊都郡かつらぎ町町立笠田小学校北側笠田東,妙 楽寺

西牟婁郡串本町有田上有田神社

八頭郡河原町落河内

鹿足郡日原町堤田

勝田郡勝央町河原519

勝田郡奈義町高円

三原市糸崎神社

板野郡藍住町春日神社

板野郡上板町乳保神社

樹種名

スギ

イチョウ

トチノキ

加ラ

ケヤキ

ケヤキ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

スギ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

加ラ

スギ

クスノキ

クスノキ

加ラ

クスノキ

イチョウ

イチョウ

クスノキ

クスノキ

イチョウ

幹周
(cm)

1,560

1,200

1,300

1,390

1,472

1,245

1,379

1,400

1,205

1,204

1,360

1,220

1,300

1,300

2,390

1,500

1,200

1,500

1,350

1,430

1,663

1,570

1,340

1,200

1,260

1,400

1,220

1,290

1,250

1,200

1,348

1,300

1,205

1,723

主幹勲
(cm)

1,342

独特の呼称

洞杉

上日寺の大イチョウ

太田の大栃

白山神社のカツラ

三恵の大けやき

芝宮のケヤキ

月瀬の大杉

石徹自大杉

浄安杉

加子母大杉

弁慶杉

五本杉

雲立ちの楠

来の宮の大楠

葛見神社の大樟

シラヌタ大杉

来ノ宮神社の大楠

清田の大クス

水屋の大クス

引作の大クス

薫蓋樟のクス

ホ ー ドー 杉

十五社(ゾ ユウゴセ}の楠

落河内のカツラ

大元神社趾(畑)の 楠

河原の大イチョウ

菩提寺の大イチョウ

保護制度

(A:国 指定、B:都 道 ・ 指定、C:町 指定)

無

天然記念物等A

天然記念物等A

天然記念物等B

天然記念物等A

天然記念物等B

天然記念物等A

天然記念物等自然公園A

天然記念物等B

天然記念物等A

天然記念物等B保安林・学術参考保護林等その他制度BA

天然記念物等A

無

天然記念物等C風致地区

天然記念物等A

天然記念物等A

保安林 ・学術参考保護林等その他制度

天然記念物等A

天然記念物等B

天然記念物等A

天然記念物等C自然公園C

天然記念物等B

天然記念物等A保安林 ・学術参考保護林等その他制度

天然記念物等C

天然記念物等C

天然記念物等B

天然記念物等

天然記念物等B

天然記念物等BC

天然記念物等Cその他制度

天然記念物等A

天然記念物等C

天然記念物等B

天然記念物等A

新規

確認

0

0

0



巳

表3-4-1全 国最大級 クラスの巨木(幹 周12m以 上/117本) [その3]

都道府県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

所在地☆

麻植郡山川町川田市

三好郡三加茂町加茂

善通寺市伽藍

三豊郡詫間町志々島楠ノ倉

伊予三島市上猿田

須崎市大谷須賀神社

長岡郡大豊町八坂神社

土佐郡大川村小北川

甘木市八日町安長寺

太宰府市大宰 大宰府天満宮境内

糟屋郡宇美町宇美 宇美八幡宮

糟屋郡宇美町宇美 宇美八幡宮

朝倉郡朝倉町恵蘇宿

朝倉郡三輪町栗田

築上郡築城町下本庄 大楠神社

武雄市若木町大字川古7845・2川 古の大楠公園

武雄市武雄町大字武雄5334-2武 雄神社

武雄市武雄町大字武雄5563・2塚 崎

長崎市西小島1・1大 徳寺

南高来郡有明町大三束甲

南松浦郡奈良尾町奈良尾郷

郡上対馬町琴676-1

熊本市北迫町

八代市八王神社

宇土郡三角町上本庄

阿蘇郡南小国町満願寺

大分市大字八幡柞原八幡宮

中津市 蔦神社

大野郡清川村

玖珠郡玖珠町平井

宮崎郡清武町大字船引7074・3

東臼 郡椎葉村十根川 十根川神社

鹿児島市城山町22

出水市上鯖渕1581-10渡 瀬 口

樹種名

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

加ラ

クスノキ

スギ

加ラ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クス片

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

ア功

イチョウ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

スギ

クスノキ

クス片

イチイが シ

行 ヨウ

クスノキ

スギ

クスノキ

クスノキ

幹周
(cm)

1,235

1,300

1,236

1,400

1,500

1,800

2,560

1,380

1,200

1,250

2,000

1,570

1,800

1,200

2,100

2,100

2,000

1,360

1,345

1,300

1,200

1,330

1,330

1,270

1,490

1,240

2,100

1,200

1,200

1,200

1,320

1,330

1,300

1,215

主幹鼎

(cm)

1,500

1,850

独特の呼称

加茂の大クス

志々島の大楠

大谷のクスノキ

日本一の大杉

大樟

天神の森

蚊田の森

蚊田の森

隠家の森

大樟

川古の大楠

武雄の大楠

塚崎の大楠

大徳寺の大クス

松崎の大楠

あこう大樹

対馬琴のイチョウ

寂心さん

郡浦の天神クス

金毘羅スギ

清武の大楠

八村杉

城山のクス林

大井手の楠

保護制度

(A:国 指定、B:都 道 府 指 定、C:町 ・指定)

無

天然記念物等A

天然記念物等8

天然記念物等B

天然記念物等B保安林 ・学術参考保護林等

天然記念物等A自然公園C

天然記念物等A自然公園C

無

天然記念物等B

天然記念物等A自然公園C

天然記念物等AB

天然記念物等AB

天然記念物等A

天然記念物等C

天然記念物等A

天然記念物等Aその他制度BAそ の他制度CA

天然記念物等Cその他制度BAそ の他制度CA

天然記念物等Cその他制度BA

天然記念物等B

天然記念物等B

天然記念物等A

天然記念物等B

天然記念物等B都市公園C風致地区

風致地区

天然記念物等B

天然記念物等A

天然記念物等A

その他制度BAそ の他制度BA

天然記念物等Cその他制度BC

自然公園Bそ の他制度BA

天然記念物等A

天然記念物等A

天然記念物等A

天然記念物等C

新規

確認



表3一 。4-1全 国最大級クラスの巨木(幹 周12m以 上1117本) [その4]

象

都道府県

鹿児島県

沖縄県

所在地★

川辺郡川辺町飯倉神社

姶良郡蒲生町八幡神社

曽於郡志布志町山宮神社

肝属郡高山町塚崎

肝属郡大根占町城元旗山神社

熊毛郡上屋久町高塚山

熊毛郡上屋久町高塚山

熊毛郡上屋久町高塚山

熊毛郡屋久町

熊毛郡屋久町屋久杉ランド

大島郡徳之島町

石垣市真女乙御嶽

名護市字名護

島尻郡東風平町

島尻郡東風平町

島尻郡東風平町

樹種名

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

カ'ジ ュ覗

材 パ アコウ

ガ シ'ユマル

が ゾ ユマル

ガプ ユマル

ガ プ ユマル

幹周

(cm)

1,600

2,422

1,710

1,400

1,600

1,610

1,256

1,225

1,350

1,260

1,760

1,200

1,362

2,350

1,990

1,800

主幹勲

(cm)

独特の呼称

川辺の大クス

蒲生の大楠

志布志の大楠

塚崎のクス

旗山ノ樟

縄文杉

夫婦杉

翁杉

紀元杉
仏陀杉

ひんぷんがじゅまる

保護制度

(A:国 指定、B=都 道府県 指定、C:町 指 定)

天然記念物等AB

天然記念物等A

天然記念物等A

天然記念物等A

天然記念物等C

自然公園A

自然公園A保安林 ・学術参考保護林等

自然公園A

自然公園A

天然記念物等A自然公園A保安林 ・学術参考保護林等そ

の他制度AA

無

無

天然記念物等B

無

無

無

新規

確認

0

0

会天然記念物指定のものを除き
、所有者が個人 ・法人・不明の場合にはその所在地の表示を限定した

齢主幹とは株立ちの中で最大の幹の幹周を示す



a

表3-4-2全 国最大級クラスの株立ちの巨木(幹 周20m以 上119本)

都道府県

岩手県

山形県

石川県

長野県

京都府

奈良県

島根県

香川県

高知県

福岡県

大分県

鹿児島県

沖縄県

所在地★

大船渡市

釜 石 市 栗 林 町19・41。2

稗貫郡大迫町内川目稲荷神社

稗貫郡大迫町山祇神社

二戸郡一戸町一戸字小井田

最上郡真室川町男甑山南西山麓

金沢市広坂2丁 目県庁前

上伊那郡箕輪町中箕輪3735番 地

宇治市東笹取中畑9岩間寺境内

宇陀郡菟田野町桜実神社

宇陀郡榛原町大字高井

大原郡大東町日原神社

小豆郡土庄町宝生院

長岡郡大豊町八坂神社

春日市春日1丁 目110春 日神社

大分市大字八幡柞原八幡宮

熊毛郡屋久町栗生神社

熊毛郡屋久町

国頭郡今帰仁村

樹種名

加ラ

加ラ

加ラ

加ラ

加ラ

加ラ

スダ ジィ

加ラ

加ラ

スギ

スギ

加ラ

ミヤマヒ●ヤクシン

スギ

クスノキ

クスノキ

が プ ユマル

カ.シ9ユマル

ガ ジ ュマル

幹周

(cm)

2,010

2,860

3,000

2,050

2,130

2,020

2,581

2,158

2,106

2,000

2,500

2,090

2,130

2,560

2,818

2,100

2,831

2,000

2,340

主幹勲

(cm)

400

599

250

335

235

500

515

310

1,156

800

500

1,100

730

1,500

610

1,850

900

320

独特の呼称

明神カツラ

千本桂

山祇桂

小井田の千本桂

地蔵鞍の大カツラ

堂形のシイ

岩間寺のかつら

高井の千本杉

宝生院のシンパク

日本一の大杉

中間ガジュマル

真金森のガジュマル

保護制度
A:国 指 定、B:都 道府県指定、C:市 町村指定)

無

天然記念物等C

天然記念物等C

無

天然記念物等C

天然記念物等 自然公園C

天然記念物等A風致地区

天然記念物等C

その他制度

天然記念物等A

天然記念物等B

天然記念物等B

天然記念物等A

天然記念物等A自然公園C

天然記念物等B

天然記念物等A

無

天然記念物等C

無

新規

確認

0

0

0

0

☆天然配念物指定のものを除き
、所有者が個人 ・法人・不明の場合にはその所在地の表示を限定した

齢主幹とは株立ちの中で最大の幹の幹周を示す



さらに、各都道府県別に最大級クラスの巨木を145本 抽出した(表3-4-3)。

その結果、前回同様九州各県の巨木の幹周は他の県 に比べて大きい傾向がみられた。また、樹種は比較

的限 られており、中で もクス ノキ、スギ、イチョウ、カツラの出現する割合が高かった。前回と比べる

と、イチ ョウよりも多かったケヤキは減少した。

クスノキは、東海以南の各県において大半を占めている。また、スギは北海道 ・岩手県か ら中国、宮崎

県 にかけての多 くの県に出現 していた。同様 に、イチ ョウも広範囲に出現するものの東 日本が中心であ

った。カツラはスギ と同じように広範囲に出現 し、ケヤキは主に東 日本に多 く出現 していた。 この傾向

は、前回とあまり変わ らない。

この他、特徴的なものとして、北海道 のイチイ、沖縄のガジュマルがあげられる。これらの樹種は、そ

れぞれ両県の自然環境の特性を表わ していると考え られる。なお東京都では、スダジイが 占めたが、こ

れは伊豆諸島におけるものである。

この中で今回の調査で新たに確認された巨木は、14本 である。
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表3-4-3都 道府県別最大級クラスの巨木[そ の1]

都道府県

北海道

胃森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨堀県

栃木県

群馬県

埼玉県

干葉県

東京都

神奈川県

樹穏名

イチイ

加ラ

スギ

仔 ヨウ

仔 ヨウ

行 ヨウ

イチョウ

スギ

スギ

行 ヨウ

イチョウ

シイノ

イチョウ

スギ

スギ

ケヤキ

加ラ

加ラ

スギ

ケヤキ

ケヤ

スギ

ケヤキ

行ヨウ

スギ

ケヤキ

スギ

スギ

ケヤキ

仔 ウ

行 ヨウ

クス井

スギ

イテヨウ

クスノキ

スギ

スダゾ イ

スダジ イ

スダジイ

仔 ヨウ

所在地倉

士別市西士別町

歌志内

公
一島町

青森市大字宮田字山

西津 卵'町 北金ヶ沢字塩見形356北 金ケ沢塩見形

ヒ 田 ・ 町

久慈市門前1・111泉 寺

稗貫郡大迫町内川目久出内白山 社
=町 越 字杉

柴田郡柴田町入間田字雨乞

具B丸 森町字 四反 田17

百理 亘理町

山 ニツ井町

北郡太田町

山 内 ・静 56

東 艮 大字東 元東 艮本丸9206・10東 根小学 父校庭

又上 最上 町

又 室 川町 官坂ダム入口覧く

安 岩 町杉沢字平97

四.郡 郷町

猪 町

高萩

東茨城郡小川町 馬場

久慈 大子町 金沢

上都賀 菓野町日光 社

都賀郡壬生町大字上 葉2001円 宗寺

男 ・ 臼原町 八

石氷 公井田町大字坂本字道全

婁 妻町 町

蔵

飯 ヒ市 山

入間 越生町大字上谷630付 近

ヒ企 1大 1198萩 日士 境内

川 八4丁 目八

富津 東大和田興源寺

安 "、 町淀

利 島 ・
'蔵 島

・ 郷

'蔵 島
・'口 沢

厚 荻野1114日 吉

幹周

(cm)

750

910

700

1,470

2,200

1,450

1,470

1,150

1,160

1,150

1,160

1,0灌5

1,250

1,240

1,180

1,560

2,000

1,630

1,280

1,200

1,540

991

1,160

1,126

1,005

900

1,065

1,000

1,000

1,400

i,ooo

1,500

935

1,200

1,250

1,505

1,188

1,379

1,220

1,432

主幹勲

(cm)

独特の呼称

祖神の松

世継の桂

宮田のイチ ョウー2

北金ケ沢のイチョウ

法量のイチョウ

長泉寺の大公孫樹(お おいちょう)

自山杉

雨乞のイチョウ

大銀杏

五輪台のイチョウ

オブ山の大杉
齢の大杉

東艮の大ケヤキ

権現山の大カツラ

杉沢の大スギ

八幡ケヤキ

天子のケヤキ

安良川の爺杉

豊年杉

円宗寺のケヤキ

杉

五郎の大杉

槻ノ木

蔵 の大イチョウ

高山 動大イチョウ

大クスノキ

児 杉(畦 チスギ)女 杉(双 ギ)

本銀杏

環の大クス

!(簿 澄の大スギ)

水施設周辺の巨樹群

御蔵島の大ジイ南郷巨樹の森

ポロ沢巨 の森

保護制度

その他制度

A:国 指 定 、B:都 ・、 指 定 、C:町 ・指 定)

その他制度

その 制BA

天然記念物等

天然記念物等B

天然記念A

天然記念物等A

天然記念物等C

天然記念C

天然記念物等Aその他制度CA

天然記念物等B

天然記念A

無

自然公園Cその他制度

天然記念B

天然記念物等

無

無

天然記念物等Aその他制度BC

その他制度BC

その 制BC

天然記念物等A

天然記念物等C自然環境保全地域B

天然記念C

天然記念物等C

天然記念物等B

天然記念A然 公Aそ の 制 ㏄

天然記念物等C

天然記念物等A

然記念C

天然記念物等B自然公園C

天然記念物等B自然公園C

天然記念C天 然記念B然 公C

天然記念物等A

天然記念物等B

天然記念

然公園A

然公園A

然公A

その他制度㏄

新規

確認

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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表3-4-3都 道府県別最大級クラスの巨木[そ の2]

都道府県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

樹種名

スギ

クスノキ

スギ

スギ

カツラ

スギ

スギ

イチョウ

スギ

イチョウ

トチノキ

加ラ

ケヤキ

カツラ

トチノキ

スギ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

スギ

スギ

スギ

スギ

クス井

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

スギ

クス井

クスノキ

クス片

加ラ

加ラ

ケヤキ

トチ井

スギ

加ラ

クスノキ

所在地「

足 上 山北町

足
覧亀隅原 町355-2五 再

、魚川市白山社

東 ・原=川 ・

沢町 大字 沢851`照

魚'

魚'大 沢字前田632

氷見 日 町

金沢 板ヶ"町 八 神

七尾市百海町伊影山

'1峰 ・太 大"

大 打波13号19番 白山神社

大 友兼5号2番 専福寺

南 今庄町岩谷
△庄 町 　

巨 早川町下湯島山王 社

中巨摩 草町

北巨 ・玉町

上田市 安曽

上 男 箕 大字 中箕12284

男 馬 ・月

郡上 白鳥町石徹自

恵那郡上矢作町大船山

大 丹生川 ・ 光

歎海 来の宮神

伊東市馬場町1丁 目16葛 見神社

賀 茂 毎四'町 ノ

・郡 清田町 新屋

新城 日吉字 ノ腰28

茂 旭町杉 字 前19

飯南 飯高町水屋

南牟婁郡御浜町引 神

鳥

大津市内畑町岩間山正法寺

犬上 多賀町向之倉

犬 多賀町尼子

音 五泉町君尾山

相楽郡和束町八坂神社

北桑 山町芦生

寝屋川市上 田2丁 目2-11田 天満

周

(cm

1,200

1,560

1,330

1,931

1,350

1,560

1,180

1,200

1,165

1,135

1,300

1,390

1,120

1,000

1,000

1,110

1,472

1,190

1,173

1,245

1,379

1,400

1,360

1,220

2,390

1,500

1,500

1,430

1,090

1,175

1,663

1,570

1,150

1,100

1,160

975

1,040

1,000

995

1,050

主 轍

cm

独特の呼称

の

杉
0照 の大カツラ

洞杉

大沢の地鎮杉

日 の大イチ ョウ

太 の大ト

白山 のカツラ

専福寺の大ケヤキ

湯島の大杉
=恵 の大けやき

芝 のケ性

月 の大 ン

徹白大杉

弁慶杉

五 杉

の宮の大

葛見 社の大

ノ の大

清田の大クス

杉 の ノ

水屋の大クス

引 の大クス

オオトチ

ぎおんスギ

田天満 くす

纈

A: 定 、B: ・ 指 定 、C:町

天然記念 等A然 公B

その CA

天然寵念 等B

天然記念 等A

天然 念B

無

天然記念 等B

然記念A

天然記念 等C

天然配念 等B

然 念A

天然記念 等B

天然記念 等A

無

紐

天然記念物等C

天然記念 等A

天鉄 念A

無

天然記念 等B

天然 念A

天然記念 然公A

天然記念物等B保安林・学術参考保護林等その他制度BA

天然 念A

天然記念 等A

天然記念 等A

天飲 念A

天然記念 等A

天然記念 等C

鉄 念A

天然記念 等C鉄 公C

天然記念物等B

天鉄 念B

無

天然記念B

天然記念B

安林 ・学'参 考 護林等

天然記念 等B

公

その 制C

新規

確聰

O

0
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表3-4-3都 道府県別最大級 クラスの巨木[そ の3]

都道府県

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山ロ県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

樹種名

クスノキ

ケ

加ラ

スギ

ス ●

クスノキ

ケヤキ

スギ

クスノキ

クス井

クスノ

加ラ

スダジ イ

加ラ

スダ シ●イ

加ラ

クス井

スギ

ス'

加ラ

イチョウ

イチ ウ

クスノキ

スギ

イチョウ

クスノキ

スギ

クスノ

行 ヨウ

クスノキ

クスノ

クスノキ

クス片

クスノキ

カツラ

クスノキ

加ラ

クス井

加ラ

ス ●

所在地禽

『真 三 ツ島1374=ツ 島

ヒ ヒ 町 地

山 坂

多可 加美町鳥嚇青玉 地内

父 町大久 ム1505地 の3

、良 日 町 日大
'井 天

士 ●'1
・玉

刃賀 粉河町大

かつらぎ町町立笠田小学莫北側笠田東妙 こ寺

町

八頭 河原町落河内

東白 東白町 場

日 ・ 、 嚇 ・ロ

八 八 ・志 多備

大原 大東町日原

鹿 日原町堤田

西郷町 西

岐 郷

岡山 真庭 川上村

田 勝央町

、義 町官

三原 、崎

賀茂 戸河内町梶ノ
8唐
町 173

山口

山 須々万 郷飛龍八

'、

上 町乳

山川町川田
==茂
鮨寺 藍

通 藍

町志 々 ノ

予三島 上猿田

周 丹原町北田

多,町 大

須 大"須 賀

土 大川 ・

八

周

cm)

1,340

1,195

1,200

1,080

1,260

1,120

1,100

1,000

1,142

1,400

1,220

1,290

1,140

1,170

1,140

2,090

1,250

1,100

1,100

1,000

1,200

1,348

1,300

990

960

990

1,050

1,020

1,723

1,235

1,300

1,236

1,000

1,400

1,500

1,140

1,170

1,800

1,380

2,560

主 轍

cm)

1,100

1,342

1,500

独特の呼称

薫蓋樟のクス

の大けやき 無のケヤキ)

夫婦(メ朴)杉

'・一 ド ー,

軸宮 大

十五社(ジ ュウゴセ}の

落河内のカツラ

白書の大椎

大元神社趾()の 楠

八百杉

マ"ス

笠 のカツラ

河原の大イチョウ

菩 の大イチョウ

り大

大玉杉

クスの森

志々島の大

土居の大グス

大"の クスノキ

日 一の大,

謹制度

A:国 指 定 、B:都 ・ 指 定 、C:町 嚇 定)

天然紀念 等Aそ の他制C

天然 念A

天然記念物等C

天然記念 等B

天然 念C

風致地区 ・ 地 全

無

天然記念B然 全地B

無

天然記念 等B

天然記念

天然記念物等B

天然寵念 等A

天然記念C

天然記念 等C

天然記念 等B

天然記念物等BC

天然記念物等A然 公園A

天然記念A然 公A

天然記念 等Cその 制度

天然記念 等Cその 制度

然記念A

天然記念 等C

天然記念 等B

天然記念B

風致地 ・ 地保全地区

天然記念 等A

然 念A

天然記念 等A

笹

然 念A

天然記念 等B

天然記念 等B

天然記念B

天然記念 等 安林 ・学'参 考 謹林等

天然記念 等C

然!A

天然記念物等A然 公C

然記念 然ハC

新規

確認

0

0
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表3-4-3都 道府県別最大級クラスの巨木[そ の4]

都道府県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

樹種名

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クス片

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

イチョウ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クス井

イチイガ シ

イチョウ

クスノキ

イチョウ

スギ

クスノキ

クスノキ

ガ ジ ュマル

カ・ジ ュマル

カ'シ9ユマル

カ●シ9ユマル

所在 地費

粕屋 宇美町宇美1・1・1宇 美八幡宮

朝 朝倉町恵蘇宿

城町

武雄 若 町大字川7845-2川 古の大楠公

武雄 武雄 町大字武雄5334-2武 雄神

町 一5563-2塚

長崎 西小島1-1大 徳寺
盲

明町大=東 甲2114・1森 本寛 搾

対馬町大 琴676・1

熊 北迫町

八 八王

土=

大分市大字八幡 原八

中津

大野 清川 ・

玖 町

崎郡,武 町大字船 引7074・3

東諸 高岡町去川

臼 ・十1

良郡・生町八 社

於 志布志町山宮

大島.之 町

島尻 東風 町

島尻 東風 町

島尻郡東風平町

周

(cm

2,000

t800

2,100

2,100

2,000

1,360

1,345

1,300

1,330

1,330

1,270

1,490

2,100

1,200

1,200

1,200

1,320

1,120

1,330

2,422

1,710

1,760

2,350

1,990

1,800

主 蝋

cm)

t850

独特の呼称

蚊田の森

隠家の森

川 の大

武雄の大

塚 の大

大徳寺の大クス

松 の大

対馬琴のイチョウ

寂心さん

剛の天 クス

清武の大

去川のイチョウ

八 ・杉

蒲生の大

志布志の大楠

護制度

A:ヒ 定 、B: ・ 指 定 、C:町 ・ 定

天然記念 等AB

天然記念物等A

然記念A

天然記念 等Aそ の 制度BAそ の他制度CA

天然記念 等Cそ の他制度BAそ の 制度CA

天然 念Cそ の 制BA

天然記念 等B

天然記念 等B

天然記念B

天然記念 等B都市公C

風致地 ・ 地 全

天然記念B

天然記念物等A

その他制度BAそ の 制度BA

天然記念 等Cそ の 制BC

然公Bそ のlBA

天然記念物等A

天然記念 等A

天然記念A

天然記念物等A

天然記念物等A

無

無

無

簸

新規

確認

0

禽天然記念物指定のものを除き
、所有者が個人 ・法人 ・不明の場合にはその所在地の衷示を限定した

鮪主幹とは株立ちの中で最大の幹の幹周を示す



次にわが国の代表的な樹種24種 について、樹種別に幹周(株 立ちのものは主幹の幹周)最 大級の巨木

を258本 を抽出した(表3-4-4)。 その結果、半数以上が1つ の県で占められている樹種は、イチイ

(長野県)、カツラ(山 形県)、サワラ(長 野県)、 シイ(東 京都)、ツガ(鹿 児島県)、及びガジュマル(沖

縄県)で あった。

また、これ らの樹種において最大級の巨木が分布する県は、長野県が19本 、次いで鹿児島県が18本 で

あり、以下、山形県、福島県、東京都が12本 、青森県及び沖縄が9本 であった。

なお、参考にカツラの株立ちについて10本 を抽出したところ、そのうち6本 が岩手県に分布 していた。

258本 の中で今回の調査で新たに確認された巨木は、39本 であった。またカツラの株立ちでは10本 の

うち3本 が新たに確認された。

前回調査では比較的人目にっきやすい社叢等の巨木が多 く抽出されたが、今回調査の結果(新 規データ)

では、山林等大面積の樹林の巨木が数多く確認され、山間部にも調査が及んだ結果 と考えられる。

しか し、山林部の調査はまだ緒 に就 いたばか りであり、今後も巨木を単木としてではなく、周辺環境も

含めて保全するといった取 り組みの観点からも巨木林の調査をさらに進める必要がある。

図3-4-1に 、樹種別 にみた幹周別 の本数 を示す。 上記の各最大級 の巨木の位 置 がわか る。いずれ も

20㎝ 区分のグラフで、12m以 上はま とめて示 した。

71



鵡

表3-4-4樹 種別全国最大級クラス[そ の1]

樹種★

アコウ

イチイ

イチ ョウ

エノキ

都道府県

知

崎

県

宮崎県

鹿児島

鹿児島

鹿児島.

鹿児島県

鹿児島県

北海道

北海道

山瀦

長野県

野県

野

県

岐 県

襯
青塩

青串

青幕

岩手

馬県

奈'1

岡山県

徳島県

福島県

茨城

茨城

鳥取県

鳥取県

徳島県

徳島県

鳴県
貞知

所在地舶

土佐,水 市

江 之浦

北松 ・1、 賀

ゴヒ公・君¶レ』、 賀

松 、良尾 奈朗 郷334・2田

宮

指宿
`寺

鹿児島郡三島村 島

鹿児島 十島 里 の

肝 }

熊毛 屋久町平内

垣 女 乙

芦別市

士別 西士別町

巨 早'1町

長 国見

佐久 白山

上水内 戸隠 寸

上水内郡戸 寸

上水内 鬼無里 ・

大 郡荘'1寸惣則
自 ・ツ メタ"

森 大字自田字山

軽郡深浦町北金ヶ沢字塩見形356北 金ケ沢塩見形

上北 百 町

上 ヒ郡十和田3町

久慈 『前1-111泉 寺

田郡尾島町浄蔵寺

市 荻野1114日 吉

勝田郡奈義町高

板野郡上 町乳

676-1

郡山市湘南

城 小田

茨 御前山村 居

束自郡泊村筒地

西自郡会見町

葵馬 一宇挙赤羽根大師

葵馬郡一宇村

三好郡池田町
一一岡

寸芳生野字 2859芳 生 寺

cm

980

1,120

1,020

950

1,200

950

1,100

950

965

1,000

1,003

1,200

s20

750

590

goo

610

645

640

650

795

690

1,470

2,200

1,410

1,450

1,470

1,400

1,432

1,348

1,723

1,330

640

680

650

720

750

870

676

776

650

主幹離禽

cm

1,342

独特の呼称

あこう大

黄金 公

の公

七面山の大イチイ

見の行イ

いぼ 、む し

ッメタのイ イ

宮田のイチ ョウー2

ヒ金ケ沢のイチョウ

根岸のイチ ョウ

法量のイチ ョウ

泉寺の大∠ (おおいちょう)
髄蔵寺の大イチョウ

寺の大イチョウ

・ の'

浜 のエゾエノキ

赤羽根大師の大エノキ

アジャリさん

山の さんの榎

護 定制度

A: B・ C:

天然 己念A然 凋

天然己念B

無

無

天然己念A

その 度CC

無

無

無

天然記念 等C

無

その 度BA

その 制度

天然記念 等B

天然記念C

天然記念物等C

無

撫

天然記念 等B

天然記念 等B

妖6己念

天然一念物等

天然記念 等B

天然 己念 等B

天然記念A

天然記念物等A

天鉄記念 等C

その 度OC

天然記念A

天然一己念 等A

妖 念B

無

無

天然 己念 等B

天然記念C

撫

天然記念 等B

無

無

無

新規

確認

0

0

0

0

傭…琴

アコウ

アコウ

アコウ

アコウ

アコウ

アコウ

アコウ

アコウ

アコウ

アコウ

アコウ

オオパ アコ

イチイ

イチイ

イチイ

イチイ

仔イ

イチイ

イチイ

行イ

イチイ

チイ

行 ヨウ

行 ヨウ

行 ヨウ

仔 ヨウ

行 ヨウ

行 ヨウ

仔 ヨウ

仔 ヨウ

仔 ヨウ

チ ウ

1ゾ エ片

エノキ

エノキ

エノキ

エノキ

エノキ

1ノキ

エノキ

エノキ
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表3-4-4樹 種別全国最大級クラス[そ の2]

樹稠曹

エノキ

カシ

カツラ

※単幹

カヤ

クスノキ

都道府県

熊

京

島

広島県

広島

熊

熊

熊

大分

大分

大分

山形県

山形

山 多

山 ヨ

山 ヨ

潟

鳥

愛媛

季

宮堀

島

島

島

馬

玉

愛知

兵

岡

知

岡

岡

岡

賀

賀

大分

鹿児島

児

所在地蝕

八 ざ 坂 ・ 之内

ヒ 田 京 ヒ町字田貫白山 社

簸川 田町大字 村(受地地区)狭 社

尾道 山波艮神社

日 原

玉名 三加 町猿懸

上益城 船町

球 山江 寸

大 ll寸

宇 安心 熊野

心 蔵

最上郡金山町

最上 上町

最上 真富'1町由坂ダム入ロ近く

最上郡真室川 女 山 側山麓

上 真室川町女 山 余

魚} 沢町大字君沢851薬 照寺

大野 打波13号19番 白山

八頭 河原町落河内

予三島 上猿田

土 大'1

磐 大 猿沢

、 志波姫町, 43双 寺

達 町万正寺

田 船引 大字上 字町207

双葉 塩具

足Il

勢多 富士見 ・ 室金沢賢

与野"4丁 目

屋 屋城
'、

熱淘 の

須崎 大"須 賀

屋 宇 1・1・1宇

恵

上 堀 庄

町大 字ll7845・2'1の 大1、 園

武雄 武雄 大字一5334-2武 雄

大分 大孚八 原八

,生 町八

於 志 志

幹周

cm

700

790

785

800

770

853

820

800

x.200

840

815

1,250

2,000

1,630

1,340

1,215

1,350

1,390

1,290

1,500

1,380

780

730

870

740

770

820

810

760

810

735

2,390

1,800

2,000

1,800

2,100

2,100

2,000

2,100

2,422

1,710

主幹 禽蝕

cm

1,850

独特の呼称

上十町のイチイガシ

淡島さんのイチイガシ

金山川の大カツラ神室瀬のカツラ巨木群

権現山の大カツラ

女 山の大カツラ

照寺の大力ツラ

白山神社のカツラ

落河内のカツラ

猿沢のホウキガヤ

万正寺の大カヤ

長法寺のかやの

塩具の大カヤ

横室の大カヤ

大加

建 のヒダリマキガヤ

大谷のクスノキ

蚊田の

の

'1の 大

武雄の大

}生 の大

護指定淘度

A:昌B: .昌 、C=

無

無

無

天妖記念物等B

安 ・学'参 考 護 等 自然公園へ

天然記念B

天然記念 等C

天然記念物等C

天然記念物等Cその他制度8C

天然記念物等C

天然 己念Bそ の CA

自然公園B保 安林・学術参考保謹林等

無

献鴻C

然公C

天然記念物等8

天然 己念 等B

天然記念物等B

天然 己念 安 ・学'参 考 謹林等

天然記念 等B

無

天然'己念物等 その他 瞳8C

天然記念 等C

天然記念物等Cその他制度βC

天然記念物等C

天然記念物等A

天然 己念 等A

天然記念A

天然 己念A

天然 己念物等A

天然一己念 等A自 然公C

天然 己念AB

天然己念A

天然 念A

天然 己念Aそ の 度BAそ の1度CA

天然 己念Cそ の1度BAそ の他 度CA

天然記念A

天然 己念A

..己 念A

新規

確認

0

0

O

0

0

備考

1ノキ

ツクA・ネカ●シ

アカが シ

ウパ 幼'シ

アカガ シ

仔 イカ●シ

行イがシ

行イガシ

イチ仙●シ

行イガシ

行イカ'シ

加ラ

カツラ

加ラ

加ラ

加ラ

加ラ

加ラ

カツラ

加ラ

加ラ

カヤ

カヤ

カヤ

加

カヤ

カヤ

カヤ

カヤ

カヤ

カヤ

クスノキ

クλノキ

クλノキ

クλノキ

クλノキ

クスノ専

クλノキ

姐ノキ

クスノキ

クス片
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表3-4-4樹 種別全国最大級クラス[そ の3]

樹種費

ケヤキ

サクラ

サワラ

シイ

スギ

都道府県

山形県

福島県

福島

福島県

茨城県

山畢1県

山軍1県

長野県

野県

仙形県

山 多県

山 ヨ県

福島県

福島県

福島

山梨県

岐阜

佐賀
哩

岩手県

福島県

茨城

長野県

長野県

長野県

長野県

長野県

岐阜県

宮城県

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

鳥取県

千葉県

所在地蝕

東根市大字東根元東根本丸9206-10根 小学校校庭

会津若松市神指町大字高瀬字五百地

南会津郡下郷町

麻郡猪苗代町

東茨城郡小川町 馬場

巨摩 草町

北巨摩郡須玉町根古屋

上田市古安曽

上 那郡箕輪町大字中箕輪12284

ヒ ヒ 垂

鶴岡市馬場町

井

長井市

福島県 達郡川俣町

耶麻郡西会津町野沢字原町

河沼郡柳津町大字細入字清水尻

北巨摩郡武川村山{2778番 地

本巣郡根尾村

伊万里市

口

遠野市上附馬牛19-81早 池峰神社

いわき市川前町上桶売字沢尻5一ロ

久慈郡金砂郷村上宮河内西金砂神社

伊男肺 吹上

駒ヶ根市

上 那郡辰野 平出2362御 陵塚(中 村姓祝殿)

下伊那郡上村馬老沢

木曽郡三岳村6188

大野郡朝日村
・28印

亘理郡亘理町

利島村

三宅島 寸

三宅島村

御蔵島村南郷

御蔵島村ポロ沢

御蔵島村南郷

御蔵島村ウスナンゴ

東伯郡東伯町宮場

八 八鯉 ・志

安房郡天津小湊町清澄

cm

1,560

1,180

1,200

1,540

1,160

1,472

1,190

1,173

1,245

1,195

870

i,osi

900

1,386

860

900

1,060

920

1,140

1,099

690

1,000

ssi

800

600

sso

740

720

960

650

1,015

1,188

1,060

1,040

1,379

1,220

1,370

1,120

i,iao

1,140

1,505

主 献

cm

858

1,164

独特の呼称

東 の大ケヤキ

高瀬の大ケヤキ

天子のケヤキ

三恵の大けやき

芝宮の帥キ

の けやき のケ キ

草岡のサクラ

久保桜

常泉寺のシダ固のクラ

化け桜

細越の種蒔桜

山高の神 ざ桜

淡墨の桜

明星桜

沢尻の大 ヒノキ(サ ワラ)

西金砂のサワラ

御陵塚のサワラ

若宮のさわら

七本サワラ

集水施設周辺の巨樹群

坪田林道の巨樹群

坪田林道の巨樹群

御蔵島の大ジイ 南郷巨樹の森

ポ0沢 巨樹の森

掘井戸のシイ南郷巨樹の森

うすなんご巨樹の森

伯書の大椎

千年杉(清 澄の大スギ)

保護指定制度

A:島 、B・ .昌.Cl ヒ

天然記念物等

天然記念物等Aその他制度BC

その他知度BC

その 制度8C

天然記念物等C然 環境 全B

天然記念物等A

天然記念A

無

天然記念物等B

鉄記念A

都市公園Cそ の他制度:BA

天然記念物等C

天然記念物等A

その他制度BC

その他制度BC

その 制度BC

天然記念物等A

天然記念物等A

.鯉 」'

無

天然記念物等A

天然記念物等B

天献記念物等B

無

天然記念物等C

無

天然記念物等C

天然記念物等B

妖記念C妖 ∠B

天然記念物等A

自然公園A

自然公園A

自然公園A

自然公園A

自然公園A

自然公園A

自然公園A

天然記念物等A

妖記念C

天然記念物等

新規

確認

0

0

O

0

0

0

0

0

備考

ケヤキ

ケ性

ケヤキ

ケ性

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケ性

ケヤキ

ケヤキ

エト●ヒカ0ン,アス・マヒカ.ン

エト.ヒカ●ン,アス・マヒカ●ン

エド ヒカ・ン,アス・rrヒが ン

工卜・ヒカ・ン,アス.マヒカ●ン

サトザクラ

エト・ヒカ●ン,アλ'マヒガ ン

エト●ヒカ●ン,アス●マヒカ.ン

ヒが ンザクラ

サクラ

エト・ヒカ9ン,アλ・マヒカのン

サワラ

サワラ

サワラ

サワラ

サワラ

切ラ

胸ラ

切ラ

サワラ

サワラ

シイ片

スダプ ィ

スダジ イ

スダジ ィ

スダジ イ

λダプ ィ

λダジ ィ

スダジ ィ

スダジ イ

スダジ ィ

スギ
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表3-4-4樹 種別全国最大級クラス[そ の4]

樹種舎

スギ

タブノキ

ツガ

トチノキ

都道府県

潟県

新濁

富山

野

岐

岐

知
心崎県

鹿児島

茨城

県

東京都

奈'1

石'1

n

京 ・

島根県

佐賀

山

山 塁1

奈良

熊本県

鹿児島県

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

富山

n

石川

野

艮野

京 ・

兵庫

兵

所在地蝕

.、魚'1市 白 山社

原郡三'1寸

魚津市

伊男 根羽 寸月瀬

上郡白鳥町石徹白

恵那郡上矢 町大船山

艮岡郡大豊町八坂 社

臼 村十根川

熊毛 上屋久町{塚 山

毛

鹿島 波崎町舎1

山田町山ノ台

西多摩 奥多摩町古野附

愛 ・'1寸

珠'宝 立町 原15口 日 社

羽 富来町大福寺 瓜神社

峰山町

飯 三刀屋町 尾 社

公" 田町大木

礪波 寸天王山

山 翠1勝 ♪町

野郡十津川寸

球 水上 寸市 社の参道

熊毛郡屋久町屋久杉ランド

熊毛 屋久町安房 道

熊毛 屋久町荒川

熊毛 屋久町 山歩道

熊毛 屋久町淀'1小 屋 側

毛 ・1'、1

'1郡朝日町大

石川
"寸 雄谷上流

。

ll白 峰村太田大道谷

大野市 原

今庄町岩谷

伊男 上 寸

福島町

楢'1寸 賛'1

綾。 五泉町君見山

萸 町大"1049小'

1553

幹周

cm

1,330

1,931

1,560

1,379

1,400

1,360

2,560

1,330

1,610

1,350

824

857

807

900

760

780

810

785

850

890

600

530

600

565

910

690

627

610

590

520

900

950

1,300

870

1,000

1,050

870

888

1,040

962

920

主幹 慶鱈

cm

1,500

独特の呼称

ノ之当の大スギ

将軍杉

洞杉

月瀬の大杉

慶杉

日 一の大杉

八村杉

縄文杉

元杉

波崎の大タブ

府馬の大クス

古里附イヌグス

シバノ木

狩場の概

太田の大栃

トチの巨木

出尻のトチノキ

オオ トチ

小長辿の大トチ

の 生上

穫指定制度

A:昌B: C:

天然記念 等B

天然記念物等A

無

天然記念物等A

天然記念物等自然公園A

天然記念 等B保 安林 ・学術参考 謹 等その他制度BA

天然記念物等A自 然公園C

天然記念物等A

然公園A

餓1A

天然記念 等B

天然記念物等A

天然記念物等B

その他制度B

無

天然記念 等C

無

無

天然記念物等Cその他制度BA

無

天然記念物等C

無

自然公園B

天然記念物等A自然公園A保安林・学術参考保護林等その他制度AA

自然公A

天然 卍念物等A自 然公 安 ・学術参考保謹 等

天然記念 等A自然公

然公園A

然環境 全止

妖 鴻

安 ・学'参 考保護 等

自然公園A

天然記念物等A

天然記念 等 安 ・学'参 考 護 等

無

無

無

天然記念BC

保安 ・学'参 考 謹 等

天然記念物等8

天然 念C

新規

確認

0

0

O

備考

スギ

スギ

λギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

λギ

スギ

9プ ノキ.イ,ク9λ

タブ ノキ,イコク.ス

タブ ノキ,イ3ク。ス

タブ片,行 グλ

タブノキ,イコグス

タブノキ.イコグス

タブ井

タブノキ.イヨグλ

タブノキ,イヨグλ

タブノキ,イヌグス

ツガ,トガ

効'.ト が

ツカ'.トガ

ツガ.トが

ツガ.トが

ツが.トガ

ツガ.トガ

ツが,トガ

ツカ',トガ

ツが.トガ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチ持

トチ井

トチノキ

トチノキ

トチ持

トチノキ

トチノキ

トチ持
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表3-4-4樹 種別全国最大級クラス[そ の5]

樹種★

ニレ

ヒノキ

ブナ

ホル トノキ

都道府県

ヒ海道

ヒ淘道

北海道

岩手県

岩手県

手
白城県

栃木

栃木県

群馬県

、ll

福島

茨城県

石川県

山梨県

岐 県

岐阜県

岡山県

高知県

宮崎県
白

青

青串

秋田県

秋田

火田県

山形県

山形

東京

東京

岡

東京都

岡

岡県

静岡県

静岡県

島県

川県

愛媛県

賀県
自

所在地蝋

旭'1 日'1南16丁 目旭川下兵村記念館

桧山 上ノ国町小森

十勝郡浦幌町 内

盛 岡 手代 廓21・22-2法 社

水沢市佐倉河字一本木

岩手

加葵 色麻町

日光市西ノ,北

日光
'郡妙義

老 3881地

岩瀬郡天栄 寸大字牧之内字竜生

男珂 瓜連町静 社

石川 尾ロ 寸大汝国有林1021林 班い小班

富士 田市上吉田5558北 口本宮富士浅間神社

岐阜市

恵那郡上矢 町上村恵男

上房郡賀陽町吉川

高知県高岡郡窪'1町折合

東臼杵郡椎葉寸大久保

臼 五 ケ

軽郡浪岡町県民の森25林 班

津軽郡浪岡町県民の森26班(梵 珠山)

仙北郡角館町

仙北郡角館町小影山

仙北 田三 町

最上郡真室川町男曽山西側斜面

最上郡戸沢村

西多摩 奥多摩町 沢

多摩郡奥多摩町

田 原 原生

小笠原 寸母島

熱淘 上野地

熱海市玄蕃屋敷

伊東 宇 葵峰熊野神

賀茂郡河 町峰字樹11531番 地地先神社

南市長生町北内王子 社

大川 引田町 誉田神社

宇摩郡土 町寸山 社

三養基郡北茂安町

cm

575

s20

soo

587

925

670

590

610

575

590

750

710

700

878

765

sso

754

770

990

800

782

830

800

860

ss2

810

560

635

600

570

640

631

590

570

640

soo

562

560

570

580

630

主 蝕

cm

655

独特の呼称

迎える

法領のタモ

コブニ レ

馬のハルニ レ なんじゃもんじゃ

観責堂のヒノキ

笠木

折合の大ヒノキ

大久保 ヒノキ
'大 ヒノキ

ブナ日本一和賀山塊

里 山の株立ブナ

名栗沢のクロブナ

関東一のブナ

原生

コブノキ

御神木

のホル トノキ

護指定制度

A:昌 、8: c. 己

無

無

無

天然配念物C

天然記念 等C

無

無

然公A保 安 ・学術参考保護 等

自然公園B

天然記念B

その 制度BC

無

然公園A保安林・学術参考保護林等

天然記念物等C

天然記念物等B

保安 ・学術参考保護 等

無

無

天然記念物等B

無

安林・学'参 考 護林等その他制度B自 然公園C

保安 ・学術参考保謹林等その他制度B自 然公園C

自然公Cそ の他制度

自妖公園C

然公C保 安林・学術参考保護林等

自然公園C

自然公園C自然環境保全}

自然公園A

自然公園A

然 墳 全土B

自然公園A安 林・学術参考保護林等

風致地区 ・緑地 全地区

天然記念物等C風 致地区 ・緑地保全地区

無

無

天然龍念物等B

その他制度

天然記念 等C

天然記念A

新規

確認

0

0

0

0

0

0

0

0

0

備考

Aルニレ.ニレ

ハルニレ,ニレ

筋 ニレ、ニレ

ハ艦 レニレ

コプニレ

ハルニレ,ニレ

Aルニレ,ニレ

Mニ レ,ニレ

ハルニレ,ニレ

ハルニレ,ニレ

ハルニレ,ニレ

ヒ片

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒ片

ヒノキ

ヒ井(単 とみなす)

ヒ井

ヒノキ

ブ ナ

ブ ナ

ブ ナ

ブ ナ

ブ ナ

ブナ

ブナ

イ,フ'ナ

イヌブ ナ

フ'ナ

シマ翻 ト井

ボルトノキ,モカ'シ

ボルトノキ,モカ.シ

ボルトノキ.モカ・シ

ボルトノキ,モカ●シ

糾ト片

鵜 トノキ

ホルトノキ,モカ.シ

ボルトノキ,モカ.シ

ボルトノキ.モカ.シ
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表3-4-4樹 種別全国最大級ク ラス[そ の6]

樹種脅

マツ

ミズナラ

ムクノキ

モミ

都道府県

手

堀
面城

山 三

潟

潟

島

広島

山口

川

火田

次田

火田県

京

岐

鳥

三置

兵

、

鳥

島

岡山

醐
熊

大

馬

馬

兵

島

知

熊

所在地蝕

浅虫浅虫馬場山302林 班

弘前 弘 公 三の丸

罰 岩泉町

町払'1

歌1尾

最上 最上町 法田

両 7

ヒ、 原 黒'1寸

渡 町丸山

簸'1大 町

安芸 ノ 浜

ヒ 脇 沢 ・字田ノ 越山

ヒ 町小 多山 ヒ

ヒ 太田

ヒ 太田町

多摩 奥多 町タワ尾

男 内 寸

勇 ・ 内 ・

郡 島 ・カヤノ

大

大 一 ノ沢

賓 芸 芸・ 幽

用 三日月

五

月

邑 川 大字 原

田 英田 覧 字Ul1537・2

丹原 観 堂

熊 七巻天

心

大飯 大飯

男須郡塩原 大

妻 大字大道246

妻 大字 沢渡1370-1伊 賀野

山 大山 庵手

馬 一 白山

多 土 ・

ヒ ヒ 大字 字城650

cm

660

647

soo

650

630

770

600

sso

sio

600

610

600

700

939

1,130

925

730

751

940

690

no

710

730

950

990

850

831

830

830

805

810

900

840

629

650

761

633

7BO

645

760

630

主 蝕

cm

独特の呼称

馬場山のアカマツ

紅葉ヶ岳の 公

月崎の黒松

山 様の大松

村雨のマツ

黒ll村の傘松

公

白砂青 公

金袋山のミズナラ

山の

の大ムク

三明の大ムク

二見の大ムク

川のムクノキ

のモミ

賀野のモミ

一 の大モミ

王様のモミの木

社の

瞳指定 度

A・ ヒ 、B・ .昌 、C: 唱

無
㌶C

天然卍念物等C

然公B保 安 ・学'参 考 林等

天然記念C

天飲記念 等B

天然記念 等B

無

然公園A

無

天然 念B

無

然公C

然1C

自然ノC

然公A

天然 念B

安 ・'参 考保謹 等

無

無

妖㌶A ・'考

天然 己念A

天然 念物B

天然 念A

無

無

無

天然記念8

無

風致地 ・ 地 全地

無

天然記念B

然 鴻 安 ・'参 考 謹 等

天然 己念 等C

天然 念B

無

天然己念B

無

その 度B

新規

確認

O

0

0

0

0

0

0

0

0

備考

ア加ツ

アカクロマツ,アイク・ロマツ

カラマツ

ア加ツ,メマツ

クロでツ,オマツ

ア加ツ,メマツ

如蹴加ツ

ア加 ツ.メでツ

姐 マツ,加ツ

クロでツ.オマツ

如 マウ,加ツ

如 マツ.加ツ

如η1加ツ

ミズ ナラ

ミλ'朽

ミズ朽

ミス'ナラ

ミズナラ

ミズナラ

ミλ'ナラ

ミズナラ

ミλ'ナラ

ミス'朽

ムク井

ムクノキ

ムクノキ

砂持

砂 ノキ

ム〃 キ

ムクノキ

砂ノキ

ムクノキ

ムクノキ

モミ

ウラシ.0モミ,夕●ケモミ

モミ

モミ

モミ

モミ

モミ

モミ



表3-4-4樹 種別全国最大級クラス[そ の7]

樹種☆

モミ

その他

都道府県

兵

鹿児島.

沖

沖縄県
・ 県

沖

沖縄県

所在地蝕

臼

赤 上郡町637法

大島 之島
"字 謹

謹 字久志368・1久 志 堂

島尻 風 町

島尻 風 町

島尻郡 風 町

島尻 風 町

島尻 東風

伊良部町

幹周

cm

690

660

963

1,760

1,362

1,000

2,350

1,990

1,800

1,100

1,100

1,085

主 鹸

cm

独特の呼称

槙 ノ(ビ ャクシン)

ひんぷんがじゅまる

久志 富堂のガ ジュマル

ヤスルガジュマル

定 疲

A: B; C:

然 境 安 ・学'参 考 謹

飲 '

天然龍念物B

無

天然 己念B

無

無

無

無

無

無

無

新規

確認

0

備 …考

モミ

モミ

イフ.キ,ヒ・ヤクシン

ガ シ'ユ筋

ガジュ砺

がジ ュマル

ガジ ュマル

ガ シ●ユ叫

がゾ ユマル

ガジ ュでル

がゾ ユマル

がジ ュマル

お

カツラ

※株立ちの

総幹周

岩手

手

岩季県

岩季

岩手

手

山 ヨ

京都 ・

兵庫

島根県

ご市

遠 小友町32・50

釜石 市 町19・41-2

二戸 一戸町一戸争 、 田

神貫 大迫町 神

貫 大迫町山

最上郡真室ll町 里曽山 山麓

宇治

朝

境内

田山 ノ内

大原郡大東町日原神社

2,010

1,940

2,860

2,130

3,000

2,050

2,020

z,ios

1,920

2,090

400

200

599

235

250

335

500

1,156

200

1,100

加ラ

日 加 ラ

小井田の 桂

山 桂

地蔵 の大カツラ

岩間 のかつら

こもろぎ 、 の大カツラ

無

天然己念C

天然己念C

天然己念C

天然一卍念 等C

無

天然 己念 然!C

その 度

天然 己念A

天然記念物等8

0

0

0

加ラ

加ラ

加ラ

加ラ

加ラ

加ラ

加ラ

カツラ

カツラ

加ラ

費樹種は我が国の代衷的な24種 及びその他に集約したもので、樹種名は備考欄に龍載
鹸天然記念物指定のものを除き、所有者が個人 ・法人 ・不明の場合にはその所在地の表示を限定した
★蝕主幹とは株立ちの中で最大の幹の幹周を示す



図3-4-1樹 種別幹周別の本数[そ の1]

アコウ(288本)
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図3-4-1樹 種別斡周別の本数[そ の2]

、
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図3-4-1樹 種別幹周別の本数[そ の3]
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図3-4-1樹 種別幹周別の本 数 【その4]

1
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図3-4-1樹 種別幹周別の本数[そ の5]
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図3-4-1樹 種別幹周別の本数[そ の6]
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図3-4-1樹 種別幹周別の本数[そ の7]
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図3-4-1樹 種別幹周別の本数[そ の8]
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図3-4-1樹 租別幹周別の本数[そ の9]
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4.2大 都 市 にお け る 巨 木 の 賦 存 状 況

大都市における巨木の賦存状況をみるため、政令指定都市毎の巨木の類型別件数、測定巨木総数を集計

し、結果を表3-4-5に 示 した。

政令指定都市の中では、東京(23区)が 測定本数1,205本 で最も多 く、次いで福岡市(203本)、 京都

市(162本)、 札幌市(123本)の 順であった。

これ らの都市は、大面積の緑地や公園、巨木 を有する社寺が多いことがその理由と考えられる。これ ら

の巨木 の多い都市の特徴 として、歴史のある大面積の緑地を有 していることや、市内に社寺が多いこと

などがあげ られる。なお今回、東京都世 田谷 区か ら多数の新規データを提出された ことから、まだ都市

内の個人邸や社寺などに未確認の巨木が存在 していることが予想される。

表3-4-5政 令指定都市

政令指定都市

し

葉

京23

浜

京

戸

ヒ九

ム ー1Ψ 均

単木

本

16

55

64

707

21

23

64

32

55

25

25

39

199

1,325

樹林

本

101

17

27

492

1

111

18

31

27

14

4

843

並木

本

s

2

s

19

33

合計

本

123

72

93

1,205

21

23

65

162

73

56

52

53

203

2,201

面積

km2

1,121.12

788.09

272.08

621.45

434.64

人ロ

万人

182.06

100.63

88.60

812.18

341.64

144.351124.83

326.45

610.22

221.27

549.94

741.63

484.18

338.29

217.23

145.92

259.70

149.36

113.05

100.90

133.92

面積

(Km2》 あ

た り 数

0.11

0.09

0.34

1.94

0.05

0.16

0.20

0.27

0.33

0.10

0.07

0.11

o.so

0.34

人ロ1万

人あたり

数

o.ss

0.72

1.05

1.48

o.os

0.18

0.30

1.11

o.2s

0.37

0.46

0.53

1.52

0.67

※人ロ、面積は平成12年7月1日 現在(出 典:東 京都及び各市役所統計資料)

(人ロは推計人ロ)
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4.3巨 樹 ・巨木 林 と人 との 関わ り

巨木 と人 との関わ りとしては、大きく分けて木材生産 ・観光などの直接的な利用を通 した関わ り方 と、

信仰 ・故事などの精神的なつながりによる関わり方、及び保護管理等による関わ り方とがある。

(1)直 接 的 ・精 神 的な 利 用

巨木林の直接利用の集計結果(新 規データ)表3-2-27に よれば、「特に利用 していない」が全体の

76%を 占め、大部分の巨木林が直接的な利用 の対象になっていないないことが明か となった。また利用

されている巨木林では、観光 ・レクリエーション ・公園として利用されているものが 「その他」も含め

た利用全体の75%、 一方木材生産などの伐採を目的とした利用が19%で あり、伐採に関連する利用率は

低いものの、巨木も伐採の対象 となっていることがわかる。前回は、「特に利用 していない」が65%、 利

用されている巨木林で、観光 ・レクリエーション ・公園として利用されている ものが 「その他」も含め

た利用全体の54%、 一方木材生産などの伐採を目的とした利用が18%だ った。巨木の利用が増えている

こと、特に、観光 ・レクリエーション ・公園 としての利用が大きく伸びた こと、それに比して林業的利

用はあまり変 らないことがうかがわれる。

また、精神 的なっなが りにっいては、信 仰 ・呼称 ・故事等 がいず れにつ いて も 「無 し」が 「有 り」 を大

き く上回 って お り(表3-2-23・24・25)、 この傾 向は前回 と変わ らない。 ただ し、上記結果 は調査 対象

とした全巨木 についての結果 であ り、幹周6mを 超 えるような代表的な巨木 の場合 には、独特の呼称 「有

り」が 「無 し」 を上回 ってお り、人 との関わ りも深 いものも多い と考 えられ る(付 表一13)。

故事 ・伝承(新 規データ)と して具体 的にその内容 が記述 されていたのは、295件 であ り、全体 の約2.5%

に過 ぎないが、 「有 り」 の約 半数(58%)に 達 した。前回は、 「有 り」 の45%に 内容 の記述があ った。そ

の記載内容 を概略、分類す ると表3-4-6の よ うになる。

歴史 的な人物や事件 との係 わ りに関する ものが109件 で最 も多 く、次いで、災難 か ら逃れる等 の ご利益

が あった り願 を掛 けるものが99件 、 ご神木 、 ご神体 等、神 と して あがめた り、寺社 の境 内や 山門等 の神

域 にあ るものが33件 、境界木、一里塚等 の 目印や防風林 ・防砂林等、実 際的な 目的 に利用 して いるのが

17件 となっている。前回 と比べると、順位 の1位 は同 じだが、2,3位 が逆 になった。
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表3-4-6故 事 ・伝承の分類(新 規デー・タ)

分

A.神 として崇める。傷 つけた り切 った り

すると、たた りがある。

[33件]

B.災 難か ら逃れる。 ご利益がある。

願 掛け、祈願。

[99件]

C.歴 史的な人物 ・建物 ・事件との係わ り

[109件]

D.実 際に利用

[17件]

E墓 標、供養 [7件]

F.占 い [3件]

G.異 相 [0件]

H.そ の他 [20件]

1.関 係 な し [7件]

詳

1.

2.

3.

4.

ご神体、ご神木、たたりがある

神社の参道、寺の境内など神域を表す

根元や傍らにほこらや仏像を設置

蛇、天狗、鬼などが住む等の言い伝え

5.

6.

7.

8.

9.

守護神、災害からの守護

子育て、子授かり、乳、夜泣き

相生、結婚、縁結び

病、けがの回復

豊穣、生産

10.偉 人 お手植えの木

11.歴 史的人物や事件 との係わ り、記念樹

12.シ ンボル、名残

13.境 界木、一里塚 、標木等の 目印など

14.防 風林、防砂林 、防火など

15.墓 標、犠牲者の供養

16.占 い、季節の変化、予兆

17.変 異、奇態、な にかの形に似ている

18.そ の他(名 前の 由来等に関する記述)

19・ 関 係 な し

(19)

(1)

C9)

(4)

(28)

(1ら)

C9

(24)

(23)

(6)

(84)

(19)

(11)

(6)

(7)

(3)

(0)

(20)

(7)

全 止 数 295件

前 ・デ ー タ

(132)

(41)

(37)

(49)

(62)

(81)

(13)

(18)

(7)

(172)

(522)

(13)

(75)

(28)

(61)

(22)

(10)

(120)

(28)

ち501件

☆重複回答有り

(2)保 護 管 理 等

巨木 と保護制度 との関係(更 新データ ・新規データ、表3-2-28)を みると、その53%が 保護制度

の適用 を受けておらず巨木の保護方策の拡充整備が今後の課題 と言える。一方、保護制度の指定を受 け

た巨木は、単木で41%、 樹林で52%、 並木で44%で あり、樹林及び並木がなんらかの保護の指定を受け

ている割合が高い(表3-2-29)。 しかし、保護の指定及び特記事項(具 体的保護行為)と 巨木の健全

度 とのクロス集 計結果 をみると、保護の指定あるいは保護行為が必ず しも健全度を高めているとは言え

ず(表3-3-2・4)、 この傾向は前回と変わらない。ただし、伐採された巨木のうち保護指定 を受け

ていなかったものが8割 近 くあ り(p46参 照)、 保護指定制度が何らかの形で歯止めとなっていることが

うかがわれたが、さらに現行の保護策の内容 について検討する必要がある。
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5.総 括

巨樹 ・巨木 林調査結果 を全国的 な視点か ら集計 ・解析 した。 と りまとめた 内容 を整理す る と、以下 のと

お りである。

(1)巨 木 の本数

前回調 査 の巨木本 数 と今 回の調査 で実際 に測 定 され幹周等 のデー タが報告 され た巨木 の総数 は、

単木、樹林及び並木 を併せて64,479本 であった。 この内、単木は33,203本 、樹林 は29,248本 、

さ らに並木 は2,005本 であ った。樹林及び並木 の実測本 数約3,000本 、推定本数約21,000本 につ

いて は、前回調査 の推定本 数約68,000本 との重複 も含 まれ ると推測 され、 この点 を勘案 する とわが

国 の巨木 の本数は約132,000～156,000本 程度 と推測 される。

(2)巨 木 の樹種

最 も数が多かった樹種 は、 スギであ り(14,869本)、 次いでケヤキ(9,452本)、 クス ノキ(5,926

本)、 イチ ョウ(4,855本)、 スダジイ(4,830本)の 順 で、前回 と順位 は変わ らなかった。

(3)巨 木の大 きさ

胸高直径1～2mの 巨木は約29,000本 で あ り、全体の78%を 占めた。次いで1m以 下 の ものが約

6,000本(15%)、2～4.9mの ものが約2,500本(6.5)と なってお り、5m以 上のものは32本(0.1%)

であった。

(4)巨 木 の所有者

巨木 の所有 者で最 も多 かった のは寺社で、全体 の57%を 占めてお り、 この割合 は前回 とほぼ同 じ

であった。

(5)巨 木 の周 囲の状況

巨木 の周 囲 の状況 は、樹林が最 も多 く、樹 林 の内訳 をみ ると、社叢等 の小面積 の ものが3,373件

(29%)、 山林等大面積 の樹林 に位置するものは3,249件(28%)と ほぼ同 じで あった。前 回調査で

は比較 的人 目にっ きやす い社 叢等 の巨木が 多 く抽 出され、今 回は山間部 に も広 く調 査が及 んだ結果

と考え られる。

(6)巨 木 の健全度 と周 囲の状況等

巨木 の健全度 と周 囲の状況 との関係 をみ る と、 巨木 の健全度 が大 き く影響 を受 ける傾 向は明瞭 と

はいえなか った。 この傾向 は、前 回 とほぼ同 じであ る。 また、健全度 と保護 制度 指 定 の有 無 との関

係 については、 自然環境保全地域に指定されている場合 に健全度 がやや高い傾 向が うかが われ た。

(7)鳥 類 あるいは獣類 の生息 状況

巨樹 ・巨木林 にお ける鳥類 ある いは獣類 の生息状 況 について は、 生息が有 りと報告 され た ものは

鳥類で全体 の8.5%、 獣類で全体 の4.1%と 少なか った。

(8)巨 木 の欠損 と健全度

巨木 の欠損 の程 度 は、単木で は欠損有 りと報告 された のは43%で 、46%は 欠 損が無 い と報告 され

た。一方、樹林 ・並木では、欠損有 りが51%、 無 しが38%と 、欠損無 しに対 して有 りが高か った。

また、健全度 につ いては、巨木の74%が 健全度 良 と判 断された ものの、不 良のものも20%と 少なく

なか った。樹種別 にみる と、サ クラが特に健全度 不良の割合が44%と 高 い値 を示 していた。次 いで

前 回同様 にイチイ 、カ シ、カ ツ ラ、サ ワラ、 シイ 、タ ブ ノキ、ニ レ、 ミズナ ラ、 ム クノキ等で も健

全度が不 良 の割合が20%以 上 にのぼってお り、 さらに今回はエ ノキ、カヤ、ケヤキ にお いて も健全

度が不良の割合が20%程 度 となっていた。
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(9)巨 木 と人文 的項 目

信 仰対象 等 とな って いる巨木は全体 の約22%を 占めた。樹種別 にみる と、 スギ、 シイ、サ ワラ、

ヒノキ で は信仰 の対象 とな っている ものが3割 近 いことが特徴的 であ った。 また、独特 の呼称 ・名

称 の有 る巨木 は全体 の16%程 度 を占め、前 回同様 にイチ イ、サ クラ、 マツでは30～40%が 呼称 ・

名称 がある ものであった・巨木に まっわる故事 ・伝承 が有る と報告 された ものは全体 の5.6%程 度で、

大 半 の巨木 につ いては故事 ・伝承等 はなか った。 巨木 の視 認性 について は、多 くの巨木(72%)は

目立 つ ものであった。巨木 の直接利用が され ているのは全体 の5.5%で 、76%の 巨木 については直接

利用 はされていなかった。

(10)巨 木 の枯 死 ・伐採 ・消失等

「枯 死、 伐採、消 失等 」 について1,660件 の報告があ った。枯死は、雷 による焼失 、台風 による

倒木 、マ ツクイム シ等 の病 虫害で枯 れた もの等 で、927件 であった。原 因の記載 の あった ものを樹

種別 にみ る と、マ ツはマ ツクイム シによる ものが75%、 スギや ケヤキ では台風 ・大風 による ものが

共 に80%と 極 めて高い割合 を示 した。伐採 等 は、人為的な原 因による伐 採の ことで、540件 が報告

され た。伐採 の原 因つ いて記載の あった内訳 をみ ると、再 開発 ・区画整 理 に係る もの、道路拡幅等 に

伴 う もの、 ダム建 設 ・河川 改修 に伴 うもの、社殿改築や隣地建築 工事等 に伴 うもの、 日照や落 ち葉 の

苦情 ・危 険のため等 で あった。伐採 した巨樹 ・巨木林 につ いて、保護 指定 制度 の有無 をみた ところ

101件(19%)が 有 り、426件(79%)が 無 しで、保護 指定制度 が伐採 に対 して なん らか の歯止め

にな って いる ことが うか がわれる。消失 は、対象 となる巨樹 ・巨木林 が現実 にそ の場 所 には存在 し

な い、現 存 しない、切 って しまっ た らしい等 で 、193件 が 報告 された。1,660件 は、回答 のあった

追 跡調査票28,576本 の5.8%に 当た る。

(11)巨 木 の保護制度指定 の状況

巨木 の保 護制度指 定 の状況 は、指定無 しの ものが約54%、 有 る ものが約45%と な ってお り、前

回は 「有 り」が29%だ った のに対 し約1.5倍 となった。 これは、今回の調査 の回答 者が市町村であ

るため ・保護 制度 について 把握 して いた こ とが影響 した ものと考 え られ る。指定 され ている保護 制

度 の 内容 と しては、天 然記 念物等 の指定が 最 も多か った。胸高直径別 に保 護制度 指定 の有無 をみる

と、胸高直 径が2m以 上の ものについては保護制度指定 がある ものの方が多 く、 これは前回 と変 わ

らない。一 方、胸 高直 径が2m以 下の樹木 につ いては、単木 ・樹林 ・並木 とも保護 制度 の指定 がな

い方 が多 か った。樹種 別 にみると、イチイ 、カヤ、サ クラは天然記念物 に指定 され て いるものが多

か ったが 、ブナ、 ミズナ ラでは自然公園内にある場合が多 く、 これは前 回 と変わ らなか った。

(12)全 国最大級 の巨木の分布特性

幹周(株 立 ち のものは主幹)が12m以 上の巨木117本 の都道府 県別 内訳 にみ ると、39都 府

県 に分布 し、 その 中で鹿児島県が13本 と最 も多 く、次 いで 山形県、静岡県 、福 岡県 が各7本 、青

森県 が6本 、岐阜県、沖縄県が各5本 と続 く。樹種別内訳 をみ ると、出現する樹種 は10種 で、 ク

ス ノキが48本 、スギ24本 、イチ ョウ18本 でこの3種 で全体の、3/4を 占め、以 下カツラ11本 、

ガジュマル及びケヤキが5本 、ア コウ ・スダ ジイが2本 、イチイガ シ ・トチノキが1本 であった。

各都 道府県 毎 の最 大級 の巨木 は、樹 種が 比較的限 られて お り、中で もクス ノキ、 スギ、イチ ョ

ウ、カ ツ ラの 出現す る割 合が高か った。前 回 と比べる と、イチ ョウよ りも多 かっ たケヤキは減少 し

た。

わが 国 の代 表的な 樹種24種 につ いて、樹 種別 に最大級 の巨木 を整理 した結 果、そ の多 くが分

布 する県 は、長野県(19本)、 次 いで鹿児島県(18本)で あっ'た。以下、 山形県 、福 島県、東京都
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が12本 、青森県及び沖縄が9本 などであった。また、大都市(政 令指定都市)で 巨木の本数が多

かったのは、東京(23区)が 測定本数1,205本 で最も多く、次いで福岡市(203本)、 京都市(162

本)、 札幌市(123本)の 順であった。

(13)巨 木 と人との関わり

巨木 と人 との関わ りについて、故事 ・伝承について報告(新 規データ)の あった295件 について

整理 した結果、歴史的な人物や事件のいわれを伝えるものが109件 と最も多く、次いで災難か ら逃

れる等のご利益があったり願を掛けるものが99件 などであった。

(14)巨 木 と保護指定制度 との関係

巨木の53%が 保護指定制度の適用を受けておらず、巨木の保護方策の拡充整備が今後の課題 と

言える。伐採された巨木の8割 近くが保護指定を受けていなかったことから、保護指定制度が何 ら

かの形で歯止めとなっていることがうかがわれたが、さらに現行の保護策の内容について検討する

必要がある。
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以上の結果 を踏まえ、我が国の巨樹 ・巨木林の保全の動きと今後の保全方策のあり方等にっいて整理 し

た。

昭和63年 度(1988)に 実施された前回調査(巨 樹 ・巨木林調査)を 機に、全国で巨樹 ・巨木林の保全

を巡る様々な動きが生まれた。巨樹 ・巨木林を通して身近な自然を見直す機運が高まり、昭和63年 に 「第

1回 巨木を語ろう全国フォー ラム」が兵庫県柏原町で開催 され、以来郷土 の自然環境の保全 と自然に対

する認識の高揚を目的として、各地の自治体によって毎年全国フォーラムが開催されてきている。

また、平成5年(1993)に は、当時の環境庁自然保護局自然環境調査室の主導のもとで、巨樹 ・巨木

林を愛する人々の輪を広げ、全国的なネッ トワーク作 りを推進するために全国巨樹 ・巨木林 の会(事 務

局・東京都台東区)が 設立 され、本調査においても多数の全国巨樹 ・巨木林の会会員の協力を得ることが

できた。

平成元年(1989)に 巨=樹の里宣言を行った東京都奥多摩町は、平成6年(1994)に 全国初の巨樹 ・巨

木林の情報 ・資料センターとなる巨樹ミュージアム ・日原森林館を設立 し、訪れた人に巨樹 ・巨木林の情

報 と保全などの意義を啓発 し、毎年解説員の研修会等を行っている。平成12年(2000)に は、林野庁

も全国の国有林内の巨木 を対象に胸高直径1m以 上(幹 周314㎝ 以上)ま たは地域のシンボルとなる樹

木の中から 「森の巨人たち百選」を指定、保全のために募金等の活動を始めた。

一方、巨樹 ・巨木林を地域の宝 としてまちづくりを進める市町村は全国にみ られ、その一つ岩手県二戸

市では平成13年(2001)に 我が国で初めての全国こども巨木サミット2001が 開催され、全国から参加

した小中学生が巨木の保全活動を報告 した。新聞や雑誌等での巨樹 ・巨木林についてのニュースや記事、

巨木の探訪記や写真集等の発行も相次ぎ、年々巨樹 ・巨木林への関心は高まっている。

巨樹 ・巨木林の保全方策について、近年の各地での事例等を参考 にハー ド・ソフトの保全方策を整理

した(図3-4-2、 平成12年 度地域活性化施策推進費 「森の巨人と生きるまちづくり」推進調査 巨

木保全方策検討委員会資料)。

ハニ ド面での保全活動は、①予防的措置型として保護柵や避雷針の設置 ・下刈 りや清掃の実施、②治療

的措置型として支柱の設置 ・薬剤散布や施肥 ・枯損部削除や枝下ろし ・病虫害や損傷部の治療の実施、

③保護育成的措置型 として解説板等 の設置 ・後継樹の育成等 ・遺伝子保存の実施、④保護保存的措置型

として巨樹の移植等の実施を行うことである。

ソフト面での保全活動は、①保護条例制定型として天然記念物や市民緑地等 の保護制度の適用 ・樹木の

賠償保 険制度の導入、②情報発信型 として巨樹 ・巨木林に関する情報センターの設置 ・冊子等の作成 ・

名称や愛称等の表示 ・祭 り等 の活性化、③情報収集型 として環境省 を始め民間団体等の組織や個人によ

る巨樹情報収集、④市民参加型 としてイベント等のふれあいの利用 ・里親制度 ・ナショナル トラス ト等

の買取運動 ・計測技術の普及啓発 ・保全活動のための資金援助(募 金等)の 実施、⑤地元振興型 として

地域の宝探 しの実施、⑥郷土愛育成型として故事や伝承の継承 ・信仰や禁忌の再確認の実施、⑦人材育

成型 として功労者の表彰 ・専門家の育成を行 うことである。

現在の巨樹 ・巨木林保全方策は、巨木を単体でとらえ、保全を進めている傾向がある。巨樹 ・巨木林は、

人 との関わ り、地域文化 との密接な関係性の中で残ってきたものであ り、それらを切 り離して巨樹 ・巨

木林保全方策を考えることには限界がある。

これからの保全方策は、各地域の状況を勘案 して、上記方策を組み合わせ、巨樹 ・巨木林と地域の人々

との関りを深めつつ、その価値が理解されるように考えていく必要がある。
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最後に、今後の調査データの更新上の課題と調査データの活用のメ リットを整理した。

○巨樹 ・巨木林のデータの更新

本調査の目的の1つ は、巨樹 ・巨木林の現況について、その計測方法等の統一を図 りながら最新の

データを収集 し、調査結果をデータベース化することである。今後は巨樹 ・巨木林の新規確認、計測

値の訂正及び枯死情報等 にっいてオープンな形でデータの更新 を行い、必要に応 じて樹種や計測値の

確認調査等 を行いなが ら、データの精度を高めていくことが必要である。

図3-4-1に 示 した 「巨木保全方策」の実施も、最新のデータに対応していることが前提となる。

また、今後も各市町村か らの最新情報の提供を呼びかけていくには、市町村へのフィー ドバ ックをど

のように行 うのか、またデータの受け入れ窓口などを明確にしておくことが必要である。

○データの活用のメリット

個人情報な どに配慮 した上で巨樹 ・巨木林の調査データを公表 した場合に、以下のようなメリッ ト

があるものと考えられる。

・地元の巨樹 ・巨木林の実態が明らかにな り、地域におけるその巨木の位置付けが理解 しやすい。

・巨木の希少性(学 術的な価値、形状、樹種の分布の特異性等)が 明 らかになれば、保全や活用のた

めの施策の実施に際 して住民の協力などの理解が得やすい。

・地域の環境指標である巨木の有無、その健全度などの現状を広 く知らせることは、地域の環境問題

に目が向く糸口となる。

・巨木は、存在感があるため、病虫害の治療や予防など、巨木 をとりまく周囲の環境改善は環境教育

の題材 として好適である。

・巨木の増減が、数字で示されるため、衰弱枯損や開発等 の事情による伐採などの推移が分か りやす

く、地域の環境を見直す上で有効な指標 となる。

・調査データは、樹木医による健康診断などのカルテ作 りを行う基本的な情報源(台 帳)と なる。
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付表一1 巨木の樹高(新 規データ)

樹高(m》

区分

10m以 下

10・19

zo-2s

30-39

40-49

50m以 上

無回答

合 計

実測

単木

件 ss

75

539

597

185

29

2

4

1,431

5.24b

37.7%

41.7%

12.996

2.096

0,1%

0.3「 協

100.0%

樹林

件 %

9

184

320

149

39

3

0

704

1.3%

26.1%

45.5「 垢

21.2%

5.59も

0.4%

o.ox

100.0%

並木

件 %

a

5

18

11

2

0

1

37

o.ox

13.5%

48.6%

29.7%,

5.4%

o.o%

2.7%

100.0%

無回答

件 %

a

0

2

a

a

0

a

z

o.ox

o.o%

100.0%

0.0ｰ%

o.o%

o.ox

o.ox

100.09も

実測小計

件

84

728

937

345

70

5

5

2,174

目測

単木

件 ss

280

1,630

t,758

486

76

21

36

4,287

6.5%

38.0%

41.0%

11.3%

1.8%

0.5%

0.8%

100.0%

樹鉢

件 x
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1,097

1,984
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29

17

4,078

2.1%

26.99も

48.79ら
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0.7%

0.4%

100.0%

並木

件 ss
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53

65
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1

3

202

13.49も

26.2%

32.2ｰX,
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5.9ｰ%

o.s%

1.5%

100.0%

無回答

件 x

2

4

0

0

2

0

0

8

25.0%

50.0%

o.ox

o.ox

25.0%

0.0%

o.ox

100.096

目測小計

件

393

2,784

3,807

1,262

222

51

56

8,575

震測 ・目測

不明

件

5

7

5

1

a

a

805

823

合計

件

482

3,519

4,749

1,608

292

56

866

11,572

付表一2 樹種と樹齢との関係(新 規データ) り

0
00

樹齢

区分

推定

(内訳》a99年 以下

b100-199

c200・299年

d300年 以上

e不 明

伝承

無回答

合 計

アコウ

件 x

89

1

7

1

18

62

2

91

97.8%

1.1%

7.7%

tで 「}6

19.8%

68.196

0.096

2.2%
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イチイ
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27

z

16

9

6

1

34

79.4%

o.ox

0.096

5.9%

47.1%,

zs.sx

17.6%

2.9%

100.0%

イチョウ

件 ss

630

9

93

141

151

233

50

81

761

82.8%

1.296

12.2%

18.5%

19.8%

30.6%

s.s%

10.6%

100.0%

エノキ

件 %

255

z

48

66

63

74

7

38

300

85.0%

0.7%

16.0%

22.095

21.0%

24.796

2.3%

12.7%

100.096

カシ

件 %

207

1

13

63

59

se

10

29

246

84.1%

o.a%

5.3%

25.6%

24.0%

27.6%

4.1%

11.8%

100.0%

カツラ

件

120

9

18

40

53

7

90

217

%

55.3%

o.o%

4.1%

8.3%

16.4%

24.4%

3.2%

41.5%

100.095

カヤ

件

128

10

27

56

35

17

12

157

%

81.59も

0.0%

6.4%

17.2%

35.7%

22.396

10.8%

7.6%

100.096

クスノキ

件 %

ase

15

146

182

zee

264

29

128

1,045

85.0%

1.4%

14.0%

17.4%

26.6%

25.3%

2.8《 齢

12,2%

100.0%

ケヤキ

件 ss

1.167

18

197

270

243

434

34

172

1,373

85.0%

1.3%

14.3'Yo

19.796

17.7'%

31.6%

2.5%

12.5%

100.0%

サクラ

件 x

331

32

se

36

s2

133

37

34

402

82.3%

8.096

16.9%

9.0%

15.496

33.1%

9.2%

8.5%

100。0%

サワラ

件 x

31

1

9

s

15

2

2

35

88.8%

o.o%

2.9%

25.7%

17.196

42.9%,

5.T%

5.7%

100.0%

シイ

件 x

592

5

37

124

122

300

13

885

1,490

39.796

0.3%

2.5ｰ%

8.346

8.2%

20.t'k,

0.996

59.446

100.0%

スギ

件 x

1,409

4

〉>e

337

520

427

73

241

1,723

81.8%

0.2%

s.ex

19.646

30.245

24.845

4.2%

14.09も

100.09も

樹齢

区分

推定

(内訳)a99年 以下

b100。199年

c200-299年

d300年 以上

e不 明

伝承

無回答

合 計

タブノキ

件

195

3

27

36

sz

66

7

93

295

x

66.1%

1.09も

9.295

12.296

21.0%

22.4%

2.4%

31.5ｰ6

100.0%

ツガ

件

33

3

14

10

6

1

63

97

%

34.0%

o.o%

3.196

14.4%

10.3%

6.2%

1.0%

64.9%

100.0%

トチノキ

件

Los

18

28

32

2e

5

44

158

x

69.0%

o.o%

11.4%

17.7%

20.3%

17.7%

3.296

27.8%

100.0%

ニレ

件

36

9

8

8

10

1

2

39

ss

92.3%

o.o%

23.1%

20.5%

20.5%

zs.sx

2.6%

5.1%

ioo.ox

ヒノキ

件

123

2

10

21

45

43

3

17

143

%

88.0%

1.4%

7.0%

14.7%

31.5%

30.196

2.1%

11.9%,

100.0%

ブナ

件

86

10

16

19

42

2

173

263

%

33.5%

o.o%

3.8%

6.196

7.2%

16.0%

0.8%

65.8%

100.0%
禽樹種は我が国の代袈的な24種及びその他に集約したもの

ボル トノキ

件

31

1

5

5

3

17

13

44

%

70.5%

2.3%

11.49ら

11.4%

6.8%

38.8%

o.o%

29.546

100.0%

マツ

件

184

z

31

28

58

61

18

18

220

%

83.696

0.99も

14.19も

12.7ｰk,

zs.ax

27.7%

8.2%

8.2'%

100.0%

ミズナラ

件

120

s

15

3B

61

485

605

%

19.896

0.0%

1.096

2.5%

6.3%

10,1「 垢

o.ox

80.2%

100.0%

ムクノキ

件

201

1

31

38

68

62

17

59

277

%

72.69(,

o.a%

11.2%

13.7%

24.5%

22.ax

s.i%

21.396

100.0%

モミ

件

222

5

26

73

43

75

6

57

285

%

77.996

1.846

9.1%

25.6%

15.1%,

26.396

2.1%

zo.o%

100.0%

その他

件

816

54

146

149

211

345

70

282

1,268

x

72.2%

4.3今 も

11.5%

11.8%

16.6%

27.2%

5.5%

22.246

100.09も



付表一3 樹種と所有者との関係(新 規データ)

所有者

/.¥

、

隣

轟

アコウ

ss

11

z

10

10

10

44

3

1

91

12.1%

2.2%

11.0%

11.09'0

11.0%

48.4%

O.0%

3.3%

1.19'0

100.0%

イチイ

x

z

3

5

5

3

to

1

1

34

5.99'0

8.84'0

14.7%

14.7`Ye

8.8%

41.246

2.99'0

2.9%

0.09'0

100.0%

イチョウ

ss

12

1

48

42

529

97

13

19

z

763

1.6%

0,1%

6.39a

5,59も

69.39'e

12.79'e

1.7%

2.5%

0.39'e

100.0%

エノキ

%

26

6

31

18

83

95

9

is

3

300

8.7%

2.0%

10.39'a

s.o%

27.79'e

31。79も

3.09'4

9.7%

1,0%

100.O%

カシ

x

4

3

9

8

181

37

3

z

1

248

1.6%

1.2%

3.69'0

3.2%

73.0%

14,9うも

1.2`Yo

0.8%

o.a%

100,0%

カツラ

%

74

56

10

7

37

28

4

1

217

34.1%

25.8%

4.6%

3.2%

17.1%

12.9%

i.8%

0.5%

0,0%

100.o%

カヤ

%

1

2

2

1

74

73

2

2

157

o.s%

1.39'0

1.3%

o.s%

47.1%

as.s%

1.39'e

1.3%

o.o%

100.09'0

クスノキ

%

17

16

67

30

689

165

46

15

1

1046

1.6%

1.59'0

6.49'a

2.99'a

ss.sge

15.89ら

4.4`Ye

1.4%

0.1%

100.0%

ケヤキ

x

so

34

83

71

578

448

51

49

6

1.380

4.3%

2.59'0

s.ox

5.196

41.9%

32.5%

3.7Yo

3.69'0

0,49も

100.0%

サクラ

x

14

15

ss

26

118

124

29

13

2

407

3.4%

3.7%

16,2%

6.49も

29.05'a

30.59も

7.1

3.29a

o.s%

100.0%

サワラ

%

1

3

23

7

1

35

0.0%

0.0%

2.9%

6.69も

65.7%

20.046

0.04'a

2.9%

o.os%

100.O%

シイ

%

9

4

456

10

391

785

13

117

20

1.805

0.5%

0.2%

25.3%

O.6%

21.7%

43.5ｰJe

0.7%

6.5%a

1.19も

100.0%

スギ

ss

56

6

32

81

1.296

187

29

36

3

1.726

3.2ｰ6

0.3%

1.99a

4.7%

75.1%

10.8%

1.7%

2.1%

0.2%

tOO.0%

所有者

道 ・

その堕 く有

ま人等

口

.n.
口

タブノキ

%

7

1

21

s

144

93

z

19

4

297

2.4%a

0.3%

7.1%

2.04'a

48.5%

31.39'a

0.79'e

6.4%

1.3ｰYo

100.0%

ツガ

x

2

63

15

5

12

97

2.19'0

64.9%

0.0%

o.os%

15.5%

5.29も

12.4ｰ/a

o.o%

0.0%

100,0%

トチノキ

%

28

15

4

7

36

35

24

9

158

17.7`Yo

9.54'0

2.5%

4.4%

22.89'0

22.29'0

15.29'a

5.790

0,0%

100.O%

ニレ

%

3

z

16

1

11

3

3

1

40

7.59'0

5.0%

40.09'0

2.59ら

27.59'a

7,59も

7.5%

2.596

0.o%

100.0%

ヒノキ

%

6

1

5

4

104

21

1

z

144

4.2%

0,7%

3.59'0

2.8r渇

72.2%

14,6%

0.79',

1.49'0

0.09'0

100.09'e

ブナ

%

89

131

4

11

12

8

7

1

263

33.89'0

49.8%

1.5%

4.2%

4.6%

3.0%

2.7%

0.09'0

o.a%

100.0%

ホルトノキ

x

2

14

t

15

13

1

1

47

4.3%

0.0%

29.8%

2,1%

3tg9ら

27.7%

O.09も

z.i%

2.1%

100,0r汚

マツ

ss

24

7

22

21

64

sz

9

10

2

221

10.9%

3.2%

10.0%

9.59も

29.096

28.1%

4.1%

4.59'0

0.9%

100.0%

ミズナラ

ss

zｻ

322

33

9

9

10

z

3

605

35.9%

53.25'e

5.5%

1.5%

1.5%

1.796

0.39'0

o.sx

0.0%

100.0%

ムクノキ

ss

19

s

17

21

147

55

3

9

277

s.s%

2.2%

6.1%

7.696

53.1%

19.9%

1.19'a

3.29a

o.o%

100.0%

モミ

ss

4

31

13

斜

161

56

4

5

285

1.4ｰ6

10,9%

4.64'0

3.99'0

56.5ｰ%

19.6%

1.4%

1.8ｰJa

0.0%

100.0%

その他

x

113

173

151

71

363

326

38

32

8

1.275

8.9ｰk

13.69<

11.8%

5.6%

28.5%

25.6%

3.0%

2.sx

0.69'e

100,0%

倉樹霞は我が国の代衷的な24種及びその他に鰍 したもの

付表一4 樹種と鳥類の生息との関係(新 規データ)

鳥類の生息

`

口民

A

アコウ

77

1

11

2

9竃

84.6%

重.1%

12.19'e

2.290

100.0%

イチイ

ss

24

s

4

34

70.690

o.ox

17.6%

11.8%

100.0%

イチョウ

x

538

26

89

108

761

70.7ｰ%

3.4%

11.796

14.2%

100.090

エノキ

%

211

s

28

55

300

70.3%

2.0%

9.3%

18.3%

SOO.Ogo

カシ

ss

155

12

42

37

246

63.0%

4.9ｰ%

17.196

15.0%

100,0%

カツラ

x

68

25

14

〉>a

217

31.39'0

11.5%

6.59も

50.7%

100.0%

カヤ

%

〉>o

1

2/

25

157

70.1%

o.s%

t3.4%

15.9%

100.0%

クスノキ

x

708

42

192

103

1.045

67.8%

4.046

竃8.4%

9.9%

100.0%

ケヤキ

%

887

27

212

247

1,373

sa.s%

2.09'0

15.4%

18.056

100.09ら

サクラ

x

zae

16

67

71

402

61.796

4.0%

16.7弓 も

17.TYo

100.0%

サワラ

%

32

3

35

9篭.49も

α0%

O.0%

8.6%

100。0%

シイ

x

568

s>〉

134

177

1.490

38.1%

41.0ｰ/a

9.0%

11.9%

100.0%

スギ

x

1.134

30

195

364

1,723

65.B%

1.7%

11.3%

21.196

100.03も

瓜類の生息

区分

無し

:臼り

その他

無 ・答

合計

タブノキ

件 x

185

10

38

82

2ss

55.9ｰ.`0

3.4%

12.9%

27.896

100.0%

ツガ

件

24

4

5

84

97

24,7う も

4.1%

5.2%

66,0%

100.096

トチノキ

件

77

io

29

42

158

%

48.79'a

6.3ｰk

18.496

26.6%

100.0%

ニレ

件

31

s

2

39

%

79.5%

o.o%

15.4%

5.1%

100.O%

ヒノキ

件

104

4

21

14

143

%

72.7%

2.896

14.7%

9.8%

100,0%

ブナ

件

60

6

18

ｻs

263

x

22.8%

2.396

6.8%

68.1%

100,0%

ホルトノキ

件 %

23

17

2

2

44

52,39ら

38.69ら

4.5%

4.546

100.0%

マツ

件 %

146

3

28

43

220

ss.ax

1.43ら

12.7%

19.596

100.0%

ミズナラ

件

72

28

16

489

sos

%

11.9%

4.6%

2.69も

80,8r矯

100.0%

ムクノキ

件

161

15

47

54

2n

%

58.19も

5.4%

17.096

19.5%

100.0%

モミ

件

159

s

33

87

285

%

55.89ら

2.1%

11.6%

30.5%

100.0%

その他

件

688

87

168

325

1,268

x

54.39も

6.99a

13.29'0

25.6%

100.0%

曾樹種は秘y国 の代鍛的な24窪及びその他に黛納したもの



付表一5 樹種と獣類の生息との関係(新 規データ)

猷類の生息

分

無し

有 り

不明

無 ・替

合 計

アコウ

%

68

10

書3

91

74.7g'e

0.0%

11.0%

14.3%

100.0%

イチイ

%

23

3

4

4

34

67,6%

8.8%

11.8%

11.8%

100.0%

イチョウ

%

572

8

72

109

761

75.23'0

1.15'e

9.5ｰYo

14.3%

100,0%

エノキ
"%

zzo

4

zz

54

300

73.39も

1.3%

7.3%

18.0%

100.0%

カシ

5s

ass

5

38

37

246

67.5%

z.o%

15.44'e

15.OS'o

100.0%

カツラ

%

65

43

13

96

zｻ

30.0%

19.8%

6.Og'e

44.2ｰYo

100.0%

カヤ

%

113

19

25

157

72.0%

o.o%

12.1%

15.9%

100.OS'o

クスノキ

x

788

4

155

98

1,045

75.4%

o.a%

14.8%

9.4%

100.0%

ケヤキ

%

931

zz

163

257

1,373

67,8%

1.6%

11.9%

18.7%

100。O%

サクラ

x

251

9

65

77

402

62.4%

z.z%

16.23'0

19.2%

100.0%

サワラ

%.

31

4

35

88.8%

o.o%

0.0%

11.4%

ioo.o%

シイ

x

1,005

151

98

236

1,490

67.49'0

10,1%

6.6%

15.8'1'a

100.0%

スギ

x

1,127

45

182

369

1,723

65.4%

2.6%

10.6%

21.440

100,0%

猷類の生息

区分

無し

有り

不明

無回答

合 計

タブノキ

件

172

6

35

82

295

%

58.3ｰYo

2.05'0

11.9g'o

27.8%

100.0%

ツガ

件

24

4

5

64

97

%

24.75'0

4.1%

5.2%

66.0%

100.0%

トチノキ

件

75

12

27

44

158

%

47.55'0

7.6%

17.1%

27.8g'o

100.0%

ニレ

件

34

1

z

z

39

%

87.2%

2.69'0

5.1%

5.1%

100,0%

ヒノキ

件

105

5

18

15

143

%

73.4g'e

3.5%

12.6%

10.5%

100,0%

ブナ

件

59

20

18

166

263

%

22.4%

7.63'0

6.8'Yo

63.1%

100.0%

ホル トノキ

件

33

7

z

z

44

%

75.0%

15.9%

4.5%

4.5%

100,0%

マツ

件

147

1

28

44

zza

%

66.8%

0.5`Yo

12.79'0

20.0%

100.0%

ミズナラ

件

s2

39

14

490

605

ss

10,2%

s.a%

2.3%

81.O%

ioo.o%

ムクノキ

件

173

3

46

55

277

%

62.5%

1.1%

is.ss%

19.9g'o

100.0%

モミ

件

160

3

35

87

285
曹樹種は我が国の代表的な24種及びその他に鋤 したもの

%

56.13'0

1.1%

12.3%

30.55'0

100.0%

その他

件

713

74

162

319

1,268

x

56.2%

5.8%

12.890

25.2ｰYa

100.0%

　
o
o

付表一6 樹種と着生植物との関係(新 規データ)

着生植物等

分

無し

有り

無・答

合 計

アコウ

%

46

43

2

91

50.5ｰYa

47.3%

2.29'0

100.0%

イチイ

x

23

6

5

34

67.6%

17.6%

14.74'0

100.0%

イチョウ

x

485

162

114

761

63.7%

21.3%

15.0%

100.0%

エノキ

x

148

98

54

300

49.3%

32,79も

18.0%

100.Og'o

カシ

%

Boa

〉>z

34

246

40.7%

45.5%

13.8%

100.0%

カツラ

98

65

54

zｻ

45.2%

30.0%

24.9%

100.05'0

カヤ

%

96

40

21

157

61.19'0

25.5%

13.4%

100.0%

クスノキ

x

528

414

103

1,045

50.59も

39,69も

9.99も

100.0%

ケヤキ

%

912

234

227

1,373

66.4%

17,0%

16.5%

100.0%

サクラ

%

205

116

81

402

51.0%

28.9g'o

20.1%

100.0%

サワラ

2s

3

3

35

82.9%

8.6%

8.6%

100.0%

シイ

%

277

1,039

174

1,490

18.6%

69,7%

11.7%

100.O%

スギ

%

1,087

288

348

1,723

63.1%

16.7%

20.2%

100.03も

看生植物等

区分

無 し

有り

簸回答

合 計

タブノキ

件

94

123

78

295

x

31.9%

41.7%

2s.a%

璽00,0%

ツガ

件

zz

64

11

97

%

22,7%

66.0%

11.3%

100,0%

トチノキ

件

65

ss

24

158

%

4重.1%

43.7%

15.2%

100.0%

ニレ

件

24

13

z

39

%

61.5%

33.3%

5.19'e

100.0%

ヒノキ

件

101

32

10

143

x

70,6%

22.4%

7.0%

100.0%

ブナ

件

54

95

胴4

263

%

20.5鴫

36.1%

43.3%

100.Og'o

ボル トノキ

件

12

30

2

44

%

27.3%

68.2%

4.5%

ioo.o%

マツ

件

140

4d

40

zzo

%

63.6%

18.2'Ye

18.2%

100.0%

ミズナラ

件

130

197

278

605

%

21,5%

32.6%

46.0%

ioo.o%
'樹種は我力個の代表的な24種及びその他に簾約したもの

ムクノキ

件

113

XO2

62

277

40.8%

36.8%

22.a%

100,0%

モミ

件

145

71

ss

285

%

50.9%

24.9%

24.2%

100.o%

その他

件

637

417

214

1,268

%

50.24'0

32.9%

16.946

100.0%



　
〇
一

付表一7 樹種と健全度との関係

朱更斯 ・里新 ・斬規データの合酎

餓全度

ム

アコウ

237

49

3

289

82.0%

17.0%

1.0%

100.0%

イチイ

137

79

s

222

61.7%

35.6%

2.75'a

書00.O%

イチ ウ

%

3.971

700

194

4.885

8t69も

14.4%

4.091,

100.0%

エノキ

1jO1

292

72

1.465

75.2%

19.996

4.9%

100.0%

カシ

1,261

433

128

1,822

ss.2x

23.8%

7.0%

100.0%

カツラ

%

482

175

56

713

67.6%

24.5%

7.9ｰk

100.0%

カヤ

%

768

192

22

982

78.296

19.846

2.2%

100.O%

クスノキ

%

4,837

887

217

5.941

81.4%

14.9%

3.7%

ioo.o%

ケヤキ

7.257

1,845

351

9.453

76.8%

19.5%

3.7%

100.0%

サクラ

704

598

ss

1.367

51.59も

43.7%

4.8%

ioo.o%

サワラ

ss

192

sa

16

272

70.676

23.59も

5.9%

100.or協

シイ

x

3,220

1,693

242

5.155

s2.sx

32.8%

4.7%

100.0%

スギ

%

11,818

2,217

1.035

14.870

78.1%

14.9%

7.09も

100.0「粘

健全度

..分

良

不良

明

合計

タブノキ

件

1,488

533

104

2,125

%

70.0%

25.176

4.9%

100.0%

ツガ

件

270

41

28

337

%

80,19ら

12.2%

7.79も

100.0%

トチノキ

件

575

150

70

795

ss

72。39も

18.9

8.8%

100.0%

ニレ

件

185

109

52

328

%

50.696

33.49も

16.0%

100.O%

ヒノキ

件

684

129

31

844

%

81。09も

15.396

3.796

100.0%

ブナ

件

558

136

78

772

%

72.3%

17。6脇

10.196

100.096

ホル トノキ

件

175

42

10

227

%

77.1%

18.596

4.49ら

100.0%

マツ

件

1,400

339

91

1,830

%

76.5%

18.5%

5.0%

100.09も

ミズナラ

件

827

270

162

1,259

%

65.796

21.496

12.9%

100。o%
費樹園は我が国の代盈的な24権及びその伯に餓約したもの

ムクノキ

件

1,171

390

88

1,649

%

71.0%

23.796

5.3%

100.09も

モミ

件

1,365

219

91

1,675

%

81.576

13.1%

5.4%

100.or協

その他

件

3,578

1,311

325

5,214

5s

68.69ら

25.19も

6.29も

100.09も

付喪 一8 樹種と信仰対象との関係

朱翼新 ・更新 ・斬規データの合罰

信仰対象

`

一`

6

口

アコウ

%

2s2

34

3

5

2

3

299

84.3%

11.476

1.0%

1.7`Yo

0.79も

1.096

100.0%

イチイ

%

143

52

0

8

14

10

227

63.09も

22,99ら

o.ox

3.5%

62r垢

4.496

100.096

イチ ウ

%

3.343

974

se

57

315

225

4,952

67,5%

19.7%

O,8%

1.2%

6.4%

4.5%

100.09も

エノキ

%

1077

237

19

23

74

73

1,503

7t79も

15.896

1.3%

1.59'0

4.9%

4,99も

100.0%

カシ

%

t.078

455

16

41

goo

188

1,874

57.4%

24.39も

o.s%

・2.2%

5.39ら

9.99も

100.O%

カツラ

%

479

119

5

7

19

94

723

66.3%

16,59も

0.7%

1,0%

2,6%

13.0%

100.09も

カヤ

%

709

181

20

12

s2

38

loo`

70.8%

16,1%

2.09も

1.2%

s.2%

3.8%

100。096

クスノキ

%

3,968

1.392

40

168

244

347

8,159

64.49ら

22.696

O.69も

2.7%

4.0%

5.6%

100.09も

ケヤキ

%

6.708

1.595

58

134

551

592

9,838

ss.sx,

18.6%

0.6%

1.496

5.7%

8.196

100.096

サクラ

%

1.03i

171

15

17

60

91

1,385

74.4%

12.3%

1.1%

1.2%

4.3%

6.6%

100.0%

サワラ

%

164

73

0

8

17

to

280

58.8%

26.1%

o.o%

2.99も

6。19も

6.4r協

100.09も

シイ

%

298358.1%

1502

XO2

58

282

394

5,321

29.29'0

1.996

1.1%

5.3%

7.49も

100.o%

スギ

%

7.969

4.571

241

507

625

1629

15,542

51.3%

29.4%

1.69も

3.396

4.076

10.5%

100.O%

信仰対象

分

無し

信仰あり

タブーあり

祭事あり

不明

無 ・答

合 計

タブノキ

件

1,384

479

25

52

111

153

2,204

x

62,8r協

21.7%

1.1%

2.476

5.076

6.99ら

100,09も

ツガ

件

288

21

4

0

13

32

338

%

79.346

8.2%

1.2%

o.o%

3.89も

9.591,

100.O%

トチノキ

件

573

Los

13

8

2s

84

812

%

70.6'k

12.9%

1.6%

1。0%

3.696

10.396

100.0%

ニレ

件

234

29

1

1

s

58

327

5s

71.69も

8.9%

0.3%

0.3%

1.89e

17.1%

100.O%

ヒノキ

件

508

243

11

28

39

57

884

%

57.2%

27.5%

1.296

3.2%

4.49も

6.496

100.0%

ブナ

件

621

24

2

t

3

123

774

ss

80.2%

3.196

0.3%

0.1%

0,49も

15.9%

100.O%

ボルトノキ

件

188

42

i

3

8

12

232

%

71.6r協

18.196

o.a%

1.3%

3、49も

5.29a

100.0%
'側擢は我が国の代義的な24擢及びその他に鍛豹したもの

マツ

件

1,345

zso

16

40

78

114

1,883

%

71.4X,

15,49ら

o.ax

2.1%

4.1%

6.1%

100.095

ミズナラ

件

923

40

3

3

s

291

1,266

72.996

3.2%

o.2x

O.29も

0.596

23.0%

100.0%

ムクノキ

件

1,134

320

2s

38

75

〉>s

1,706

%

66.576

18.8%

1.5%

2.19も

4.49ら

6.89ら

100。09ら

モミ

件

1,149

294

13

25

ss

161

1,708

%

67.3%

17.276

0.8%

1.5%

3.9%

9.4%

100.096

その他

件

3,808

759

82

〉>o

187

440

5,386

%

70.796

14,19も

1.59も

2.0%

3.59も

8.2%

100.09ら



付表一9 独特の呼称 ・名称のある樹種

未更斬 ・更断 ・新規データの合計

独楠の呼移

り

口

轟
口

ア コウ

%

235

46

s

z

zas

81.3%

15.9%

2.46

0.7%

100.0%

イチイ

119

99

2

2

222

53.6%

44.fi4G

0.996

0.9%

100.0%

イチ9ウ

%

3.872

685

222

86

4,865

79.6%

14.1%

4.696

1.8「矯

100.O%

エノキ

ss

1.195

181

74

13

1,463

81.7%

12.496

5.1%

0.9%

100.096

カシ

%

1,445

204

77

96

1,627

79.1%

11.29ら

4.2%

5.3%

100.0%

カツラ

x

490

171

14

38

713

68.7%

24.0%

z.oss

5.3%

100.0%

カヤ

%

703

230

37

12

982

71.6%

23.4%

3.8%

1.2%

100.09ら

クスノキ

%

4.907

612

290

132

5,941

82.6%

10.3%

4.9%

2.2%

100.0%

ケヤキ

7.881

940

439

193

9,453

83.4%

9.9%

4.6%

z.o%

100,0%

サクラ

%

801

518

36

13

1,368

58.6%

37.9%

zs%

tO%

100.0%

サワラ

%

181

s2

22

7

272

66.5%

22.8%

8.1%

2.646

100.0%

シイ

%

3.488

1,172

372

123

5,150

67.7%

22.84(,

7.29(,

2.4%

100.0%

スギ

%

10.939

2,562

568

801

14,870

73.6%

17.2『 も

3.896

5.446

100.0%

独楠の呼称

区分

照し

有り

不明

照 口答

含 計

タブノキ

件

1,799

190

90

46

2,125

%

84.796

8.946

4.2%

2.296

100.0%

ツガ

件

282

2B

7

20

337

83,79も

8.3%

2.1%

5.9%

100.0%

トチノキ

件

545

174

25

51

785

x

68.6%

21.9「 る

3.1%

6.496

100,0%

ニレ

件

217

57

2

50

326

%

66,6%

17.5%

0.6%

15.3%

100.0%

ヒノキ

件

671

123

34

16

844

79.5%

14.6%

4.0%

1。9「渇

100.096

ブナ

件

eaz

73

5

52

772

x

83.2%

9.5%

0.69(,

6.7「渇

100,096

ホルトノキ

件

18S

25

10

7

zzr

%

81.S%

〉〉.o%

4.4%

3.1%

100,0%

マツ

件

1,152

567

56

55

1,832

%

62.9%

30.9%

3.1%

3.0「齢

100.096

ミズナラ

件

1,035

105

〉〉

roe

1,259

ss

82.2%

8.3%

0.946

8.6%

100,0%

ムクノキ

件

1,375

172

78

27

1,654

%

83.1%

10,4「 協

4.7%

1.6%

100.0%

モミ

件

1.328

213

70

64

1,675

%

79.3%

12.7%

4.2%

3.8%

100,0%

その他

件

3,849

1.050

161

154

5,214

%

73.8%

20.1%

3.1%

3.0%

100,096

.81罹は我が国の代蚤的な24擢 及びその他に納 したもの

付表一10樹 種と保護制度指定の有無との関係
ね
oP

更新 ・新想データの禽計

保議制度有賦

し

`

然記念物等
6、 .

自 鋤
保 ・ 盟参濁

ハ園

その 匿

口
A

含 ・

アコウ

105

63

25

9

a

4

1

1

28

z

3

171

61,4%

36.69(,

14.6%

5.396

0.0%

2.396

0.696

0.696

16.4%

1.2%

1.846

100.096

イチイ

51

62

41

2

1

z

0

1

18

a

4

117

%

43.6%

53.046

35.0%

1.746

osss

1.796

0.046

0.996

15.4%

o.oss

3.496

100.0%

イチョウ

で.615

1266

418

sz

14

15

43

217

584

17

,,,

2,992

x

54.046

42.3%

14.0%

2.1%

0.5%

0.5%

1.496

7.3%

19.5%

o.s%

3.7「 る

ioo.o%

エノキ

514

280

79

15

z

5

23

70

108

5

49

845

%

so.e%

33.146

9.3%

1.8%

oz%

as%

2.7%

8.3%

12.8%

asp,

5.8%

ioo.o%

カシ

493

393

190

65

16

21

10

55

92

8

29

915

x

53.9%

43,0『 も

20.8%

7.1%

1.7%

2.396

1.196

s.o%

10.1%

0.9%

3.2%

100.09ら

カツラ

173

284

67

164

s

40

1

21

37

0

23

480

%

36.0%

59.2%

14.0%

34.2%

1.3%

8,3「佑

0.2%

4.49ら

7.7%

0.0「渇

4.8%

ioo.a%

カヤ

263

302

185

za

z

4

a

23

90

8

20

585

%

45.0%

51.6%

3噂,6%

3.4%

0.3%

0.7%

o.oss

3.996

15.4%

1.496

3.4%

100,09も

クスノキ

1,965

唾,77白

548

115

z

30

131

448

716

15

97

3,840

as

51.2%

46.39ら

14.3%

3.04(,

0.1%

0.646

3.446

11.7%

18.8%

0.4%

2.5%

100.0%

ケヤキ

3,311

2,050

546

180

41

36

96

343

950

34

207

5,568

%

59.5%

36.8%

9.8%

3.2%

0.7%

0.6%

1.796

sz%

17.1%

0.6%

3.7%

100.0%

サクラ

401

422

243

50

4

13

23

36

Los

6

64

887

45.2%

47.6%

27.4%

5.696

os%

1.5%

2.646

4.1%

11.8%

0,7%

7.2「給

ioo.o%

サワラ

101

55

25

2

3

9

1

3

16

a

4

160

%

63.1「 る

34.4%

15.6%

1.39ら

で.9%

5.6%

0.6%

1.9%

10.0%

o.o%

2.546

100.0%

シイ

1,491

1,741

298

966

78

46

34

153

329

22

87

3,319

%

44.9%

52.5%

9.096

29.1%

2.4「渇

1.496

1.0%

4.64(,

9.996

0.7%

zs%

100,096

スギ

4,672

2,675

1,292

609

253

214

31

168

551

111

211

7,558

x

6も8%

35.4%

17.1%

8.1%

3.3%

2.896

0.4%

2.596

7.396

1.596

2.8%

ioo.oss

保謹制度宥無

し

`

然誓己 等
尻、

自 全地

保安林 ・学凹参調保謹
ハ園

その 度

口
貞

合

タブノキ

726

403

135

67

io

36

42

50

134

2

46

1,175

%

61,8%

34.3%

1翫5%

5.7%

0.9%

3.19も

3.6「渇

4.396

11.4「 偽

0.2%

3.996

100,0%

ツガ

74

111

6

86

9

is

1

3

9

1

4

189

%

39.2%

58.7%

3.2%

45.546

4.8%

5.396

0.5%

1.6%

4.896

0.596

2,19ら

100.0%

トチノキ

187

217

68

114

s

44

2

s

15

z

4

408

%

45.8%

53.2%

16.7%

27.9%

1.5%

10.8%

os%

1.5%

3.7%

0,5「齢

1,0%

響00.0%

ニレ

67

roe

12

9

10

14

13

20

36

a

11

186

as

as.a%

58.1%

6.5%

4.8%

5.44(,

7.5%

7.0%

10.8%

19.4%

o.o%

5.996

100.0%

ヒノキ

306

162

76

37

z

13

a

14

45

1

6

474

%

64.69も

34.2%

16。0%

7.89ら

0.496

2.79ら

0,0う ら

3.09ら

9.5「あ

oz%

1.3%

100.096

ブナ

73

424

13

351

〉〉

62

1

5

27

a

11

508

%

14,4『 も

83.5%

zs%

69.146

2.2%

12.2%

oz%

1.096

5.396

o.o%

2.296

100.0%

ホルトノキ

60

64

23

22

1

6

2

4

12

0

z

126

%

47.6%

50.8%

18.3%

17.5%

0.8「渇

4.8%

1.6%

3.2%

9.5%

0.096

is%

100.0%

マツ

474

402

154

82

8

44

24

49

121

4

26

902

%

52.5%

44.6%

17.1%

9.1%

os%

4.9%

2.796

5.496

13.4%

o.a%

2.99ら

100.0%

ミズナラ

83

743

11

617

3

50

25

7

61

a

14

840

ss

9.9%

88.5%

1.3%

73.5%

0.496

6.096

3.0%

0.846

7.3%

0.0「る

1.7%

100.0%

ムクノキ

531

410

128

ie

1

12

23

85

178

9

46

867

ss

53.8%

41.5%

13.0%

1.8%

0.1%

1.2%

2.3%

8.6%

18.0%

0.9%

4.796

100.0%

モミ

499

368

123

127

20

54

8

45

70

7

49

916

%

54.546

40.2%

13.4%

13.9%

2.296

5.9%

os%

4.9%

7.696

0.8「為

5.3%

100.0%

その他

1,348

11610

623

438

3セ

127

98

162

299

12

149

3,107

%

43.4%

51.8『 も

20.1%

14.1%

1.0%

4.1%

3.2%

5.2%

9.6%

0.4%

4.8%

100,0%

■樹罹は我が国の代衷的な24羅 及びその他に劇的したもの



付表一11 樹種と特記事項 との関係

,新 。新蜆データの含計

特記事項

区分

無し

宥り

保瞳柵股贋

避雷針股置

支柱股置

墨剤散布 ・施肥

足期的な下刈り ・清掃

桔損部削除 ・枝下ろし

買収運動

その他

無回谷

合計

アコウ

%

152

14

0

a

z

7

9

7

a

1

5

171

88.996

8.2%

0.09'0

0.096

1.246

4.1%

5.340

4.1ｰ.6

0.046

O.6%

2.9%

100.096

イチイ

%

66

44

10

0

7

6

28

9

0

6

7

〉ｻ

56.49b

37.6%

8.5%

o.o%

6.0%

5.196

23.990

7.7%

o.o%

5.1%

6,09も

100.0%

イチ ョウ

%

唾,900

878

184

4

24

62

566

287

a

45

214

2,ss2

63.59も

29.396

6.1%

0.1%

o.s%

2.1%

18.9%

9.6%

o.o%

1.5%

7.2%

100.0%

エノキ

%

562

207

28

0

8

11

154

68

a

18

76

845

66.5%

24.596

3.3%

o.o%

o.s%

1.3%

18.2%

8.0%

o.oss

2.1%

9.0%

100.05'0

カシ

%

653

210

39

1

14

12

150

49

1

26

52

915

71.4%

23.0%

4.3%

0.1%

1.5%

1.3%

璽6.4%

5.4%

o.i%

2.8%

5.7%

100.o%

カツラ

343

80

18

0

2

2

41

27

a

17

57

480

71.59も

16.745

3.8%

o.o%

0.4%

o.a%

8.5%

5.6%

0.045

3.5%

11.996

100.0%

カヤ

391

166

45

4

4

12

116

57

a

5

28

585

66.8%

2e.a%

7.7%

0.7%

0.7%

2.1%

19.8%

9.7%

o.o%

0.9%

4.8%

100,0%

クスノキ

%

2,614

1.069

307

4

25

114

578

365

a

92

157

3,840

68.1ｰ%

27.8%

8.0%

0.1%

0,7%

3.0%

15.1%

9.5%

o.o%

2.4%

4.1%

100.O%

ケヤキ

%

3,593

1,649

194

6

40

67

1,260

650

10

51

326

5,568

64.5%

29,69も

3.59も

0.1%

O.7%

1.2%

zz.s%

11.7%

0.2%

o.sx

8.946

ioo.ox

サクラ

%

470

312

75

1

71

89

200

137

a

25

105

887

53.0%

35.29ら

8.596

0,1%

8.0%

10,095

22.5%

15.4%

o.ox

2.ax

〉〉.ax

100.09も

サワラ

as

86

69

7

0

11

0

57

30

0

7

5

160

53.8%

43.1%

4.4%

o.o%

6,99も

o.o%

35.6%

18.8SG

o.ox

s.ax

3.1X

100.096

シイ

2,508

632

90

0

21

12

481

225

1

29

179

3,31!!

75,69も

19.0%

2.Tlb

0。03ら

o.sx

o.a%

14.5Sb

6.8%

0.0%

o.sx

5.49も

100。09も

スギ

4,886

2,335

360

31

39

68

1,879

511

3

123

337

7,558

x

64.615

30.991

4.8%

0.49E

O.53も

0.9%

24.96

s.ax

0.09も

1.6%

s,sx

100.0%

　
o
い

特配事項

区分

無し

有り

保瞳柵股置

避雷針設置

支柱股置

躍剤散布 ・穂肥

定期的な下刈 り・済掃

枯楓部削除 ・枝下ろし

買収遅動

その他

無 ・谷

合計

タブノキ

ss

849

249

28

1

4

7

193

75

0

11

77

1,175

72.386

21.24b

2.44ro

0.140

0.386

0.646

16.446

6.496

0.090

0,9%

6.6%

tOO.0%

ツガ

9K

161

17

4

0

0

0

13

0

0

0

11

189

85.2%

9.0%

2.190

0.04e

0,09も

o.o%

6.946

o.o%

0.0%

O.0%

5,89も

100.0%

トチノキ

%

330

52

10

a

3

1

34

6

0

5

zs

408

80.996

12.7%

z.s%

o.o%

0.7%

o.ix

8.3%

1.5%

o.ox

1.Z%

6.4%

100.0%

ニレ

x

90

ss

7

0

1

3

52

39

0

z

27

186

48.4%

37.1%

3.846

o.o%

0.5%

1.696

28.09ら

21。0%

O.09も

1.1%

14.5%

100,095

ヒノキ

%

346

Los

13

1

1

4

89

22

0

1

22

474

73.0%

22.4%

2.79も

0.2%

O,29も

O.89も

18.8%

4,69も

O.09も

0.246

4.6%

100.0%

ブナ

x

407

29

5

0

0

0

13

1

a

12

72

508

80.1ｰk

5.7%

1.0ｰ%

o.ox

o.o%

0.036

2.6%

o.z%

o.ox

2.4%

14.2%

100.0%

ボル トノキ

%

105

18

4

a

a

z

7

13

a

1

3

126

83.3%

14.3%

3.2%

0,095

0.09も

1.696

5.695

10.3%

o.ox

0.846

2.4%

100,0%

マツ

501

356

53

3

se

145

202

112

0

26

45

902

55.5gS

39.596

5.9%

0.3%

7.5%

16,1%

22.496

12,4%

o.o%

2.9%

5.0%

100.O%

ミズナラ

x

588

45

10

0

1

0

40

23

0

a

207

840

70.09ら

5.49も

1.2%

o.ox

0,1%

o.o%

4.8%

2.7%

0.0%

o.o%

2a.sx

100.09も

ムクノ争

s7s

221

43

d

e

23

130

85

2

28

87

987

駕

60.●96

22.ax

a..x

o.ax

osx

2.ax

13.2%

8.6%

o.2艶

s.ax

a.ax

100.096

モミ

61fl

1go

1●

1

4

11

166

45

0

3

78

916

瓢

69.99も

21.6脇

2.ox

0.1覧

a.ax

1.2覧

18.iX

4.9X

o.ox

0.3X

e.sx

100.0%

その億

,,9●1

t12

us

a

79

●6

561

268

0

73

301

3,107

63.196

27,1覧

s.ox

o.196

2.sx

2.8X

18.り%

a.sx

o.ou

2.3X

s.sx

100.096

●樹種は我が国の代表的な24糧及びその他に集約したもの

付表一12 年別 ・枯 死 ・伐採 ・消失 した巨木本数

年

枯死等

1984

1

1986

1

1988

8

1989

7

1990

13

1991

53

`盤蜘 ・塞、

1992

zo

1993

15

1994

18

1995

12

1996

12

1997

33

1998

38

1999

29

zooo

14

榊
1,388

合計

1,660

,



付表一13胸 高直径別人文的項目(新 規データ)

信仰対象

胸高直径(rn}

～0 .9

1-1.9

2-2.9

3-3.9

4-4.9

5m以 上

無回答

合計

無し

件 %

1,725

5,151

353

42

7

7

8

7,293

23.7%

70.6%

4.8%

0.6%

o.iｰio

0.1%

0.1%

100.0%

有り

件 a

424

1,601

264

29

9

4

2

2,333

18.2%

68.6%

11.3%

1.2%

0.4%

O.2%

0.1

100.0%

不明

件 %

100

308

15

2

1

426

23.5%

72.3%

3.5%

0.5%

0,0%

0.0%

o.2ｰia

100.0%

無回答

件 %

366

1,097

43

9

2

3

1,520

24.1

72.2%

2.8%

0.6%

0.0%

0.1%

0.2%

100.0%

合計

件 %

2,125

8,325

925

132

30

21

14

11,572

18.4%

71.9%

8.0%

1.1%

0.3%

o.2ｰia

0.1

100.0%

独特の呼称

胸高直径(m}

～0.9

1-1.9

2-2.9

3-3.9

4-4.9

5m以 上

無回答

合計

無し

件 %

2,081

6,055

287

27

2

5

11

8,468

24.6%

71.5%

3.4%

0.3%

0.0%

0.1%

0.1%

100.0%

有り

件 %

454

1,831

373

53

14

8

3

2,736

16.6%

66.9%

13.6%

1.9%

0.5%

0.3%

0.1

100.0%

不明

件 %

79

264

14

1

358

22.1

73.7%

3.9%

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

無回答

件 %

1

7

1

1

10

10.0%

70.0%

10.0%

10.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

合計

件 %

2,125

8,325

925

132

30

21

14

11,572

18.4%

71.9%

8.0%

1.1%

0.3%

o.2ｰia

0,1%

100.0%

故事伝承

胸高直径(m}

～0 .9

1-1.9

2-2.9

3-3.9

4-4.9

5m以 上

無回答

合計

無し

件 %

1,854

5,720

481

48

9

6

9

8,127

22.8%

70.4%

5.9%

0.6%

0.1%

0.1%

0.1

100.0%

有り

件 %

87

350

46

16

5

3

2

509

17.1%

68.8%

9.0%

3.1

1.0%

0.6%

0.4%

100.0%

不明

件 %

309

992

94

10

2

1

1

1,409

21.9%

70.4%

6.7%

0.7%

0.1

0.1

0.1

100.0%

無回答

件 O

365

1,095

54

8

3

2

1,527

23.9%

71.7%

3.5%

0.5%

0.0%

0.2%

0.1

100.0%

合計

件 %

2,125

8,325

925

132

30

21

14

11,572

18.4%

71.9%

8.0%

1.1%

0,3%

0.2%

0.1

100.0%

104



資 料

1.巨樹 ・巨木林 フォローアップ調査 追跡調査票 の記入方法

2.追跡調査票(見 本)

3.巨樹 ・巨木林 フォローアップ調査 巨樹 ・巨木林調査票の記入方法

4.巨樹 ・巨木林調査票 【新規調査票 】

5.巨樹 ・巨木林 フォローア ップ調査 追跡調査票(一 般)記 入方法

6.巨樹 ・巨木林 フォロー アップ調査 追跡調査票(一 般)【 記入例】

7.巨樹計測講習会 のお知 らせ

8.巨樹 ・巨木林 計測マニ ュアル"大 きな木 が待 っている!"



囲
巨樹 ・巨木林 フオ ロー一ア ップ調査 追跡調査票の記入方法

お送 りした調査票に記載 された巨樹・巨木林は、昭和63年 に環境庁の巨樹・巨木林調査

で調査され たものです。 これ らについて記載事項の変更があった場合(所 在の名称が変更

になった等)と 前回調査で記載が されていない 「空 白欄」について以下の要領 で記入をお

願いいた します。

なお 、約 ユ0年ぶ りに行われ る追跡調査ですので、可能な限 り記入漏れが ない様 にお願

い 申し上げます。

階理用 コー ド1

電算処理のために作成 された コー ドです。

13次 メッシュコー 圃

前回の調査において、所在情報が未記入であったため、お送 りした調査票の所在欄 が空 白

の巨樹 ・巨木林が存在 します。追跡調査をされ る上で手がか りとしていただ くために、標

準 メッシュの3次 メッシュコー ドを記載 しています。

廟査の有無1

今回、調査を行ったかの有無 を以 下の コー ドで記入 して くだ さい。

コー ド 区分

ユ 調査を行 った

2調 査対象木を探 したが、見っけることができなかった

3調 査を行わなかった

國
以下のコー ドを記入 してくだ さい。

コー ド 区分

1単 木

2樹 林

3並 木

ユ.単木

調査対象基準に該 当す る樹木(巨 樹)が 単体で生 育 してい るもの。(巨 樹の周 囲に

は他に樹木が生育 していない場合)

2樹 林

調査対象基準以上の樹木及び樹木が複数 生育 してお り、面的な広が りをもつも

の(巨 木林)。 ただ し巨樹 が林 内に生育 している場合で あっても、巨樹周 囲の樹木

が調査対象基準以下である場合 は単木 とす る。

なお、社叢林等比較的小規模の巨木林の=場合には、便宜上 、巨樹 の生育 していない

区画 も含 めて樹林全体 を 「巨木林」 とする。但 し、 山岳地等 の比較的大 きな樹林 の
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場合 には、 この うち巨樹が生育 している範 囲のみ を 「巨木林 」 とする。

3.並木

調査対象基 準以上の樹木及 び これに準ずる樹木が複数生育 してい るものの うち、

線的な配置になってい るもの。

囲
調査対象木が生 育 してい る施設 の名称 とを可能 な限 り詳細に記入 して くだ さい。

また、可能な らばその住所(町 名 と丁 目)を 記載 して くだ さい。

現在 巨樹 ・巨木林 の名 称記載が されている場合は、住所 の記載 をお願い します。

例 コ○○小 学校

○○区 ×××町◇ 丁 目

圃 調査対象を管理している団体を以下のコー ドで記入してください。

コー ド 区分

1国

2都 道府 県

3市 町村

4そ の他公有

5寺 社

6個 人

7・ 法人等

8不 明

團
調査対象 の種名 現在 「不明」 と記載 されているもの、または明 らかに

記載が間違 っているものについて記入 をお願 い します。

記入 にあた っては、 巨樹 ・巨木 林調査マニ ュアルを参照 して くだ さい。

画
調査対象あ生育状況 を以下のコー ドよ り記入 して くだ さい。

コ ー ド

ユ

2

3

-r

5

6

7

区分

枯死寸前
一部枯損

病虫害

異常落葉

その他

枯死

良

枯死寸前の状態 である。

枝先等 の一部に枯損が見 られる。

病 虫害等 の症状が表 われている。

落葉樹 で秋期の通 常の落葉時期以外に も落葉 した り、常緑樹

で芽ぶ き時期の落葉 の量が異常 に多いな ど、異常落葉が見 ら

れ る。

枯死 してい る場合。

上記以外の場合。
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囲
計測値 をcm単 位で記入 して くだ さい。

計測方法は巨樹 ・巨木林調査マニュアルを参照 して ください。

圃
計測値 をcm単 位 で記入 して くだ さい。

計測方法は巨樹 ・巨木林 調査マニュアル を参照 して くだ さい。

圃
株立の本数 を記入 して くだ さい。

巨樹 ・巨木林調査マニ辛アル を参照 して くだ さい。

融 特の呼稠

独特の呼称 がある場合には以下のコー ドとともに記入 して くだ さい。

コー ド 区分

ユ 無 し

2有 り 単木 の場合は 「A:○○○○○」樹林の場合 は 「B:○○○○○」

3不 明

医 護制度単木 ・樹林1

以 下 の コー ドを記入 して くだ さい。

コ ー ド

1

2

3

L;

5

6

7

区分

特に保護制度 の指定がない場合

天然記念物等

「文化財保護法」又 は 「文化財保護条例」による天然記念物、名勝等。

指定者 によりra国 」rb.都 道府県」rc,市 町村」に区分する。

自然公 園

「自然公 園法」又は 「自然公 園条例」に よる 自然公園。

種類 によ り 「a.国立公 園」 「b.国定公園」 「c都道府県立 自然公 園」に区分す

る。

自然環境保全地域

「自然環境保全法」又は 「自然保護条例」等に よる自然 環境保全 地域 、緑

地環境保全地域等。指定者に より 「a.国」「b.都道府県」に区分す る。

保安林 ・学術参考保護林等

「森林法」又は森林計画等による保安林 、学術参考保護林、 自然休養林等。

都市公 園

「都 市公園法」に よる公園又は緑地。設置者に より、「a国営」「h都道府県」

rc市 町村」に区分す る。

風致地区 ・緑地保 全地区 ・都市の美観風致を維持す るための保存樹木等

「都 市計画法」 「都 市緑地保 全法」又は 「都市の美観風致 を維 持す るため

に樹木の保全 に関す る法律」による風致地区、緑地保 全地区、保存樹木 、

保存樹林等。
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8 その他制度

上記 以外の法律、その他地方公共 団体独 自の制度による保存木等。

この場合 、制 度の名称 、設置者(a国h都 道府県c.市 町村 の区分)の ほ

か制度 内容 について も調べ 、制度 内容はra.指 定のみ」rb.買 上げのみ」rc.

補助 ・助成 あ り」「d.その他」「e.不明」の区分 か ら選んで記入 して ください。

制度の名称 は記入欄下の空 白部 にお書き添え くだ さい。

例:国 立公 園の場合 自然公 園を示す コー ド 「3」

を 「3a」 と連続 して記入 して くだ さい。

とそ の種類 を示す コー ドra」

階記事冤

調査対象 について特別 な保護対策が講 じられ ている場合は、以下のコー ドを

記入 して くだ さい。

コ ー ド

ユ

2

3

4

5

6

7

8

9

区分

無

保護柵設置

避i雷針設置

支柱設置

薬剤散布 ・施肥

定期的な下刈り・清掃

枯損部の削除、枝下ろし

買取り運動

その他

複 数 の事 項 が あ る場 合 は、続 け て記 入 して くだ さい。

例:保 護 柵 設 置(コ ー ド 「2」)と 支 柱 設 置(コ ー一ド 「4」)が あ る場合 「24」

と連 続 して記 入 して くだ さい。
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巨樹 ・巨木林 フオローアツプ調査 追跡調査票
魎

管塑
ド
3次
メ ンシ ュ

コー ド
署嚢の藝

募

所在
薯
者

種名
塁
度
舗 調 欝

独特の呼称

有無 名称

保護制度

単木 樹林

特記事項

m一
コ コ一毯〔 コ一 一
m一一一 一L.一J

コ コ
一 コ一



巨樹 ・巨木林 フォローア ップ調査

巨樹 ・巨木林 調査 票の記 入 方法

醜

昭和63年 環境庁の巨樹 ・巨木林調査以降に、発見 ・調査された巨樹 ・巨木林データを、同封の調査

票に記入をお願いいたします。

「巨樹 ・巨木林計測マニュアル」をあわせて参照 し、出来るだけ記入漏れのないようにお願い申し

上げます。

〈は じめ に〉

○調査の項 目には、基礎的項目 ・保護の項 目 ・生態的項 目 ・人文的項目 ・'その他の項目とあ ります。

可能な限 りの項 目を記入 して ください。

○特に、太枠の中の項 目に空欄があると、新規データとして登録できませんので、この中はかな らず

すべての項 目を記入 して下さい。

○調査内容をよ く読み、調査結果を回答内容欄の()に 記入、または該当番号、記号に○をつけ

て下さい。回答欄右側の回答番号欄にも記入漏れがないようにして下さい。

○表面に書ききれない場合は、調査票の裏面を使って下さい。

〈調査 対象基 準 〉

この基準にあてはまるものを以下 「巨樹」 「巨木林」とします。

○地上か ら約130c皿の位置での幹周が300cm以 上の樹木(巨 樹)、 またはこれ らが生育 している樹林 ・

並木等(巨 木林)。

○地上か ら約130c皿の位置で幹が複数に分かれている樹木の場合には、個々の幹の幹周の合計が300cm

以上であ り、その うちの一番太い幹(主 幹)の 幹周が200cm以 上のもの

○今回の調査では、樹種により幹周3m以 下でも調査対象 と考えます。詳細は巨樹 ・巨木林計測マニ

ュアルをご覧下さい。

〈調査 内容 〉

・コー ド番号は記入の必要はあ りません。

・調査 日、調査者名、所属を書いて下さい。

障 木 ・樹 林の別1

次を参考に選び、樹林は面積を、並木は延長(長 さ)等 を記入 してください。

1.単 木

巨樹の周囲に他に樹木が生育 していないとき。または、巨樹が林内に生育 していても、周囲の樹

木が調査対象基準以下であるとき。

2.樹 林

巨樹とこれに準ずる樹木が複数生育 していて、面的な広が りを持つもの(巨 木林)。 なお、社叢

林等比較的小規模 な場合には、便宜上、巨樹の生育 していない区画も含めて樹林全体を 「巨木林」

とします。但 し、山岳地等の比較的大きな樹林の場合には、この うち巨樹及び準ずる樹木が生育 し

ている範囲のみを 「巨木林」とするが、便宜上、 この外周線は地形、土地所有、林班などに着目し

たものでもよいとし、面積はこの範囲内を算定するもの とします。

3.並 木

巨樹 とこれに準ずる樹木が複数生育 しているもののうち、線的なもの。延長はその両端に位置す

るものの距離とします。

触特の呼称 ・名鋼

巨樹の場合と巨木林の場合 とに分けて、それぞれその呼称を調べ.○ ○○松、○○○○の森のよう

に記入 して ください。
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巨木(林)の 位圃

巨樹 ・巨木林が所在する市町村名、番地や社寺 ・学校の敷地内にあるときはその名称、字などの通

称名も含め、出来るだけ詳 しく記入します。

また、できました ら、管内図、もしくは縮尺5万 分の1か2万5千 分の1の 地形図に、調査 した巨

樹 ・巨木林の位置を記入 した 「巨樹巨木林分布図」(分 布図)を 、あわせて提出して ください。

歴(並 木)内 の巨樹本姻

調査の対象が巨木林の場合には巨樹本数を実測または推定によ り調べて ください。

所有者(管 理者)1

所有者または管理者を調べて ください。

瞳木測定個

巨樹 、 または 巨木林 の うち代表的な もの について、 以下の項 目を調 べて くだ さい。

1.樹 種名 ・樹 種 コー ド

樹種は図鑑 で使わ れてい る和名 を調べて ください.

樹種 コー ドは記入 の必要はあ りません。

2.幹 周

計測方法については 巨樹 ・巨木林 計測 マニ ュアルを ご参照 くだ さい。

3.株 立状況

幹周を計測する位置での株立の本数を調べます。なお、5本 以上の株立ちは,調 査票にはすべて

5と 記入 して下さい。詳細については巨樹 ・巨木林計測マニュアルをご参照 ください。

4.樹 高

樹高 をメー トル単位 で計測 します。実測が困難 な ときは、 目測 でも良い もの とします。

5.枝 張

樹幹の広が りを,東 西方向及び南北方向にそれぞれの水平距離について測定 します。実測が困難

な場合には、目測でよいとします。

醐齢(林 齢)1

巨樹 な ら樹齢 を、 巨木林 な ら全体 の林齢 を、推定 また は伝承 に よ り調べ て ください。

*巨 樹の樹齢が推定1000年 のとき、回答番号欄に 「1d」 と記入 します。

1巨木(林)の 健全國

樹勢が悪いと判断 したときは、選択肢の中か ら原因を選んで ください。なお、巨木林全体 につい

ての把握が困難な場合には、幹周等の測定樹木周囲の状況でよいものとします。

*落 葉樹で秋季の落葉時期でないときまたは常緑樹で芽吹きの時期に、落葉の量が異常に多い場合などは、

回答番号欄に 「2d」 と記入します。

医損状洌

選択肢の中か ら、それぞれ該当する欠損の状況及び原因を選んで ください。

巨木林全体についての把握が困難な場合には、幹周等の測定樹木周囲の状況でもよいものとします。

1計測位置1

計測した巨樹の樹形(立 ち姿)を 簡単に絵で記録 して ください。または、写真を添えてください。

このとき、計測位置が後の調査で確認出来 るように、破線などで書き入れて ください。計測位置の高
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さが基本の測 り方と異なる場合は,そ の位置の数値 も記録 します。詳細は巨樹 ・巨木林計測マニユア

ルを参照下さい。

[医護制度指定1

巨樹が各種保護制度に指定されている場合には、その制度と指定者を調べ、選択肢の中から該当す

るものをすべて選んで ください。巨木林全体が指定されていて、さらにその中に特定の巨樹が指定 さ

れている場合には,そ れぞれについて調べてて ください。

選択肢の中の制度については、下記を参考に して ください。
・天然記念物等(「 文化財保護法」または 「文化財保護条例」による天然記念物、名称等)

・自然公園(「 自然公園法」または 「自然公園条例」による自然公園)

・自然環境保全地域(「 自然環境保全法」または 「自然保護条例」等による自然環境保全地域、

緑地環境保全地域等)
・保安林 ・学術参考保護林等(「 森林法」または森林計画等による保安林、学術参考保護林、 自

然休養林等)
・都市公園(「 都市公園法⊥による公園又は緑地)

・風致地区 ・緑地保全地区 ・都市の美観風致を維持するための保存樹木等(「 都市公園法」

「都市緑地保全法」又は 「都市の美観風致を維持するための樹木の保存に関する法律」による風致

地区、緑地保全地区、保存樹木、保存樹林等)
・その他の制度(上 記以外の法律、その他地方公共団体独 自の制度による保存木等。この場合、

出来れば制度の名称、設置者、内容について調べてください)

*単 木はO、 樹林は◎でマーキングします。巨木林全体が都道府県の自然公園であり、その中に生育してい

る巨樹が国天然記念物に指定されているとき、2とaを ○で囲み、回答番号欄(1)に 「2a」さらに3と

cを ◎で囲み、回答番号欄(2)に 「3c」 と書き入れます。

解説板等の有矧

巨樹 または 巨木林 全体の樹名板 、解 説板、石標 等 について調べ て くだ さい。

*巨 樹に樹名板があ り、その巨樹の生育 している巨木林に解説板がある場合、回答番号欄に 「2a」 「3b」

と記入 します。

1周囲 の 状 測

選択肢 の中か ら面積 の 占め る割合 の高い ものか ら順 に、 い くつで も選んで ください。 巨木林全体 に

つ いての把 握が 困難 な場 合 には、幹周 等の測定樹 木周 囲の状況 でよい もの と します。

*こ こでの1.の 樹林は、 「周囲に樹木が生育 しているが、これ らが巨樹 または巨木林にはならない」場合

です。a.周 囲の影響が及ばないような 「山林な ど大面積」の樹林 と、b.比 較的影響が及びやすい 「社叢など

小面積」の樹林に分けて記入 してください。

豚;元又は林床の状測

巨樹 の根本 の状 況 を、選択肢 の 中か ら面積 の 占める割合 の高い ものか ら順 にい くつで も選 んで くだ

さい。 巨木林 全体 につい ての把 握が困難 な場合 には、 幹周 等の測定樹木周囲 の状況 で もよいもの とし

ます。

*こ こでの5.舗 装は,透 水性に着目して ください。巨樹の根元が敷石の場合、5と 「c.その他」を○で囲

み、()に 敷石と記入 します、回答番号欄には 「5c」 と記入 します。

麺
特 有の動物 が生息 してい る場合 には、 その種名 を調べて ください。

巨樹 の空洞 を住処 とする鳥獣、 または巨木林 に生息 する鳥獣 な どの例 は、 フクロウ類 、 クマゲ ラ、 ム

サ サ ビ、モ モ ンガ、 リス、ヤ マネ、 コ ウモ リ、 ヘ ビ、 ワシ ・タカ類 、 クマな どで す。

一生植 物
守

巨樹 について、巨木林全体について、着生植物等の被度及びその種類を調べ、被度の順にすべて選
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んで ください。巨木林全体についての把握が困難な場合には、幹周等の測定樹木周囲の状況でもよい

ものとします。

「種類」については以下を参考に してください。

a.つ る性(ヅ タ ・カズラ類及びクズなど、樹木に巻き着いて生長、生育しているの)

b.寄生(ヤ ドリギ及びキノコ、サルノコシカケ等の菌類な ど、樹木か ら栄養分をを吸収 して生育 し

ているもの)

c.着生(コ ケ類、サルオガセ等の大型地衣類、及びシダ類など、樹木に着いて生育は しているが、

自ら栄養分を作ることができるもの)

1信仰 対 象 等1

巨樹(樹 林 内の特定 の 巨樹 の場合 を含む)と 巨木林全体 との場合 に分けて、それぞれ、社 、ほ こ ら、

鳥居、 しめ縄等の有無及 び禁忌(タ ブー)、 祭 事の 有無等 について調べ て ください。

*単 木(巨 樹)と 樹林(巨 木林)全 体が信仰対象になっていて、巨樹には しめ縄があり、巨木林 には鳥居があ

るばあい、回答番号欄には、有無 「2」 一内容 「aウ」と有無 「2」 一内容 「bイ 」と記入 します。

魎
巨樹(樹 林内の特定の巨樹の場合を含む)と 巨木林 の場合 とに分けて、それぞれ、その概要を調べ

て ください。

瞳接利用1

巨木林の場合には、その直接的な利用のされ方について以下を参考に調べ、利用の比重の高いもの

から選んでください。

1.特 になし(水 源かん養、国土保全などの間接的利用などがあっても、直接的的利用はとくにな

いとき)

2.林 業的利用(建 築用材、家具材など木材生産のため、 また、シイタケ ・果樹 ・種子生産な ど林

産物の生産に利用されているもの)

3.そ の他林木の直接利用

4.観 光 レクリエーション ・公園(樹 林 内に遊歩道が設置されているな ど観光 ・レクリエーション

又は公園として利用されているもの)

睡
視認性(地 域でのラン ドマーク状況)に ついて、以下を参考に選んで ください。

1.遠 方(集 落外など)か らも目立つ(集 落外など遠方か らも目立ち、地域のラン ドマークになっ

ている)

2.付 近に行けば見える(集 落内では多 くの地点か ら見え、地域の人々に認識されている)

3.直 前まで見えない(周 囲に樹木や建物があるなど、直前まで行かないと見えないもの)

匿記事項
他に、特別な保護対策が講 じられている場合等があれば、その内容を調べ、該当するものを全て選

んで ください。
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コー ド

番 号

都道府県 市町村
コ ー ド コード

巨樹 ・巨木林調査

一[ZI

対 照 調査票番号
コー ド(巨 木 林)

面示

調 査 日

調査者名(

所 属(

年 月

魎
日

分 類

基 礎 的項 目

項 目

単 木 ・ 樹 林 の 別

独 特 の 呼 称 ・名 称

巨 木(林)の 位 置

林(並 木)内 の

巨 木 本 数

所 有 者

巨 木 測 定 値

樹 齢1林 齢')

巨木(林)の 健全度

巨 木 の 欠

(複数回答)

損

計 測 位 置

(木のスケッチに計測

位置を書き入れる)

回 答 内 容

1.単 木2.樹 林

3.並 木 延 長(

面積(

a) 列(

ha)

列)

1.無 2.有 a単 木(

b樹 林全体( 3.不 明

(

(

)県( )郡 市()町(

)社 寺 ・学 校 名(

)番 地

)字 など通称名

1,実 測(

2.推 定{

)本

)本

所有 者 名(

4.そ の他 公 有(

)1.国2.都 道府 県3.市 町村

)5.社 寺6,個 人7.法 人等8.不 明

樹種名

幹 周

()

樹 高

(m)

枝 張

(m)

(主幹 ,

樹 種

コー ド

株 立

状 況 本

1,実 測 2.目 測

1,東 西 2.南 北 3.平 行 4.垂 直

1.推 定(a99年 以'下blOO～199年

2.伝 承()年

c200～299年d300年 以 上e不 明)

1.良

2.不 良(a枯 死 寸前 b一・・部 枯損c病 虫害d異 常 落葉 eそ の他)

1.無2.大 枝 枯損3.小 枝 枯損4.頭 頂部 幹折 れ

5.'F部 幹折 れ6.空 洞 あ り7.異 常 な コブ あ り

原因(a大 風b落 雷c積 雪d病 虫 害eそ の他 自然 災 害

f人 為(勢 定 等)g不 明)

1.基 準 の位 置

2.そ の 他 理 由( )

回 答
番号欄

0

有無□

0

0

0

O

[コ

欠損□ □

原因□ □

0
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分 類

保 護 の 項 目

生態 的 項 目

人文 的 項 目

その他の項 目

項 目

保 護 制 度 指 定

(単木()樹 林◎}

(複数回答)

解 説 板 等 の 有 無

周 囲 の 状 況

(複数回答)

根 本(林 床)の 状況

(複数回答)

動 物 生 息

着 生 植 物 等

信 仰 対 象 等

故 事 ・ 伝 承

直 接 利 用(樹 林)

(複数回答)

視 認 性

特 記 事 項

(複数回答,

回 答 内 容

1.無

2・ 天然 記 念物 等(a国b都 道府 県c市 町村)

3・ 自然 公園(a国 立b国 定c都 道府 県立)

4.自 然環 境 保全 地域(a国b都 道 府県)

5.保 安 林 ・学 術参 考 保護 等

6.都 市公 園(a国 営b都 道府 県c市 町村)

7.風 致地 区 ・緑 地 保全 地 区 ・都市 の 美観風 致 を維 持 す るため の保 存樹 木等

8.そ の他 制 度 名称()

9.不 明

1.無2.樹 名板3.解 説 板

5.そ の他(

a単 木 用b樹 林用

4.石 標

)

1.樹 林(a山 林 な ど大 面 積

3.耕 地4.建 物 群

7.そ の他(

b社 叢 な どの小面 積)

5.道 路

)

2.公 園

6.水 面

1.裸 地2.草 地 ・地 被類3.稚 樹 ・その他 低木 生育

4.サ サ その 他や ぶ5.舗 装(a砂 利 ・砕石bア スフ ァル ト ・コ ンク リー ト

cそ の他())6.そ の他()

特記すべき鳥類の生息1.無

種名(

特記すべき獣類の生息1.無

種名(

2.有

2.有

3.不 明

3.不 明

1.無

2.有

被 度(aほ ぼ全 体b半 分 位

種類(aつ る性(ツ タな ど)

c一 部 分)

b寄 生(ヤ ドリギ な ど) c着 生(コ ケな ど))

1.無

2.信 仰対 象 あ り

a単 木が 信 仰対 象(ア.社 、ほ こ ら あ り 社 寺 名(

イ.鳥 居 あ り ウ.し め縄 あ り エ.そ の他(

b樹 林 全 体が 信 仰対 象(ア.社 、 ほ こ ら あ り 社寺 名(

イ.鳥 居 あ り ウ.し め縄 あ り エ.そ の 他(

3.禁 忌(タ ブ ー)あ り 対象(ア.単 木(全 体)イ.幹

オ.樹 林全 体 力.そ の 他 キ.不 明)概 要(

4.祭 事あ り 概要()

、不 明)

)オ.特 にな し)

、 不明)

)オ.特 に な し)

ウ.枝 工.実

)

5.不 明

1.無2.有

(概要)a単 木

b樹 林 全体

3.不 明

1.特 にな し2.林 業的利 用(

3.そ の 他林 木 の直接 利 用(

4.観 光 ・レ クリエ ー シ ョン ・公 園 所在 地( )

1.遠 方(集 落外 な ど)か ら も目立 つ

2.付 近に 行 けば 見 える

3.直 前 まで 見 えない

1.無2.保 護柵 設置

6.定 期的 な 下刈 り ・清 掃

9.そ の他(

3.避 雷針 設置4.支 柱 設 置

7.枯 損部 の削 除、枝 下 ろ し8.

5.薬 剤 散布 ・施肥

買取 運動

)

(裏 面 記 入 有 ・無) (幹 周既存 デー タ使用 有 ・無)
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回 答
番号欄

0
0
[コ
[コ

[エコ[コ

[エコ[=エ コ

[コ[コ

[コ[□

[コ[コ

鳥類□

獣類□

撫 □

被度□

種類□

窓
薯
撫□

0

0

0

0

0

O

O

0

0



魎
巨樹 ・巨木林 フォローア ップ調査

追 跡 調 査 票(一 般)記 入 方 法

この調 査票 には、枯死 ・枯 損 した巨樹 ・巨木林の情報 を記入 します。

〈は じめ に〉

○ 日付 、調査者 名、 所属 をお 書 き下さい。

1本 の巨樹(単 木)に つき、1行 に書 き入れます。

巨木林(樹 林)は 、第4回 自然環境保全基礎調査巨樹 ・巨木林調査報告書に記載してあ

る…本一本を1行 ずつにして、書 き入れて下さい

コー ド番 号(3次 メ ッシュコー 団

第4回 自然 環境保全基礎 調査 巨樹 ・巨木林調査報 告書(地 方版)8冊 よ り、枯死 報告 をす

る巨樹 ・巨木 林のデー タ を探 し、左端にあ るコー ド番号 と(3次 メ ヅシュコー ド)を 書 き

写 して 下さい。

陶種、独特の呼称1

枯死 した巨樹 と巨木林の中に生育する巨樹の樹種を書いて下さい。もしあれば、独特の呼

称も書いて下さい。

瞳
枯 死 した年 を調べ 、わ かれば よ り詳 しく記 入 して下 さい。

魎
枯死 の原 因 を調べ、 い くつで も○ をつけて下 さい。

注 意事項

・調査 票は必 要に応 じて、 コピー してお使 い下さい。

・漏れ てい る項 目があ る と、報告 され た巨樹 が確認 で きない こ とがあ ります。

項 目は全て記入 して下 さい ます ようにお願 い申 し上げ ます。
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ミ

巨樹 ・巨木林 フ ォローア ップ調査 追跡調査票(一 般) 恥
年 月 日 調査者名( )所 属(

コ ー ド 番 号

(3次 メ ッ シ ュ コー ド)

記入例 単木(巨 樹)

317306・ 一〇〇6

(5γ34づ!一8「3)

記入例 樹林(巨 木林)

同一 ド〈 話入例

(

樹林(巨 木林)

)

)

C )

C )

C )

C )

)

)

樹 種

独特 の 呼称

ク ロマヅ

岡 の;松

枯 死 年 度

平械舛
(5'月)

}一 一

枯 死 原 因

a大風 囎 α囎(亟 塵)
e.そ の他 自然災害f.人 為(勢 定等)g不 明

備 考

報告書に記載 してあるもの一本一本についてを一行に します。

a.大風b.落 雷c.積 雪d.病 虫害

e.その他自然災害f.人 為(勢 定等)g.不 明

a.大風b,落 留c.積 雪d.病 虫害

e.その他 自然災害f.人 為(勇 定等)g.不 明

a.大風b.落 雷c,積 雪d,病 虫害

e.そ の他 自然災害f.人 為(勢 定等)g.不 明

a大 風b.落 雷c.積 雪d.病 虫害

e.その他自然 災害f.人 為(堕 定等)9.不 明

a大 風b.落 雷c.積 雪d.病 虫害

e.そ の他 自然災害f.人 為(勢 定等)9不 明



環境庁委託 巨樹計測講習会のお知 らせ
睡

主催 全国巨樹 ・巨木林の会

協力 奥多摩 町

平 成12年 度 巨樹 ・巨木 林 フォ ロー ア ップ 調 査 実施 に あた り、調 査 の 円滑 な推 進 と、 計 測 デ
ー タの信 頼性 の 向 上 を 図 る た め、 正 しい計 測 方 法 、計 測 技 術 の習 得 の た めの 巨樹 計 測 講 習 会 を

開 催 い た します 。

目 的:巨 樹 ・巨木 林 フ ォ ロー ア ップ 調 査 の デ ー タ集 計 後 、 新 規 巨樹 ラ ン キ ン グ

の 上 位 に は い りそ うな 巨樹 を全 国 巨 樹 ・巨木 林 の 会 で 再 調 査 い た しま す 。

そ こ で 、 全 国各 地 の 巨樹 に 確 認 調 査 が 行 え る よ うに 各 地 の 会 員 に 参 加 を

願 う も の で す 。

対象者:現 地 で の確 認調 査 実施 を 目的 とす るのため、以下を満たす方にご参加願

います。

○確認調査に参加 できる方。

075才 まで の方。76歳 以上 の方 は障害保 険の対 象外 にな りますの

でご遠慮 ください。

○健康で山歩 きの達者な方。

開催地 二東京都奥多摩町

講習会場 奥多摩町森林館

実習会場 奥多摩 日原地区、氷川地区、梅沢、丹三郎

日 時= Aグ ル ー・フ。/6月2日 宿 泊 、3日 実 習

Bグ ル ー プ/6月3日 宿 泊 、4日 実 習

定 員: 1グ ル ー プ40名 計80名 ま で

○ 希 望 の 期 日を お 選 び くだ さい 。 但 し、 参 加 者 が少 数 の と き は 、 ど ち ら

か 一 日に 調 整 い た しま す 。

○ 先 着 順 で 受 け 付 け 、 定 員 に な り次 第 締 め 切 り と し ます 。

○ 出 来 る だ け多 く の 地 方 か ら の参 加 を して い た だ き た い た め 、 団 体 会 員

の 場 合 は5名 ま で と させ て 頂 き ま す 。 但 し、 締 め 切 り以 降 に 定 員 に 空

き が あ る 場 合 は 追 加 受 付 致 しま す の で 、 事務 局 ま で ご連 絡 くだ さい 。

参 加 費 用 二15,000円(消 費 税 込 み)

こ の 中 に は 宿 泊 費(2食 を含 む)、 実 習 日当 日の 昼 食 費 、 保 険 料 、 テ

キ ス ト ・ガ イ ダ ン ス 資 料 代 が 含 ま れ ま す 。

申込方法:同 封 の振 込用紙 を使:い、最 寄 りの郵便 局 で参加費 用 をお振 り込み くだ

さい。講習会申込書に必要事項 を記入 し、ハガキに貼 るかFAXで 事

務 局 に郵送 くだ さい。 講習会 申込書の受付、参加費用の振込みの確認

を持 ちま して、手続き完了とさせていただきます。

当 日の タイ ム ス ケ ジ ュー ル 、宿 泊 場 所 の 連 絡 先 、 装 備 な ど詳 細 は 、5月 中 句 に

お 申 し込 み され た 方 に 直 接 ご連 絡 します 。

ま た 、5月9日(火)以 降 に 参 加 の お 取 り消 し を され た 場 合 、 原 則 と し て お 申

し込み され た参加費用はお返 しできませんので、 ご了承 ください
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締 め 切 り:平 成12年5月 ユ日(当 日消 印 有 効)

プ ログラム日程`講 師 ・実習指導 予定者

平 岡忠夫(画 家 ・巨樹 の会 主宰)

笹 岡達男(環 境 庁 生物 多様性セ ンター長)

真 板 昭夫((財)自 然 環境研究 セ ンター理事)

講習 内容 ・巨樹 巨木 林調査 フォローア ップ調査について
・巨樹計測について な ど

実習内容 奥多摩 の名樹 を教材に、指導を行います。

認定証の授与 コ受講者は、巨樹計測方法取得者 として登録 され、認定証を授 与い

たします。

問 い 合 わ せ 先 二

丁113-0021

東 京 都 文 京 区 湯 島2-29-3

(財)自 然 環 境 研 究 セ ン タ ー 内

全 国 巨 樹 ・巨 木 林 の 会 事 務 局

電 言舌03-3812-0811

FAXO3-3813-8884

担 当 堀 田
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巨樹調査での注意隠

里での巨樹調査.山 での巨樹調査には
それぞれ約束があります。
素晴らしい自然や.人 との出会いに
感囲しながら調査を行い.
巨樹を愛する人の輪を広げてゆきましょう。

・巨樹には私有の木がたくさんあります。胴査の前には必

ず所有者に挨拶し、先祖代 木々を大切礒されててきたζと

に感謝ζ蚕臆 を表 し零しょう』 ㌔'1一
・自然公園や都市公園内の未を調査したいときには、綱 内 .
に入ってよいかなど管理事務所`ピ確認レましょうρ樹勢治・

療のために根膚りを掘叫和らげてひることがあります。'「

藩藩認鷲蕪暑鷹魏琴壁b壁

・必ずそめ地壊6天 僅や地勢に詳しい方に、案肉人ζしで

、臨査ケル」ブに加わってもらψまレ♂ラb.・ 「.'∴'.1でノ幽
・煽 勧 醐 献 め御1こ 逸 魂 疫場や熱 暉 聯 駈

1鱗ご問ひ合おぜ ・届け出をしまレ冨う♂天候やセイ占ルド∴∫'択沈
、'さ.らにはい熊踪け鈴の携捨や装億、'才オタカの産卵 「「',

膿 ぞ塁藷譲袈馨黙 許:呼寧撃轡 著,＼;
・・一人で飼査`とλっぞは絶対にい1ナ零せ飢 .グループで安..
全に楽しぐ行蹴彪ましょうぜ .ぐ〆 ・・:'.・.,'バ
・切り立つ雄 地の巨樹など危険な場所i;嫉 罰査のたψ .圃
にと無理してλらないで下:さい6.."-』 づ ∴
・、巨樹の多い場所1雷.古く'は神㌍塗場勝や信仰なめの通陽'
道である場合が多いようです。も.し、神様が祀られている ∫,

談 難 雛羅1盤 噸1騨 のlt

発 行:環 境庁 自然 保 護 局 生 物 多様 性 セ ンタ ー

編 集 協 力=全 国 巨樹 ・巨 木 林 の会

発行日=2000年1月
8集:堀 田畠子 〔(財)自然環境研究センター》

小澤一雄((株)サ イト・デザイン研究所》
デザイン 滝ロ貴榮子(ア ートポスト)
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』 巨樹調査のまえに
・ 憲 ・'

i..

レ

じ,
i.

巨樹齢測のすすめ

巨樹の大きさを測って見ませんか6
'巨樹巨*は

、佃違いなく私たちよりず,と早く

1・ζの偉に生まれ・ 、

ゼ 私た鮎wつ ζ劒 離 ま輩 き拶 τいくでい う・'

1湯慧 諜難1∫
...一 子 供 た ち が 大 人 に な つ た と 君 ….㌧ ・

i
r:

.も磐 鰍 儲 翻 る搬 蘇 轡 レよう・..
た.・,を

2

大書な木と魏しもう

● この リーフ レ ッ トは 、大 きな木 と親 しみ、 自然 と私 達の新 しい

よい 関わ り方 を見つ け てほ しい とい う願 い か ら作 られ て います 。

木の測 りか たには何 通 りかあ り、測 る位置 も胸高(120cm)、 目通

り(150cm)、 ヨーロ ッパ では胸 高 を130cm(4フ ィー ト3イ ンチ)

として い ます。 ここで は、1988年 に環境庁 が 「緑 の国勢 調査」 で

実 施 した 「巨樹 ・巨木 林調査」 で決 め られた計測 方法 を ご紹介 し

ます。

*を 測るということ ・1

●木を測ることは、基本的なルールを知り、それを守れば、誰で

も始められ、楽しむことができます。家族で公園の木を測ったり、

友人同士でハイキングで見つけた大きな木を測ってみて下さい。

身近な木なら、数年ごとに測ってみましょう。わずかずつですが、

今も木が生長しているのがわかります。

木を測るということ ・2

●大きな木は、測り方や測る位置によって、大きさに数十センチ

も違いがあるものです。何百年も生きるうちにその樹種ならでは

の形となったり、逆に気候や立地により自然の樹形からかけ離れ

た不思議な形になっていたりするためです。巨樹調査のたくさん

の項目は、木のプロフィールを少しでも多く見てもらうようにな

っています。

全国の巨樹について、同じ計測方法で幹周を測り、同じ樹種や

地域ごとに比べることは、何百年にもわたるその木と人の歴史を

知ること、その背景に想いを寄せること、この感動を次の世代に

受け継いでいくことです。同じ樹種でも同じ形、同じ幹周の木が

ないにもかかわらず、巨樹調査は、1本 ずつの違いを限られた項

目で比較しようとするものです。けれども、これらの項目からつ

かみきれないその木独自の風格や存在感などは調査票からは浮か

び上がってきません。それは現地調査をされた方だけが得ること

ができる貴重な体験です。厳密に計測値を求めることは大変重要

なことですが、それでもなお測りきれない有形無形の価値につい

て、どのように伝えることができるのでしょうか。絵を描くこと、

写真を撮ること、歌を詠むことなど、調査をきっかけにお考えに

なられたことを、教えていただけたら幸いです。

3
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・巨樹調査の内容

}

i

;1

ll

it

多くの調べてお書たい願目があります。
それは.今 綾の追跡調査と.
他の巨樹との比較などを行う距めです。
調査は 「単*.並*.欄 紳」にわげて.
'そ れぞれ,査 票1枚 に調べたことを書きこみます

。

灘1鍵 鷺
1.所 在地と所有者

市町村名地番などの地名、字名、地域での呼び名を記録します。

目印になる建物や地形や、所有者のお名前なども書きます。

2.単 木 ・並木 ・樹林

巨樹が1本 だけなら単木、列状に並んでいれば並木、まとまり

があれば樹林です。並木や樹林は、代表的な巨樹を選んで測りま

す。複数のときは巨樹ごとに調査票を書きます。全体の中のおよ

その巨樹の本数も記入します。

3.樹 種名

木の種名は図鑑などに使われている和名(国 内共通の名前)を

用います。地域での木の名前や独自の呼称は備考欄に書きます。

4.推 定樹齢(木 の年齢)

推定または伝承の樹齢を樹名板を見るなどして書きます。

5.幹 周

i

地上 か ら13㎞ の高 さで、幹 周 りを

セ ンチ メー トル単位 で測 ります 。木

の 生 えて い る場 所 や、幹 の形 な どで

測 り方 が違い ます。

(7～11ペ ー ジ参照)

6.写 真 記録

写 真 は後 の調 査 で木 を確認 す るた

め に必 要で す 、特 に山 中の巨 樹の 場

合 は最 も有効 な情報 です 。

*記 録用写真 には、謂査番号、標高 ・樹

種 ・幹周 ・所在地を書き入れたボー ドを調

査木と一緒に写 します。

4

●計測位置の記録写真例

7.計 測位置の記録

根や幹の形状によって、高

さ130㎝の計測位置に迷うこと

があります。後の調査の参考

にするためにスケッチや写真

に計測位置を記入したものを

必ず添えます。

(6ページ参照)

8.樹 高(木 の高さ)

樹高をメー トル単位で測り

ます。樹高測定器による実測

が困難な場合には、目測でも

かまいません。

9.木 の形

○株立ち:幹 周りを測った高さ

諺
4

3

2

1

木のそばに人に立ってもらい、その人

の身長を基準に木の高さを測ります。

(地上から130Cm)で 幹が分かれ

ていたら、その本数を記録します。

○枝張り:東 西方向、南北方向の核の拡がりをメートル単位で

測ります。実測が困難な場合には、目測でもかまいません。

10.地 図への記入等

人が住んでいる里では、木の位置や地名もわかりやすいのです

が、山の中では、地名もあいまいで位置が伝えにくいものです。

できれば市町村の管内図、あるいは5万 分の1地形図か、2万5千

分の1地形図に位置を記入したものを添えます。高度計があれば、

標高も記録します。

11.独 特の呼称、故事 ・伝承

○○の松、○○の森のように単木、樹林の場合に分けてそれぞ

れ書きます。資料などがあったらコピーを添えます。

12.保 護制度の指定

樹林全体が指定されており、さらにその中の特定の巨樹が別に

指定されている場合にはそれぞれについて、市役所 ・町村役場へ

問い合わせるなどして調べます。

13.健 全度

枝 ・幹 ・根に異常がないか調べ、問題がないと

きは良です。異常が認められれば枯死寸前、病虫

害などの症状が現れているなどを記録します。

14.そ の他

動物、着生植物等について気づいたことは、何

でも記録じておきます。

5
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脅獄 巨樹調査ケループをづくろう
掩 ・

・基木 の測 り方
ゑ

山の調査では.登 山に啓要な装備に加えて.
計測のための道具をいくつも持ってい書ます。
グループリーダーを決め役割分担すると.
安全に能率よく調査が出来ますし.お隼寄りから
子供まで調査に参加することもできるでしょう。

1調 査の対象 ・い'㌧

「調査木 」は、地上か ら130cmの 高 さで、幹 で

周 りが300cm以 上 の木 です 。 これ らが育 成'!

してい る並木 ・樹林 も対 象 にな ります。

　

↓

最終判断をす るリーダーは案内者をのぞいた4名の中で決めます。

●案内者1名

地図 ・芳位磁石 ・高度計 ・トランシーバー等 を持ってグループを先導 し

ます。天候や山の様子 を見ながら、安全な道 を選んだり、移動方法を教'

えます。地元の方など、その山の地勢に詳 しい人がこの役 目をします。

●計測者2名

メジャー ・測量ポール等、計測に使 う大 きな道具 を持 ちます。山野をど

んどん歩 き、計測 をします。山歩きが達者な人にお願い しましょう。

●記録者1人

ボー ド・チョーク ・調査票等を持ちます。読み上げられた計測値 をボー

ドに書きとめ、それを持って調査木の側に立ち記録写真に入 ります。

●撮影者1人

カメラ ・フィルム ・野帳 ・調査票 ・持ち帰る葉や実等 を持ちます。調査

木、花 、実、そのほか位置情報 となるすべての写真記録を受けもちます。

q∀1
_

B

一
案内者 計測者 記録者 撮影者

'案内者が調査木 ま守メンバーを先導 レます。ず ぐ後に計測者の2人 。

3人 は計測位置を確認 し、協力してメジャー を巻き.押さえ零す。.記録

者 は木 のスケッチをし、計測位置を書 き加えます。撮影者は周辺 を観

察 して写真記録を始めます。2人 は足場の安定 した所から計測 する3

人にポールの向きやメジャーの高さの修正を促 したりします。メジャ
ーの位置が決まると、計測 している3人 が計測値 を読み上げ、所在地、

樹種名ζ健全度などの調査項目や、後の地図記入に備えて調査木の位

置情報 を確認 し合います。記録者 はすべての記録をとり、必要項 目を

ボー・ドに書 き写 します。撮影者は記録 を補助 し、.ボー ドと木を撮影 し

ます。計測 と記録が終わったら、チョークで調査済みの木にマーキン

グしてからそこを離れます。

6

図・2(複雑な形状の幹周りの例)

も 彦9
u

1

レ
130cm

2測 り方
幹周 は地上 か ら130cmの 高 さを、セ ンチメ

ー トル単位 で測 ります。 メ ジャー を幹 に当

てて 、凹凸の あると ころは手 の平で押 さえ

て、一周 させ ます 。手の 平 よ りも小 さい溝

やへ こみ は無視 します 。 ウロ(樹 洞)が あ

ったな ら、 その大 きさや奥行 きにか かわ ら

ず、図・2のよ うにメ ジャ ーをピ ンと張 って、

図・1(平 地の例)

櫨 参
鋸

130cm

これ を幹 周 と します。斜 面 に生 えて いる木 図一3(斜面の例)

膿懸 麟鞘爆客講澱
方)に 降りられないときは、山側から測量

ポールで直径を測り、幹周を計算します』

3株 立ち

..冨 〃

8ら

r・1・

.

、

r

8

'

C

130cmの 高 さで幹が複 数 に分 かれてい た ら、A

次 の条件 を満 たして いる木 が調査 木です。130cmA≧200c冨

・一番丸 、幹(主 幹)の 幹周 が200cm以 上ある。A噸B橋 ≧300cm

・それぞれの幹周の合計値が300cm以 上 ある。 図・4(株立ちの例)

この と き幹周 は複数 の幹 の合計値 にな りま130cm

す。主幹の大 きさ、株 立本 数 も記録 します。

4根 上り
根 が地面 か ら上 に上 が ってい る ときは、露

出 している根の根元 か ら測 ります。 図'5(根 上り例)

7
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翌難 しい木の測 り方

駐
i

t

基本の方法では測りにくい*は たくさんあります。
ここでは代豪的なものをあげました。

必ず調査票にスケッチや写真を添えて
どこ奄測っ禿か分かるように'
記線を残しておいて下さい。

主幹がわかりにくい木

カ ツラは主幹が確認で きない場合が多 くあ ります が、地上か ら130αn

の高 さでメジャーを一巡 し測 ります。 アコウやイチ ョウなど、気根 が

垂れ下 がり幹と合体 していると きは、130cmの 高 さで気根 を含めて測

ります。 このとき幹 から離れている気根は除 きます。

躍

皇}

基本の測り方で計測位置が

決め られない木

次 の よ うな木の生 え方 の場 合

は、幹の軸線(中 心)を 想定 し、

地表面 に接 した ところから、幹

の形状 に沿 って130cmの ところ

で幹周 り(軸 線に対 して垂直面)

を測 ります。

/㌦
♂ρ「

勘
,L、

130cm

'

'』こ

転

'
'

'

ほかにもこんな木の場合は

軸線を決めて測ります。

、

、

130cm
も

　

●傾斜地に立ち、山側の地上に腐葉土、

土砂などが堆積している木

130cm

130c 130cm

一

●幹が斜面や水際などから水平に伸びて
いる木 ㍉

1

130cr"rm

、

●幹が斜面や水際などから下がってから
立ち上がっている木

1軸線の決め方1

'jl計 測者儲調査木の左右どち.ら
,がの横に享 ぢまずゐ

灘 糠難綴 欝 平行rお章堕

葦霧 欝 鯉 聯1チヨH9町
∫β.マ「キングレた位母力・ら幹の形状に沿って130㎝ ・

のζζうに㍗ キシグします護 φ2卓 をうな確

.麟 撫 です1信 真a),.

講 鍛壽巖鰹う騨騨繍
8

板根の発達 している木

130cmの 高 さに板 根が ある とき

は 、その上部で板根 が終 わ った

高 さを計測位置 と します。位置

の記録 を忘れないで下 さい。

130cm

勃

こぶの発達 してい る木

異常 な 「こぶ」 は、除 いた計測

値 を出 します 。参 考 までに 「こ

ぶ」周 りの計測値 も記録 してお

きます。

ア

130cm

い

こぶを

のぞいた値

d
岩盤にまたがっている木

岩盤を包む根の根元から測ります。

く

}

轟 、

130cm

.;、

'
.一籔

9
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幹周 り3m以 下でも巨樹の仲間

樹齢を重ねても幹周3m以 上には青たない.あるいは.
育ちにくい樹■は允くさんあります。
これらも齢測して 「巨樹」のなかまに入れましょう。

いくつかの代表例 をあげます。種類 または科によって対象 とします。

ほかにも気付いた種類 があれば記録 しま しょう。

●幹周1メ ー トル以上 を計測の対象とするもの

クスノキ科

ヤマグルマ科

マンサク科

マメ科

ミカン科

ツゲ科

ツツジ科

ニッケイ ・ヤブニ ッケイ ・イヌガシ

フサザクラ

マンサク・マルバマンサク

ネムノキ ・ハナズオウ

すべて

ツゲ

アセビ ・ネジキのように

直立幹 をもつ もの

●幹周2メ ー トル以上を計測の対象とするもの

カバノキ科

ブナ科

モクレン科

ツバキ科

バ ラ科

トウダイグサ科

ニガキ科

ウルシ科

モチノキ科

ニシキギ科

クロウメモ ドキ科

シナノキ科

ミソハギ科

ミズキ科

カキノキ科

エゴノキ科

ハ イノキ科

マツ科

ヒノキ科

ヤナギ科

カ ラマ ツ ・ゴ ヨウマ ツ

コ ノテ ガシ ワ・ヒムロ ・ネズ ミサ シ

オオバ ヤナ ギ ・ケシ ョウヤ ナギ

モクセイ科

スイカズ ラ科

シラカンバ

ウバ メガシ

シキ ミ

すべて

エ ドヒガン系のサクラを除 くサクラ属のすべて

ユズ リハ ・シラキ ・ナ ンキンハ ゼ ・アブラギリ

ニガキ ・ニワウルシ

ウルシ ・ハゼノキ

タマ ミズキ ・アオハダ

マユ ミ・ヒゼンマユ ミ ・マサキ

ナツメ ・ケケンポナシ

ヘラノキ ・ボダイジュ

サルスベリ

ミズキ ・クマノミズキ

すべて

すべて

ハ イノキ ・タンナサ ワフタギ

ミミズバイ

アオダモ ・ヒトツパ タゴ

サンゴジュ ツゲ

さ あ.巨 桝 】を測1,に 看テこう 網査に用窟寸るもの.

,●欄 関係 ・・'己 .・『 層 ・'
・メジャ} 、倦 尺)(5m以 上 ものを2本 用意。ビニール、・土スロン'

等しなやかな素材のもの》/測 墓ポール『(130cmの位置にマ"キ ン.グ・

しておく,メ ジ・r、釣、り靴 勘 やきけ プ を零くと代用煙 翻

*・もしもあれば、樹高測定器

℃ 記縁 関係
・調査票(予 馨外に巨樹が見つかるζ

ともφるので多めに用意)/地 図(巨 樹

の 位置を記入するための5万 分の1の地

形図)
・ボ「 ド、スケッチブック等(標 高 ・

樹種'・幹周 ・所在地 ・調査番号を書 き.

詞査木と共に駕録写真に写 しておくも9

の)/チ ョーク(ボ ー ド記入に使うほ

か、調査木に計測ポイントの印 をづけ

た り、調査済みの木 にマーキング レた

り幅広 く使 う〉/野 帳 ・筆起用具(ザ ●記鐘写真の例

ロ や

'「'玖 ・典 飛 軸 でつないでおく)/カ メラ ・フギルム 休 が動

、 騨 が岬 騨 摩燭 畔 ρ).・、

一べ ●そ嚇'.朗 駆 膿 糞φと8に 便利 塗もの'支持棒(釣 り竿など
g1傾斜地での測定で谷側の鱒 則位置が高くなった

と毒謎 ジ冤晒を押ざ樋 鱗 働/高 度猷Gps、(継 ・経度
・・Lの分炉る・1も4)。.標高め示 される時計 も使孝る) ./勾 配測定器 ・方位磁

.右/双 眼鏡/ト ランシーバテ/ポ ゲッ.卜図鐸/ビ ニ「ル袋小 ・大(樹'陣 纏
らないζ醸 や糠 杁 れて持 ち帰 るもの認 踊 具の代わり

にもなり非常時に㈱ .ノ 油性マジックインキ(採 集物と一緒にビニ

がル袋に入れるメ.モを書くため)/カ マ、ナタ
1畠 .い

●山層部の■確 の爵 にかかせない装億

帽子、ヘルメ ット等/長 そでのシャツ、長ズボン/軍 手/靴/雨 具

(レインス」ツ)/お 弁当、お菓子、水筒/ト イレットペーパ ー/携
噛・帯用灰血ノ虫除け

、、救急用品

函マムシ、スズメバチ、ツツガムシなどの危険な生 き物には特に注意

して下劃 、・

10 11
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